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大垣市は、木曽三川(木曽川・長良川・揖斐川)により形成された、わが固

有数の平野である濃尾平野上に位置しています。市の内外には、大小の河川が

流れ、古くから「水の都」と呼ばれる、地下水が豊富な地域です。大垣市には

美濃国分寺、西の垂井町には美濃国府、関ヶ原町には不破の関と、この辺りは

古代を通じて重要な地域であったと言えます。

このたび、国土交通省中部地方整備局岐阜国道事務所による東海環状自動車

道(大垣西 IC~大野神戸 1 C)建設事業に伴い、大垣市北方町に所在する北

方京水遺跡の発掘調査を平成 25年度に実施しました。北方京水遺跡は、大垣市

の北東部に位置する中世を主とする遺跡です。

今回の発掘調査では、鎌倉時代の溝跡や柱穴、水田遺構、水制遺構などが確

認されました。鎌倉時代の水田跡からは、約 5mの幅をもっ東西方向の大畦畔

と、坪境に位置する南北方向の大睦畔を検出し、条里の区画に分けられた小区

画水田を複数確認しました。東西方向の大畦畔は、条界に位置する大畦畔であ

る可能性が考えられます。本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深めるととも

に、当地の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後となりましたが、発掘調査及び出土遺物の整理・報告書作成に当たりま

して、多大な御支援・御協力をいただきました関係諸機関並びに関係者各位、

大垣市教育委員会、地元地区の皆様に深く感謝申し上げます。

平成 27年 3月

岐阜県文化財保護センター

所長官田敏光



例言

1 本書は、岐阜県大垣市北方町に所在する北方京水遺跡(岐阜県遺跡番号21202-8544)の発掘調査

報告書である。

2 本調査は、東海環状自動車道(大垣西 IC~大野神戸 1 C)建設事業に伴うもので、国土交通省

中部地方整備局岐阜国道事務所から岐阜県が委託を受けた。発掘調査及び整理作業は、岐阜県文化

財保護センターが実施した。

3 宇野隆夫帝塚山大学教授の指導のもとに、発掘調査は平成25年度に、整理作業は平成26年度に

実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当は、本書第1章第2節に一括掲載した。

5 本書の執筆は、第1章第2節を鷲見博史、第3章第4飾・第5飾を鷲見の所見をもとに笠井慎吾、

それ以外を笠井が行った。また、編集は笠井が行った。

6 発掘作業における現場管理、掘削、測量、景観撮影などの業務と、出土遺物の洗浄・注記、整理

等作業における作業管理、出土遺物の整理作業、挿図・写真図版作成などは、株式会社イピソクに

委託して行った。

7 遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

8 花粉分析とプラント・オパーノレ分析、鉄棒成分分析の各分析は株式会社パレオ・ラボ、木製品の

樹種同定分析は株式会社パレオ・ラボと株式会社文化財サービスに委託して行い、第4章に掲載し

た。執筆は株式会社パレオ・ラボと株式会社文化財サーピスによる結果をもとに笠井が行った。

9 発掘調査及び報告書の作成に当たって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である。(敬称略・五十音順)

鈴木元、説田健一、竹谷勝也、中井正幸、長屋幸二、八賀晋、藤津良祐、渡溢博人

大垣市教育委員会

10 本文中の方位は座標北であり、座標は国土交通省告示の平面直角座標系第四系を使用している。

11 土層の色調は、小山E忠・竹原秀雄2006W新版標準土色帖.1 (日本色研事業株式会社)による。

12 調査記録及び出土遺物は、岐阜県文化財保護センターで保管している。
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第1節調査に至る経緯

北方京水遺跡は、大垣市北方町に所在する(図 1・2)。この遺跡は、平成2年度 (1990)に大垣

市教育委員会の分布調査で確認された古代から中世を中心とした遺跡である。特別養護老人施設建設

に伴い、大垣市教育委員会が平成 15(2003)年1月に試掘調査を、同年2月に確認調査を実施し、 12

世紀後半~13 世紀を中心とした集落跡と考えられる遺構や遺物を確認した(大垣市教育委員会 2004) 。

さらに、特別養護介護施設建設に伴い、大垣市教育委員会が平成22年2月に試掘調査を行い、調査地

は集落等の立地する微高地周辺部の低地に位置すると判断した(大垣市教育委員会2012)。

北方京水遺跡及びその周辺において、東海環状自動車道が計画された。東海環状自動車道は、東名

・名神高速道路、中央自動車道、東海北陸自動車道などを、環状にネットワーク化することを目的と

し、鋭意建設が進められている自動車専用道路である。

この事業に伴う北方京水遺跡の試掘確認調査は、国土交通省中部地方整備局岐阜国道事務所(以下

「岐阜国道事務所」という。)からの依頼により、平成22年度から 24年度にかけて岐阜県教育委員

会が実施した。平成22年度の調査では、試掘調査坑が 12箇所設定され、このうち4箇所の試掘調査

坑において砂層に覆われた粘質土層が2面あり、洪水砂層により埋没した水田跡が確認された。平成

24年度の調査では、試掘調査坑が3箇所設定された。そのうち東側に位置する 24TP1・24TP2では、

土坑や溝跡などの遺構や中世の遺物が出土し、大垣市教育委員会が平成 15(2003)年に行った調査と

同様の状況であることを確認するとともに、西側に位置する 24TP3では水田跡や溝跡が検出され、遺

物包含層から古代の遺物が出土した。また、水田跡が広がる箇所では2面の遺構面が存在することが

判明した。

その結果をもとに、平成23年8月25日及び平成25年1月 15日に岐阜県教育委員会社会教育文化

課は岐阜県埋蔵文化財発掘調査検討会において、 2，490m'について本発掘調査が必要との意見をまと

めた。本発掘調査は、平成25年度に 2，490m'を対象に、岐阜県文化財保護センター(以下「センター」

という。)が岐阜国道事務所から、東海環状自動車道(大垣西 IC~大野神戸 1 C)に伴う埋蔵文化

財発掘調査事業の依頼により、発掘調査を開始した。その後の詳細設計の変更により、対象面積は

2，650 m'となった。

本工事については、文化財保護法第94条第1項の規定に基づき、岐阜国道事務所長から岐阜県教育

委員会教育長(以下「県教育長」という。)あて埋蔵文化財発掘の通知(平成25年3月28日付け国

部整岐調第51号)が提出され、同法第94条第4項の規定に基づき、県教育長は同事務所長に発掘調

査の実施を求める勧告(平成25年4月1日付け社文第4号の7)を通知した。同事務所長は県教育長

に発掘調査の実施を依頼した。それを受け、センターは、調査着手後、文化財保護法第99条第1項の

規定に基づく発掘調査の報告(平成25年5月29日付け文財セ第71号)を、県教育長に提出した。
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園3 詰掘調査坑位置園

表1 北方京水遺跡周辺の誌掘確認調査結果

時期 総掘坑 検出遺構
縄文 弥生

須恵器
灰紬
山茶碗
土師器 古瀬戸 中近世

その他 合計
土器 土師器 陶器 皿 大無 陶磁器

TP03 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
TP05 。 。 。 。 2 l 。 l 。 4 

TP07 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
平
TP08 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
TP09 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
成
TPI0 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

22 
TPll 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
年
度 TP12 

溝状遺構1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
TP13 溝状遺構1 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
TP14 畦畔l 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
TP15 畦畔l 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
TP16 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
平 TPl 

溝状遺構1 。 l l 。 l 。 。 。 。 3 
成 土坑1

24 TP2 
溝状遺構1 。 l 。 7 10 。 。 5 1 24 

年
土坑1
溝状遺構1

度 TP3 水田遺構1
。 。 3 。 。 。 。 。 。 3 

溝状遺構5
合計 土坑2 。 2 4 7 13 1 。 6 1 34 

水田遺構1
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第2節調査の方法と経過

1 調査の方法

発掘調査は、平成 25年度に 2，650rrlを実施した。発掘調査対象地は道路建設計画により橋脚や調

整池、側道が建設される部分である。

発掘区は、用水路をはさんで東西に分かれるため、用水路東側をA地区、用水路西側をB地区と区

分した。遺跡範囲を取り囲むように、世界測地系座標のX=-66700、Y=-50600を原点に一辺 100m

で区画し(大グリッド)、発掘区が収まるようにA-Cの区画を付した。さらにその中に、 5mX5m

の小区画を設定し、北から南へAからT、西から束へlから 20とした(図 4)。そのため、発掘区の

北東隅のグリッドはAI10、南西隅のグリッドはBP20となる。

発掘調査対象地は、調査前には水固として利用されていた場所で、試掘確認調査で調査面がA地区

は1面、 B地区は2面あることが確認されており、調査初めにA地区では発掘区の東の壁面沿いで、

B地区では発掘区の四方の壁面沿いに排水溝を掘削し、土層観察を行った。基本層序は、 A地区はI

層、 E層、 W層、 VI層を設定し、 I層が表土、 E層が遺物包含層、 N層を洪水堆積層と設定した(第

3章1節参照)ロ B地区は、 I層からVI層まで設定し、 I層とE層が表土、 E層が遺物包含層、 N層

を洪水堆積層、 V層を埋没水困層、 VI層を河川堆積層と設定した(第3章1節参照)。なお、発掘調

査を実施する中で、必要に応じてa-fを用いて細分した。

A地区は、重機により発掘区内の表土(1層)を除去した。南側は遺物包含層 (ill層)がなく、 I

b層の下が河川|堆積面作I層)になっていたため、 1b層を人力掘削した。北側は判別のできる範囲

で1b層!::ill層をそれぞれ人力掘削した。その後、 VI層上面をA地区調査面として遺構検出作業、遺

構掘削作業を実施した。 B地区においては、重機により発掘区内の表土(1. II層)を除去した段階

で畦畔が確認できたため、遺物包含層 (ill層)上面をB地区第1調査面として遺構検出作業、遺構掘

削作業を実施した。 B地区第1調査面終了後、 E層と洪水堆積層 (N層)をそれぞれ人カ掘削し、下

層水困層 (V層)をB地区第2調査面として遺構検出作業、遺構掘削作業を実施した。

遺構の調査記録は写真撮影及び手測り実測、デジタノレ担.u量を行った。検出した遺構は検出順を原則

として通番を付し、三次整理作業時に遺構種別番号を設けた。遺物包含層から出土した遺物は、層位

・グリッド単位、遺構から出土した遺物は、遺構内を概ね5cm単位の人工層位もしくは、分層した層

位毎に取り上げたが、遺構との闘係性が検討できる出土状況のものについては、実測あるいは出土位

置を測定して取り上げた。遺物には、取り上げ単位ごとに遺物ラベルを添付した。遺物ラベルには「西

暦下二桁と KG(遺跡名略号)J r出土場所(遺構番号又はグリッド番号)J r出土層位J r取上日」

「備考jを記入し、この記録をもとに遺物台帳を作成した。遺構番号はSと3桁の数字により表記し

た(例、 SOOl)。

調査面毎の発掘区全体の景観写真撮影は、 A地区第1調査面は高所作業車から撮影し、 B地区は第

1調査面、第2調査面ともにRCヘリコプターにより撮影した。

発掘区内は湧水が激しく、排水溝を発掘区内に掘削して常時ポンプによる排水を行う必要があった。

排士は、発掘区そばの建設用地内に仮置きしたのち、事務所北の建設用地内排士置き場に運搬した。
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出土遺物の一次整理作業(洗浄及び注記作業、遺物台帳作成)は輿福地遺跡と合わせて、北方京水

遺跡一次整理所にて実施した。

2 調査の経過

現地での調査経過は以下の通りである。

第l週 (5/27~5/31) A地区重機による表士掘削 (5/27~28) 0 A地区人力による掘削作業開始。排水

溝掘削、ベルトコンベア設置 (5/31)。

第2週 (6/3~6/7) B地区に現代水回への給水のためのコルゲート管設置 (6/3)。遺物包含層 (ill層)

掘削開始。発掘区東壁面土層断面実測(6/4)。遺構検出作業開始。小土坑や溝状遺構を検出(6/6)。

遺構掘削作業開始 (6/7)。

第3週(6/10~6/14) 小土坑SK25から山茶碗の大破片が出土 (6/10) 。

第4週 (6/17~6/21) 遺物包含層掘削、遺構検出作業、遺構掘削作業継続 (6/17~18) 。降雨により 3

日連続作業中止 (6/19~21) 。

第5週 (6/24~6/28) 遺物包含層掘削、遺構検出作業終了 (6/28) 。

第6週 (7/1 ~7/5) 遺構掘削作業継続ロ

第7週 (7/8~7/12) 溝状遺構SD36掘削。土器片が比較的多く出土。 A地区調査終了。高所作業車によ

る発掘区全体の写真撮影実施 (7/12)。

第8週 (7/15~7 /19) B地区重機による表土掘削。 B地区北部から開始 (7/16)。

第9週 (7/22~7 /26) B地区北部の表土掘削終了 (7/22) 0 B地区南部の表土掘削開始 (7/23)。

第10週 (7/29~8/2) 大雨による発掘区水没のため、表土掘削を一時中断 (7/29 ・ 30) 。水田畦畔の一

部を確認する (8/31)。

第11週 (8/5~8/9) B地区南部の表土掘削終了 (8/5) 0 B地区人力による掘削作業開始 (8/6)。大

垣市立大垣西中学校生徒1名職場体験実施 (8/5・7)。本巣市立本巣小学校児童1名遺跡見学

(8/8)。三重大学名誉教授八賀晋氏が来跡し、指導を受ける (8/8)。遺跡調査検討委員会を

実施し、第1調査面について検討し、 N層上面から皿層上面に変更する (8/9) 0 A地区発掘区

埋め戻し終了 (8/9)。

第12週 (8/12~8/16) 現場作業休止 (8/12~16) 。

第13週 (8/19~8/23) B地区北部、 E層上面での遺構検出作業開始 (8/20~) 0 B地区北部に大畦畔、

溝状遺構、土坑を検出 (8/22)。

第14週 (8/26~8/30) 遺構掘削作業開始 (8/26) 0 B地区北部の遺構掘削終了 (8/28)。

第四週 (9/2~9/6) ゲリラ豪雨のため発掘区が冠水し、排水のため週末まで作業が不可能となる (9/4) 。

第16週 (9/9~9/13) B 地区南部、 E層上面での遺構検出作業開始 (9/9~) 。水田小区画の畦畔を検

出 (9/10) 0 SN10水田小区画内に鋤溝や足跡を検出 (9/13)。

第17週 (9/16~9/20) 台風18号のため、調査区冠水 (9/16) 。

第18週 (9/23~9/27) B地区南部検出作業終了。 B地区南部は全面に水田小区画(畦畔)を検出 (9/25)。

SN13・SN15・SN21水田小区画内に足跡を検出。 SN8小区画内に鋤溝を検出 (9/27)。

第四週 (9/30~10/4) 調査職員 2名体制での調査開始 (10/1) 。コルゲート設置部の調査を開始。人
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カで表土を掘削開始 (10/1)。関連指導調査員大垣市教育委員会鈴木元氏が来跡し、指導を受

ける(10/1)。指導調査員帝塚山大学教授宇野隆夫氏が来跡し、指導を受ける(10/3)。

第20週(1O/7~1O/12) コルゲート管設置部の表土掘削終了(10/9) 。水田小区画床土上面までの調査

終了(10/10)。

第21週(1O/15~10/18) R CへリコプターによるB地区第1面景観写真撮影実施(10/15)0 B地区第

2面調査開始。遺物包含層 (III) ・洪水堆積層 (N層)掘削開始 (10/16)。

第22週 (10/21~10/25) 遺構検出作業を開始 (10/22) 。水田小区画の畦畔を検出 (10/23) 。台風27

号のため、発掘区冠水 (10/25)。

第23週(10/28~11/1) 水田小区画覆士掘削開始 (10/29) 。水回小区画内田面に足跡を検出(10/30) 。

第24週 (1 1/4~1 1/8) B地区南西部に南北に伸びるやや幅広の畦畔を検出 (11/5) 0 B地区北部自然

流路内杭列 (SR2)断ち割り調査開始 (11/8)。

第25週 (11/11~11/15) 遺跡調査検討委員会を実施し、第 2面の水田跡についての追加調査方法を検

討 (11/11)0 B地区北部自然流路内にSR1水制遺構(堰)を検出 (11/12)。株式会社パレオ・

ラボによる花粉分析・プラントオパール分析のための試料採取 (11/12)。

第26週(11/18~11/22)遺跡調査検討委員会を実施し、自然流路内に検出した水制遺構の調査方法を

検討。合わせて先行して断ち割っていた杭JIJについても盛土が確認でき、 SR2水制遺構(堰)と

して調査していくことを確認 (11/18)。関連指導調査員大垣市教育委員会鈴木元氏が来跡し、

指導を受ける (11/20)。

第27週 (1 1/25~1 1/30) 興福地遺跡と合わせ、一次整理作業を開始(11/25) 。株式会社パレオ・ラボ

による自然科学分析(花粉分析・プラントオパール分析)試料採取(11/27)。指導調査員帝塚

山大学教授宇野隆夫氏が来跡し、指導を受ける (11/28)0 R CヘリコプターによるB地区第2

面景観写真撮影実施(11/30)。

第28週(12/2~12/6) 追加調査(畦畔断ち割り、回面トレンチ調査)開始 (12/2) 。南西部南北方向

畦畔内に木材検出 (12/5)。

第29週 (12/9~12/13) SR1盛土内から、構築時の祭jjiEに使用されたと考えられる斎串が出土 (12/9)。

SN51水田小区画床土上面から鋤溝を検出(12/9)。追加調査(畦畔断ち割り、田面トレンチ調

査)終了。 SR2調査終了 (12/11)0 SR1の調査を終了し、全調査を終える (12/13)。

第30週(12/16~12/20) 一次整理作業終了 (12/20) 。

第31週(12/23~12/28) B地区埋め戻し終了 (12/28)。

出土遺物の洗浄・注記等の一次整理作業は、興福地遺跡と合わせて 11月25日から 12月25日まで

の期間に北方京水遺跡一次整理所で行った。二次整理作業は平成26年度に実施した。
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写真1 A地区聞査前風景 写真2 B地区間査前風景 写真3 A地区覆土掴削

写真4 A地区包含層掘削 写真5 A地区遺構掘削 写真6 B地区SR1闘査且景

写真7 B地IZSR1杭JlJ実測作業写真B ラジコンヘリ景値写真撮膨写真9 A地区間査匡

3 調査体制

発掘調査及び整理作業の体制は以下のとおりである。

センター所長 丸山和彦(平成25年度)

総務課長

調査課長

調査担当係長

担当調査職員

宮田敏光(平成26年度)

二宮隆(平成25""'26年度)

成瀬正勝(平成25.......26年度)

春日井恒(平成25--26年度)

鷲見博史(平成25年度)

近藤E枝(平成25年度)

笠井慎吾(平成26年度)
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第2章遺跡の環境

第1節地理的環境

北方京水遺跡が所在する大垣市は、木曽三川(木曽川・長良J11・揖斐川)により形成された濃尾平

野の北西部に位置する。濃尾平野はわが国有数の平野であり、その大部分を沖積平野が占める。一般

に上流側から、扇状地地帯、自然堤防地帯(氾濫源)、三角州地帯に分けられるが、大垣市付近には

扇状地、自然堤防と後背湿地、三角州平野の地形が発達している。また、大垣市北西部にはわずかな

がら段Eも見られる。大垣市の河川は、揖斐川とその支流である平野井川、相川、牧田川などが市域

の外周を流れ、市内においては、杭瀬川|、水門川、大谷川などが貫流している。そのため、古くから

「水の都Je呼ばれるように地下水が豊富な地域で、市内には「がま」と呼ばれる自噴地が多数存在

している。

当遺跡は、大垣市の北東部、揖斐川が形成した標高9m前後の沖積平野に立地する。ここは、人工

堤防がなければ洪水の及ぶ範囲であり、過去に幾度となく水害に見舞われた低湿な一帯である。 F岐
阜県災具誌』によると、 1199年(正治元年)の美濃平野大洪水では、 「一国忘米作之条万民成逃脱之

思」程の被害があった(東大寺文書)。そのため、古くから特定の地域のみ洪水から土地を守るため

に、その周囲に堤防をめぐらす輪中堤を作り、輪中内には水防によって強く結ぼれた共同体が存在し

巴2・Eコ砂岩 l2'.22.d鵬鯨屈

に己砂 - 泥岩 ~石灰岩

F=========i泥 - チャート 安遺跡位置

(地質調査所1999地貧困1/50.000I岐阜)

園5 遺跡周辺の地質概略園

た。洪水常費地域において、この囲堤形態は、

現在のような連続堤以前の治水工法としてはき

わめて有効な手段であった。

当遺跡の範囲は、完新世段丘の形成期以降に

おける砂礁の堆積によって扇状地が発達して、

その後これが埋没した。扇状地の微地形である

旧中州(微高地)と旧河道も現在埋没して認め

られ、現地表面はほぼ平坦化している。埋没し

た旧河道は網目状をなし、これらの聞には埋没

した旧中川1(微高地)がみられる。本地域では、

埋没旧中州が数十か所に点在しており、当遺跡

の東に位置する現在の北方集落は比較的大規模

に発達したこの微地形上に立地する。今回の調

査範囲は、旧中州から旧河道上に分布しており、

発掘区の南東には、平成 15年度に大垣市によっ

て行われた調査で、旧中州(微高地)上にある

集落跡の可能性が示唆されている地域が隣接し

ている。
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第2節歴史的環境

北方京水遺跡周辺には、古代~中世にかけて営まれた遺跡が分布している(図6)。本節では、そ

れらの概要を中心に年代順に記す。なお、図 6 は『改訂版岐阜県遺跡地図~ (岐阜県教委2007)を基

に作成し、本文中の遺跡名に続く括弧内の番号は、表2、図6と一致する。

縄文時代は、荒尾南遺跡で竪穴住居跡が一軒検出され、自然流路内や包含層などから縄文時代晩期

の土器が出土した。包含層から出土した縄文士器は、晩期後半の土器片で量は少ない。しかし、自然

流路内から出土した縄文土器は、弥生土器と混在した状態であるものの、比較的量が多い。

弥生時代になると、荒尾南遺跡において、複数の埋没微高地にまたがる当時の人々の大規模な活動

の存在を確認することができる。前期は、土器がまとまって出土し、土器棺墓も確認されている。中

期は、大規模な方形周溝墓群や遺跡東部を南北に貫く大溝が掘削されている。後期は、集落跡や方形

周溝墓が確認されている。弥生時代前期から後期にわたる継続的な活動が認められる遺跡は美濃地方

においては他には確認することはできない。南一色遺跡 (32)では、断定こそされていないものの、

遺物の出土量や遺物包含層のひろがりから、弥生時代後期以降の大規模な集落があったと考えられて

いる。

古墳時代前期から中期には、西方の扇状地や昼飯町の台地部及びその周辺に、粉糠山古墳、矢道長

塚古墳、昼飯大塚古墳など、大型の前方後方墳や前方後円墳が集中し、この地域に一大勢力が存在し

ていたことをうかがわせる。荒尾南遺跡の集落跡は、古墳時代前期に衰退し、中期以降はC地区を中

心に遺物が確認されている程度である。古墳時代後期を迎えると、金生山やその山麓に 100基を超す

群集墳が形成されている。曽根八千町遺跡 (5)では、 2つの木棺墓や土器・木製品などの遺物が検

出され、古墳時代前期の墓域と生活面が存在したことが確認されている。楽団遺跡 (22)は、弥生時

代終末~古墳時代初頭頃が中心となる遺跡である。

奈良時代以降、現在の不破郡垂井町に美濃国府が置かれたため、西濃地域は古代美濃国の政治的中

枢となる。 8世紀に不破郡関ケ原町に不破関、大垣市に国分僧寺、垂井町に国分尼寺が営まれた。塚

越遺跡 (18)では、奈良時代から平安時代の須恵器・灰軸陶器・緑利陶器・硯などの破片が多数出土

している。興福地向田遺跡 (17)は古代から中世の遺物散布地として知られており、北方京水遺跡の

すぐ東にある北方遺跡 (3)でも古代の遺物が確認されている。律令期には駅伝制により、都と国府

を結ぶ交通路が整備された。美濃地方にも駅路が置かれ、壬申の乱の初動で塞いだ「不破の道」は、

のちに東山道となる初期駅路であるとされる。大垣付近では、赤坂宿と垂井宿を結ぶ旧中山道が東山

道と推定されており、赤坂湊から東に直進して北方京水遺跡の南東に位置する三ツ屋付近の中山道を

通過する初期東山道/レートを示す説もある。また、この頃には条呈が施行され、大垣市内でも安八郡

条里の遺構が所々で認められている。

北方京水遺跡周辺では、平安時代から鎌倉時代にかけての遺跡が多く分布する。特に、曽根八千町

遺跡 (5)、興福地遺跡(16)、桧遺跡 (35)は当遺跡と同時期の遺跡であると考えられる。曽根八

千町遺跡は、当遺跡の約1回北東に位置する。この遺跡からは、掘立柱建物をはじめとした集落跡や

中世墓が検出されている。掘立柱建物には溝が伴い、集落内が小規模な区画溝で区画された複数の屋
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敷跡から構成されていたと判断されている。中世墓の他にも、鏡・山茶碗・漆器椀など多くの副葬品

が出土している。曽根八千町遺跡は、検出された遺構群から 12世紀後半から 13世紀初頭の短い期間

に営まれた集落であると判断されており、遺物のもつ時間幅から北方京水遺跡の方が若干長い間営ま

れていたことが分かつている。興福地遺跡は、当遺跡の 1km南西に位置する。この遺跡からは、過去

の調査で、奈良時代から鎌倉時代の土器や木器とともに掘立柱建物が確認されている。さらに、当セ

ンターが平成25年度に行った調査でも、平安時代から鎌倉時代までの集落跡が確認され、掘立柱建物

跡や井戸跡、溝跡、柱穴などが検出された。また、鎌倉時代の井戸跡からは、井戸を閉じる際の祭り

で使用した道具をまとめて捨てた一括資料が出土している。遺物の比較からも、北方京水遺跡とほぼ

同じ時期の遺跡であると考えられる。桧遺跡は、当遺跡の約3k皿南西に位置する。この遺跡は、古代

においては平安時代後期を中心に遺構・遺物が確認されており、中世においては 12世紀後半"-'13世

紀前半にかけての中世前期と、 15""16世紀代の中世後期の遺構・遺物がそれぞれ確認されている。北

方京水遺跡と同時期の中世前期には、区画溝や井戸と考えられる大型土坑類の他、多数のピットが確

認され、居住域の存在が想定されている。曽根八千町遺跡と比較すると、出土遺物の絶対量が多いこ

と、士師器皿や輸入磁器の比率が高いこと、墨書土器のような文字資料が存在することから、一定の

経済力を有した階層が居住していたと考えられている。

また、この周辺は、中世の城跡も多く分布する。稲葉氏ゆかりの曽根城跡・城下町 (6)では石垣

が確認されている。 15世紀末"-'16世紀中頃の遺物が出土しており、城館を構えていた時期は 15世紀

末頃まで遡る可能性がある。他にも、吉田休三入道の北方城跡 (2)や氏家直元が在城した楽田城跡

(23)、池田輝政が在城した池尻城跡 (15)などがある。

表2 周辺遺跡一覧

番号 遺跡名 種別 時代 番号 遺跡名 種別 時代

北方京水遺跡 集落跡，水田 古代・中世 19 西之川遺跡 散布地 弥生・古墳・古代

2 北方城跡 城館跡 中世 20 領家遺跡 散布地 古代・中世

3 北方遺跡 散布地 古墳・古代・中世 21 一里塚跡 その他の遺跡 近世

4 北方治郎丸遺跡 散布地 古代・中世 22 楽団遺跡 散布地 弥生~中世

5 曽線八千町遺跡 その他の遺跡 弥生~中世 23 楽団城跡 城館跡 中世

6 曽根城跡・城下町 城館跡 中世 24 中川大坪遺跡 散布地 中世

7 密厳寺勧学院跡 社寺跡 中世 25 林A遺跡 散布地 弥生~中世

8 尾張藩領取締木戸跡 その他の遺跡 近世 26 林B遺跡 散布地 弥生~中世

9 西保北方城跡 城館跡 中世 27 林C遺跡 散布地 弥生

10 南方古銭出土跡 散布地 中世 28 林E遺跡 集落跡 弥生~古代・近世

11 塚のこし古墳 古墳 古墳 29 河間遺跡 散布地 古代・中世

12 青木遺跡 散布地 中世 30 何間村内遺跡 散布地 中世

13 中山道 その他の遺跡 近世 31 笠継城跡 域館跡 中世

14 興福地村北遺跡 散布地 中世 32 南一色遺跡 散布地 弥生~中世

15 池尻城跡 城館跡 中世 33 福岡遺跡 散布地 中世

16 興福地遺跡 集落跡 古代・中世 34 福田城跡推定地 城館跡 中世

17 興福地向田遺跡 散布地 古代・中世 35 桧遺跡 散布地 古代・中世・近世

1自 塚越遺跡 散布地 古墳
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侭=1/25，胸〉

園e 周辺遺鵬位置園 (国土地理院発行1:25，0ω地形図「太塩』使用)
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第3章調査の成果

第1節基本層序

平成22・24年度に、岐阜県教育委員会社会教育文化課が実施した試掘確認調査で確認された層序、

各土層から出土した遺物、遺構の時期を検討し、今回の調査を行うに当たって北方京水遺跡の基本層

序を以下のように設定した。調査地点によっては、 E層やE層の堆積が確認されなかったり、洪水に

よる砂層の堆積が認められたりする地点がある。 A地区では、 E層が北部しか存在しておらず、南部

は 1b層の下がN層となっていた。 B地区では、 I層からVI層までを確認したが、 E層は南部のみで

確認、した。

以下、基本層序の I層からVI層までの詳細及び遺構検出面について記載する。

1 a層 灰色を呈する現代の水田耕作土で、調査区全面で確認することができた。

1 b層 鉄分沈着が見られるオリーブ暴色を呈する土層である。現代の水田床土で、 A地区北側とB

地区で確認することができた。 E層・ E層が存在しないA地区南部では基底面を遺構検出面

としたが、 A地区においては、 VI層上面に対応するものかもしれないロ

E層 鉄分沈着が見られるオリーブ黒色を呈する土層である。耕地整理前の旧耕作土で、 B地区南

側のみで確認することができ、北から南にかけてレベルを順次下げている。 B地区中央と南

側で 30cmほどの標高差がある。

E層 オリープ黒色~灰色を呈する砂質土層である。A地区北部とB地区で確認することができた。

A地区では、 E層からの遺物は少ない。上面をB地区の第1遺構検出面(以下「第1面」と

いう。)とした。

N層 オリープ黒色~灰色を呈する、粘質~砂質士層及び砂層である。洪水による堆積と判断して

おり、調査区全面で確認することができた。この上面をA地区北部の遺構検出面としたが、

A地区においては、 B地区のVI層に対応するものかもしれない。

V層 オリーブ黒色を呈する粘質士層である。 B地区で確認することができた。上面をB地区の第

2遺構検出面(以下「第2面」という。)とした。 N層とV層の聞に、土質を同じくする畦

畔と耕作土を確認した。

VI層 B地区で確認することができた。この下は河川堆積による砂磯層で湧水が多い。

甫 耳目己 甫 ~t 

1011 1.層

土パi
Ib届

軍1遺構検出面
層

N層(羽屠かり N眉
第2遺構検出面

V圃

明暗

A地区 B地区

園7 基本層序模式園
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第2節遺構概要

調査では、 A地区とB地区において、中世の遺構を検出した。 A地区では、中世の溝状遺構や土坑、

柱穴を検出し、 B地区では、第l面・第2面ともにほぼ全面に広がる中世の水回遺構を検出し、他に

構状遺構、土坑、水制遺構、自然流路を検出した。第4節でA地区検出の遺構と遺物について、第5

節でB地区第1面・第2面検出の遺構と遺物について記載する。なお、 B地区2面で検出した2基の

水制遺構は、第l面の自然流路に伴うものであると思われることから、第1面の遺構として記載する。

B地区第1面、第2面で検出した水田遺構については、どちらの面も洪水堆積層が確認された(図

8)。第2面の水田面は徴地形に合わせて小畦畔を作り水田の区画を行っていた。それが洪水砂で覆

われた後、水回を復旧させる際に、調査区南東部の土地の低い場所に盛土して、第1面の水田面を造

成した(図的。なお、図9の第2面の水田面は 12.......15層上面、盛土は 10層となる。

B地区の北側では、洪水堆積によりN層が形成された後、期間をおかず再度洪水が起こる。 N層が

土周断面図位置園 I I I I 

1~--./ 

l 

回-岡. ¥ 
E 

i豆
唱1;

トー トー

トー-→ トー
E パ F、 「ーー

“E ト一一 斗司
ト一一、、、 <l.{c;"' )-

I I I I I I 1.0 I I I I I I I I I J工。
(S=1/1000) 

第1面図面 洪水堆積層C

第2面図面 洪水権積層A

1 10Y4/1 灰色土しまり弱い粘性やゃあり 鉄分拡着あり (Ia層)
2 10Y3/1 オHープ黒色土ややしまる 粘伎やゃあり 歓分沈着あり (n層)
3 6Y4/1 灰色砂質土 しまり弱い粘性なし鉄分沈着あり 部分的に 6Y3/1 オHープ黒色土kのヲミナ状地績が見られる (洪水槽積層か)
4 10Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性なし鉄分沈着あり 植物遺体わずかに漏じる
6 6Y3/1 オHープ黒色土ややしまり弱い粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり 植物遺体わずかに混じる
6 6Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり 植物遺体わずかに混じる (1商水田耕作土)
7 7.6Y4I1灰色土 しまる粘性ややあり 10Y6/1 灰色細砂プロyク4端含む (SN3東睦昨盛土)
8 10Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性なし (8N3東嵯昨盛土)
9 10Y6/1 灰色シルトややしまる粘性なし (8N3東嵯昨盛土)
10 10Y6/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし 7.6Y3/1 オFープ黒色細砂との亙屠がラミナ状に繰り返す植物遺伸ゆし混じる
下部に6Y3/1 オリープ黒色粘賀土が部分的に樽く地積する日V層)
11 6Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y4I1灰色土プロック1側、 7.6Y4I1 灰色細砂プロック開含む 白面水回陸時盛土)
12 6Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.6Y4/1 灰色細砂プロック7暗 む 植物遺書炉少し混じる 白面水回陸時盛土)
13 6Y3/1 オロープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.6Y4/1 灰色細砂プロック1暗 む 植物遺紗少し普通じる 白面水回耕作土}
14 6Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 植物遺体少し混じる (V層) 。

(S=I/40) 

固8 B地区(甫)北壁土層断面図

1m 

一
一
ト一一一

一
2蜘

A' 
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表3 遺構数一覧

挟られ、その後、自然流路が流れ始めたと思われる。その前後関係についてはB地区調査区中央土層

断面で確認した(図 10)。なお、lV層を形成する洪水堆積層を洪水堆積層A層、その後の洪水による

堆積を洪水堆積層B層と呼ぶ。また、第 1面造成後にも再び洪水が起こるが、この堆積層を洪水堆積

層Cと呼ぶ。洪水堆積層Cは、現代の耕地整備によって削られる部分も多いが、 B地区(南)北壁土

層断面で確認した(図8)。

遺構の種類と検出数は、表3のとおりである。以下、本書における遺構の分類、計測方法について

述べる。

1 遺構の分類

今回検出した遺構は、構状遺構、土坑、柱穴、畦畔、水回遺構、水制遺構、自然流路、不明遺構に

分け、各遺構の分類は、形状と規模、構造から判断した。以下に各遺構の分類基準を概述する。

溝状遺構(略号SD) 

地面を掘りくぽめた遺構の内、上端の短軸(幅)に対して長軸(長さ)が5倍以上の長さとなる遺

構を溝状遺構とした。ただし、 5倍以上の長さがない場合でも、他の溝状遺構との関係から、溝状遺

構の痕跡が土坑状の穴となって確認できたものと判断できた場合は、溝状遺構に含めた。

土坑(略号SK) 

地面に掘りくぽめた遺構の内、明確に性格付けができないものを土坑とした。遺物の出土状況や形

p
h
u
a
m
u
-

『，，

7 9 
究 '16

9 洪水雄積層A11 

1 5Y4/2 灰オFープ色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あ1) (隣接水田への給水路盛土}
2 7.5Y4!1 灰色土 しまり弱い粘性やゃあり 鉄分沈着多い (Ia層)
3 7.5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性あり 鉄分枕着多い (Ib層若し〈は盛土泊、)
4現代水路 (上層に 7.5GY5/1 緑灰色粘質土下層に 2.5GY4/1 暗オロープ灰色租砂が堆積する)
5 5Y3/1 オ9-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり (n層)
6 5Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性あまりなし
7 1.5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 1.5Y4/1 灰色土がヲミナ状に混じる 植物遺体少し渇じる
8 1.5Y4!1 灰色シルト ややしまる粘也あまりなし植物遺体少し混じる (1面睦畔盛土〉
9 5Y4/1 灰色砂質シルト ややしまる粘性あまりなし植物遺体少し混じる (m層)
10 1.5Y3/1 オリープ黒色シルト ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色細砂Z蝿じる植物遺体少し混じる (m層対応、盤地盛土か7)
11 10Y4!1 灰色細砂 しまり弱い粘位なし部分的に 7.5Y3/1 オロープ黒色細砂とのラミナ状堆積が見られる (lV層)
12 5Y3/1 オ9-プ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体少し混じる 1.5Y4/1 灰色細砂プロック10%混己る (2面水回耕作土)
13 1.5Y3/1 オロープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 植物遺体少し混じる @商水田耕作土) 0 1m 
14 1.5Y3/1 オロープ黒色土ややしまり強い粘性やゃあり 植物遺体わずかに混じる (2商水田睦昨盛土)
15 5Y3/1 オ9-プ黒色土(やや明るい} ややしまる 粘性やゃあり 植物遺体わずかに混じる (2商水田睦昨盛土)
16 5Y3/1 オ9-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり (V層) (S=1/4O) 

園9 B地区(南)南壁土層断面園
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状から基坑、廃棄土坑といった可能性が考えられるものも含む。

柱穴(略号Sp) 

建物に伴う柱穴と同様の形状、又は柱痕跡が残存しているもの、規則的な配列が確認できず、建物

遺構として認定できなかったもの。

大畦畔 (SM)

土を盛り水田を大きく区画したもの。大区画内をさらに小さく区画する場合、小畦畔とした。

水田遺構(略号SN) 

畦畔状の高まりによる区画や、畦畔が確認できない場合でも、水回遺構に伴うと思われる鋤構状の

18 

三三守

1 IOY4/1 灰色土しまり弱い粘性やゃあり (Ia層)
2 IOY3/1 オHープ黒色土 しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり (Ib層)
3 5Y4/1灰色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分総着多い
5 5Y4/1灰色土 しまり弱い粘性強い鉄分沈着多い

自然涜路埋土

6 5Y3/1 オロープ緑色土 しまり弱い粘性やゃあり 鉄分沈着層の上方に多い

37 

層の下方に5Y6/2 灰オロープ色土が斑点状に混じる 層の北部にIOY4/1 灰色細砂が少し混じる
7 5Y4/1灰色シルト しまり弱い粘性なし鉄分沈着あり

第2面図面

8 5Y3/1 オロープ緑色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり 5Y4/1 灰色土プロック1鴎含む
9 5Y4/1灰色シルト ややしまる粘性なし鉄分沈着少しあり
10 7.5Y4/1 灰色飾砂しまり弱い粘性なし鉄分沈着少しあり (m層}
11 5Y3/2 オロープ黒色シルド しまり弱い粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり (m層〕
12 5Y4/1灰色シルト しまり弱い粘性少しあり 鉄分沈着少しあり 7.5Y4/1灰色細砂プロック碍含む
13 5Y4/1灰色シルト しまり弱い粘性少しあり 鉄分沈着少しあり 7.5Y4/1灰色細砂プロック30略含む
14 2.5Y3/1 鳳褐色土 しまり弱い粘性あり 町4/1灰色土プロック20百含む
15 5Y4/1灰色シルト ややしまる粘性やゃあり 7.町4/1灰色細砂プロック1時含む木片1点あり (m層)
16 7.5Y4/1 灰色飾砂 しまりなし粘性なし IOY4/1 灰色粗砂がラミナ状に混じる植物遺体が少し混じる
17 7.5Y4/1 灰色砂質土 しまり弱い粘性なし鉄分がわずかに付着する
18 5Y3/2 オリープ黒色土 しまりなし粘性あり 鉄分沈着あり
19 7.5Y3/1 オHープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.町'4/1灰色細砂プロック1保混じる 植物遺仲少し混じる
20 5Y3/1 オリープ黒色徴砂ややしまる 粘性なし 7.5Y4/l 灰色細砂プロック2嶋混じる植物遺体少し混じる
21 5Y3/1 オリープ黒色シルド ややしまる 粘性やゃあり 7.5Y4/2 灰オ1)-プ色細砂がラミナ状に混じる
22 IOY4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし 7.5Y3/1 オリープ黒色土プロック2嶋混じる
23 7.5Y4/2 灰オリープ色粗砂 しまりなし粘性なし
24 5Y4/1灰色砂質土ややしまる 粘性なし 10Y4/1 灰色粗砂がラミナ状に混じる
25 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y4/l 灰色砂質土プロック20百混じる 鉄分沈着少しあり
26 7.5Y3/1 オHープ黒色砂質土ややしまる粘性あまりなし鉄分沈着少しあり
27 IOY4/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし径1岨以下の亜角穣溺混じる
28 7.5Y4/1 灰色紅砂 しまり弱い粘性なし 10Y5/1 灰色粗砂プロックが1鴎混じる
29 7.5Y4/2 灰色粗砂 しまり弱い粘性なし 10Y4/1 灰色細砂がラミナ状に混じる
30 7.5Y4/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし5Y4/1灰色細砂がラミナ状に混じる植物遺体が少し混じる (lV層)
31 10Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし植物遺体が少し混じる (lV層)
32 10Y3/1 オ1)-プ黒色微砂ややしまる粘性なし植物遺体がわずかに混じる (lV層)
33 7回3/1 ;t"1J-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり (2面水回畦畔盛土)

。
(S=1/40) 

34 7.5Y3/1 ;t"1J-プ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 7.町'4/1灰色細砂プロック1鴎混じる 植物遺骨!tし混じる (2面水田畦畔耕宇土)
35 7回3/1 ;t"1J-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7. 町'4/1 灰色土プロック40~混じる植物遺仲少し混じる (2面水回畦畔盛土〕
36 7.5Y3/1 ;t"1J-プ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 7. 5Y4/1 灰色土プロック20~混じる (2面水田耕作土}
37 5Y3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色土プロック鴎混じる植物遺体少し混じる (V層)

園10 B地区(北)中央土層断面図

C' 

1m 



遺構が確認された範囲を水田遺構とした。

水制遺構(略号SR) 

第2節遺構概要 17

当遺跡で確認された2基の水制遺構は、自然流路の水流を制御し、和らげる機能をもっていたと思

われるもので、いわゆる「堰」と呼ばれるものである。

自然流路(略号NR) 

幅が広く、自然の水流により形成されたと恩われるものを自然流路とした。

不明遺構(略号SX) 

性格不明の遺構を示す。

2 遺構の計測

各遺構の規模は遺構一覧表に示した。遺構種別により、一覧表の項目はやや異なるが、共通する基

本項目については次のとおりである。

遺構の検出層位 基本層序と検出面で表し、 V層上面で検出した遺構の場合 rv上」、 V層上面で検

出したが、その上に堆積していたのがE層だった場合 rn基J (II層基底面検出)などと表記した。

遺構埋土 分層した土層数と、堆積状況を次のように表示した。

A-埋土が単一層 B一ほぽ水平な堆積 C一中央がU字状に凹むような堆積 D一凹みが片寄

った堆積 Eープロック状に土層が入り込む堆積 F一最上層が掘り込んだ状態となるもの

G一柱痕跡状の土層があるもの Hーその他

平面形 土坑などは、短軸と長軸の長さの比から円形・正方形(1:1.2未満)、楕円形・長方形(1:1.2

以上)、長楕円形(1:1.5以上)とし、形状があまり整っていない場合は不整円形、不整長方形など

とした。他に調査区外に続く、あるいは他の遺構に削平され形状が明確でないものについては不明、

不定形などとした。

断面形 土坑、溝など断面の形状 (A.......C)と、上面での短軸長と深さとの比(1.......6)、底面 (a

"-' d )と壁面(1 ....... 5)の状況の4つの文字で表示した。

深さ/上面での短軸長 1-0.3未満 2 -0. 3-0.7未満 3 -0. 7-1.1 未満 4-1.1-1.5未満

5 -1. 5以上 6一不明

底面の状況 a一丸いか平ら b一底が2段になる(小穴含む) c一底面が凸凹 d一不明

壁面の状況 1一壁が開く 2一壁が直立に近い 3一壁面に段 4一袋状 5一不明

遺構の規模 単位はmであるが、 oで示したものは、全形が確認できなかったため、残存長を測っ
たものである。

A 丸い 日平ら C 尖る

一~ 一"---/ 一"-...ノ/一

v vv  
園11 遺構断面の形状模式園
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第3節遺物概要

1 種類と数量

出土した遺物は、接合後の破片数合計3，225点である(表4)。鎌倉時代初頭のものを中心として

近世以降の土器類、石器類、木製品、金属製品などがある。土器類は、土師器、須恵器、灰軸陶器、

山茶碗、中近世陶器類がある。特に、山茶碗の割合が45.5%と多いのが当遺跡の特色といえる。次に

多いのが中近世陶器17.4%、時期不明土師器12.1%、中世土師器7.7%と続く。土師器は時期が分か

らない小破片のものが多い。接合比率は全体的に低い。

掲載遺物数は合計 188点であり、接合後破片数の 5.8%である。その抽出方法は、遺構出土遺物の

うち、遺構の性格や時期等の検討する上で必要なものや、遺物包含層出土遺物のうち、遺跡の性格を

端的に示すものや分類別の代表的なものを中心に選択している。

表4 出土遺物点数一貫

A地区 B地区 北方京水遺跡 :合計

種別 接合前 接合後 接合前 接合後 接合前 接合後 bの全体に 掲載点数
破片数 破片数 破片数 破片数 破片数 破片数 接合比率 対する割合 c/b 

b b b (%) c a a a 

古代土師器 10 10 。 。 10 10 0.00 0.31 。0.000 
中世士師器 158 157 91 90 249 247 0.80 7.66 7 0.028 

時期不明土師器 298 298 102 91 400 389 2.75 12.06 3 0.008 

須恵器 7 6 28 25 35 31 11. 43 0.96 16 0.516 

灰利陶器 96 93 30 28 126 121 3.97 3. 75 18 O. 149 

山茶椀 929 917 563 551 1，492 1，468 1. 61 45.52 61 0.042 

中近世陶器 278 278 291 283 569 561 1. 41 17.40 39 0.070 

中国製陶器 3 2 9 9 12 11 8.33 0.34 9 0.818 

瓦質土器 1 2 2 3 3 0.00 0.09 2 0.667 

士製品 11 11 14 14 25 25 0.00 0.78 5 0.200 

石製品・石器 9 9 12 12 21 21 0.00 0.65 3 O. 143 

金属製品 10 10 7 7 17 17 0.00 0.53 4 0.235 

木製品 2 2 241 241 243 243 0.00 7.53 21 0.086 

炭化物 。 。 3 3 3 3 0.00 0.09 。0.000 
種子 1 74 74 75 75 0.00 2.33 。0.000 
合計 1，813 1，795 1，467 1，430 3，280 3，225 1. 68 100.00 188 0.058 

2 時期区分

本報告書における時期区分は一般的に使用されている時代呼称を用い、その年代観に対応する土器

様式等は既存の研究に従った(表7)。また、本報告書における中世はおよそ平安時代後半から安土

・桃山時代、近世はおよそ江戸時代に対応する。

なお、出土遺物については、以下の方々から土器様式、器種、時期などの指導を得た。(敬称略)

須恵器・灰軸陶器:渡遁博人(各務原市)、山茶碗・中近世陶磁器:藤津良祐(愛知学院大学)

石器・石製品:長屋幸二(岐車県博物館)

3 遺物概要

とこでは種別ごとの所属時期、分布なEについて記す。

(1)士師器

小破片がほとんEで時期不明のものが多い。弥生時代から古墳時代、 9世紀から 10世紀のものが少

数あるが、この時期の遺構は発掘区から検出していない。ローリングを受け摩耗していることから、



川の泊濫による北西方向からの流れ込みと恩われる。

(2)古代土師器・中世土師器
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古代の土師器には清郷型鍋、中世の土師器にはロクロ土師器皿、土師器皿、伊勢型鍋がある。いず

れもA地区南部の遺構からの出土が多い。土師器皿は、 B地区での出土数が他の土師器と比べて多い

が、その多くは表土からの出土である。 B地区から出土した土師器皿については、近世以降の耕地整

理等による混入が多いと恩われる。

(3)須恵器

須恵器は6世紀から 11世紀のものまで幅広く出土している。出土位置は調査区全体に広がっている

ものの、 B地区からの出土が多い。生産地は美濃須衛窯のものが全体の約半数を占める。

(4)灰粕陶器

出土遺物の所属時期は猿投編年のK-14号窯式からK-90号窯式併行期までと美濃編年の大原2号

窯式から 11世紀前葉西坂1号窯式併行期までである。美濃編年の大原2号窯式から丸石2号窯式併行

期のもの (10世紀代)が多い。出土位置は調査区全体に散在しているが、 A地区南部からの出土が多

い。生産地は不明のものが多いが、美濃須衛窯産と美濃窯産のものが確認されている。

(5)山茶碗

出土遺物の所属時期は尾張型山茶碗第5型式併行期のものが中心となる。出土位置は調査区全体に

散在しているが、 A地区南部からの出土が多い。出土した碗の中には内面のみが黒化しているものが

確認された。若干黒く感じるものだけでなく、煤などによって著しく黒くなったものも存在する。口

縁部が欠けた部分にも煤などの付着が認められることから、口縁部が欠けた状態でも利用されていた

可能性がある。観察の結果、その数は38点を数えた。大垣市による北方京水遺跡の調査や輿福地遺跡

の調査でも、同様の山茶碗が確認されている。

(6)中近世陶磁器

出土位置は発掘区全体に散在している。時期は、古瀬戸・大窯が少数みられ、ほとんどが登窯であ

るが、現代水路からの出土である。産地は常滑・美濃・瀬戸が多く、少数だが肥前、唐津、志野など

がある。中国製陶磁器も確認されている。

(7)土製品

出土位置は調査区全体に散在している。 A地区では、土錘が出土している。小破片のものが多く、

ほとんどは器種不明である。

(8)石器・石製品

出土位置は調査区全体に散在しているが、出土数は少ない。砥石や叩石が出土している。

(9)金属製品

古銭、煙管、鍛冶津等が出土している。古銭は「治平元賓」で北宋 (1064年に初鋳)のものである。

鍛冶浮はA地区の遺構から出土しており、A地区南側の大垣市の調査で出土した輸の羽口と合わせて、

周辺地域での鍛冶活動が想定されるロ

(10)木製品

B地区で確認された2基の水制遺構を構成する杭や横木が、全体の8割以上を占める。杭の木取り

は、多くが丸木芯持ち材であった。杭の加工状況は単純な削り痕を残すものが多く、先端形状は周縁
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方向から比較的鋭角に先端を削りだしたものと 1.......2方向もしくは片面から比較的鋭角に先端を削り

だしたものに分けられた(表5・6)。他には、水制遺構に伴う斎串やA地区で確認された火付け木

がある。

表5 水制遺構 (SRl・SR2)構成材の木取り(カッコ肉は横材の点数、他は杭)

表6 水制遺構 (SRl・SR2)構成材の先端形状・加工状況(カッコ肉は横材の点数、他は杭)

(11)種子

B地区の水田跡から多く出土している。種別はそそが多く、トチ、クルミ、コナラと続く。

4 掲載した遺物実測園の凡例

本報告書で掲載した遺物実測図の詳細は、以下のとおりである。

.付着物などのトーン表記は、

アミ 40%が璽・炭化範囲、アミ 20%が漆等付着物、アミ 10%が樹皮範囲・石器使用痕範囲を示す。

.木製品の細部分類は図 14のとおりである。

木取りの分担E 先錨形状の分軍と加工状況の分煩

E 

融専騒ii義務I ll-1 ll-2 ll-3 ll-4 E N 先端形状

3 国 四四 U主90.
加工状況

1 2 2 4 
削る 削る

数度にわた
中心に木 単に割っ 芯部側を 木肌側を 半割材 断面がほ 断面が長

る綾密な削 .，~ ~~ U~ の芯が残 ただけ 削り角状 削り角状 (1/2程 ぽ王方形 方形
り痕を残す

っている (1/2以 にする にする 度)
もの

下) (1/2以 (1/2以

U~ 
下) 下) 単純な削り

b ~ ~ U~ ~~ 丸木芯持 害j材 角材 板材 療を残すも

ち材 の

園14 木製品細部分顛



表7 編年対応義
西暦 時代呼称 土器様式・型式

冨Ir，ι.......
2∞ 

100 | 中期

B.C. 弥生。
A.D. 

1∞ 

200 

300 

前期

400 ， 司h・-，

目-4!! E期

500 

健長
+ 

E期

600 
H-44 E期後

絡末期

700 

800 

900 

1000 平安時代

1100 

1200 

1300 

1400 

1500 

1600 

1700 
江戸時代

1800 

1900 
表7の参考文献
赤康次郎2002r緯棋士器様式骨偏差k古墳文化Jr考古費科大綱2 祢生・古墳文化土器uJ小学館
早野信二広田『庫梅・申部地方町土器Jr考古資料大観3 弥生・古墳時代士韓mJ小牢館
査庫牟正 1996r撞盤、提酒、集漫須術無量年と他寝緬年対比表JI顎湿器集成図録賞a巻東日本舗!J

温温博人2008 r美温頼厨寝I~ついてJ r飼本考古学協会田明年Z霊知大会研究費者費制集』
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当温跡の様相
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霊知県史aーさん曇員会ZOO7r霊知県史1lI11圏構築2 申世・近世瀬戸系』
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第4節 A地区の遺構・遺物

1 包含層出土遺物

遺物の出土量は、検出した遺構数と相関関係があり、遺構が多く検出された南部 (SD23より南)で

は遺物の出土も多く、遺構があまり検出されなかった北部では、遺物の出土も少なかった。種別で見

ると、遺物は山茶碗の割合が多く、その次に中近世陶器・土師器が多く出土した(表8)。小さい破

片が大部分を占めるが、比較的大きい破片は山茶碗が多い。層位別に見ると、多く は Ib層からの出

土である。ただし、 E層についても種別による数量の傾向は同じである。土器以外では、士錘や煙管

が出土した。

包含層出土遺物として図示したのは、 Ib層及びE層から出土した土師器、須恵器、 灰軸陶器、山

茶碗、 中近世陶器、土製品、 金属製品である(図 15)0 1は土錘、 2は瓦質土器で火舎香炉か。 3"""'"

5は灰紬陶器の碗である。 3はK-14号窯式からK-90号窯式のもの、4は美濃窯の虎渓山1号窯式の

もの、 5は美濃窯の明和 27号窯式~西坂1号窯式のものである。6は美濃須衛窯産の須恵器の聾で

11世紀のものである。 7""""'13は尾張型山茶碗の碗である。 7は第3型式、8は第3型式""""'4型式、

9・10・11は第4型式、 12・13は第5型式のものである。14は中近世陶器の加工円盤で大窯第2段階

のものである。 15は肥前産の紅皿である。 16・17は煙管である。

表8 A地区包含層出土遺物数一覧(接合前破片数)

古代 中世
時期

灰紬 中近世 中国製 瓦質 石器 ・
包含層位 不明 須恵器 山茶碗 土製品

土師器 土師器
土師器

陶器 陶器 陶磁器 土器 石製品

I a' I b層 l 43 140 2 47 322 209 6 

困層 。 4 11 2 9 32 17 。 。 。
メ仁言I、三ロt 1 47 151 4 56 354 226 6 

叫 ミ二三一五ミゴ二7
子斗~ず γ-斗 ζ1;"'ì~こf

一ζプ~ ~トミイ D 炉、j買え 平三ヰfL:万1 -E14、ι「
ミヨて託、二ゴ=~ -=町 一一

図15 A地区包含層出土遺物

2 遺構と遺物

8 

。
8 

。

金属
製品
木製品 合計

5 786 

。 76 
6 862 

区三二Z。
17 。 5cm 

(16，17 S=I/2) 。 10cm 

(S=I/4) 

A地区では、 92基の遺構を検出した。検出面はSD23より南に皿層がないため Ib層基底面、北が

皿層を除去したN層上面となる。検出した遺構は南部に分布するものが多く 、N層上面の遺構はわず

かであった。遺構の時期は出土遺物の時期から 12世紀後半から13世紀前半が大半を占めると考える。

切り合い関係から、 大きく 3時期に分けることができそうだが、後世の撹乱を受け、遺構の残存状況
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表9 A地区遺構敏一覧

| 遺構種別 l 
| 遺構数 | 

日
一
日

側
一
位

がよくないため、はっきりと時期細分することができない。山茶碗以外は灰軸陶器 (10世紀)と古瀬

戸 (15世紀)が出土しており、この時期の遺構も存在した可能性が高い。

5024・5025(遺構図:園 16)

A地区の南部、 N8"'09グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。形状は大きくは東西方向

の溝状遺構であるが、 SD24とSD25はそれぞれゆるやかに湾曲し、合わせるとゆるやかなS字状にな

る。断面は壁が立ち気味である。 SD24とSD25はSK3に切られているため、断定はできないが、連続

する同一の溝状遺構である可能性がある。 SK3内には広範囲にキャタピラ症が残る。平面形は明瞭で

あり、 SD24の西部はSK4の底面で検出した。埋土はSD24の部分で上下2層の水平堆積、 SD25の部分

で単層としたが、いずれも底面に近づくにつれて砂が混じるようになる。底面はSD24の西部がやや標

高が高く、 SD24の中央から東にかけて一段下がり、 SD25の底面の標高と近くなる。他の遺構と比較し

て、壁の立ち上がり状況やこの溝の南側が遺構や遺物も多いことなどから、居住域とその外を区画す

る性格をもった溝状遺構と恩われる。遺物は、中近世陶器1点が出土したが、小破片で図示していな

い。切り合い関係から本遺構の時期は中世と考える。

5026 (遺構図:園 17)

A地区の南部、 P8・P9グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。形状は東西方向の溝状遺

構で、中央部から東部にかけて幅が広くなる。平面形は明瞭であった。埋土は4層に分層したが、ほ

ぽ水平堆積であった。底面は西部では浅く、幅広になる中央部から東部にかけては一段深くなる。性

SD24・SD25

VSK20札46
/8ロ7

SK05範囲
¥-.....、l
r I 
J I 
/ ..... 

VJ 
1 町3/1 オリープ黒色土ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり
2 町4/1灰色細砂しまりなし粘性なし
町3/1 オリープ黒色土プロック20世含む

1 5Y3/2 オ9-プ黒色土ややしまる 粘性ややあり
7.6Y4/1 灰色細砂プロック層の下方を中心に1B略含む 。 1m

(8=1/50) 

園16 5D24・5D25遺構図
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格不明の溝状遺構である。

遺物は、土師器4点、須恵器1点、山茶碗1点、中近世陶器1点が出土した。いずれも小破片のた

め、図示していない。出土した遺物から、本遺構の時期は中世と考える。

8028 (遺構図図 17)

A地区の南部、 09~Q9 グリッドに位置し、 1 b層基底面で検出した。形状は東西方向の幅広の

溝状遺構で、東へ延びていくと考えられる。北側にテラス状の平坦面があり、南側が一段下がるロテ

ラス面と一段下がった部分のいずれにも、部分的に凸凹がある。 SD26よりも濃い色調の埋土で、切り

合い関係は比較的明瞭であったロ全体の平面形も明瞭であった。底面は部分的に凸凹となる。性格不

明の溝状遺構である。

遺物は、土師器3点、灰粕陶器2点、山茶碗8点、中近世陶器2点が出土し、遺存状態の良い灰粕

陶器(18)を図示した。 18は、美濃窯産の灰粕陶器で丸石2号窯式のものである。小破片の山茶碗が

多く出土していることから、本遺構の時期は中世と考える。図示した灰紬陶器は、 1層と包含層(Ib

層)が接合したもので、混入の可能性がある。

8030 (遺構図図 18)

A地区の中央部、 N9グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。形状は東西方向の幅広の溝状

遺構で、東部は調査区外へと延びていく。平面形は明瞭であった。埋土は3層に分層した。 1層が遺

構全体に堆積し、 2・3層は少し凹む部分に堆積する。土層観察畦から西側の底面は凸凹が認められ、

東側の底面には耕地整理時と思われる重機のキャタピラ痕が残るが、ほぽ平坦である。性格不明の滑

状遺構である。

遺物は、土師器7点、山茶碗 12点、中近世陶器8点が出土し、山茶碗と中近世陶器を各1点図示し

た。 19は山茶碗である。 20は播鉢の口縁部で、古瀬戸後N期新の時期のものである。山茶碗が多いこ

とや他の遺構と比べて中近世陶器の割合が高いことから、本遺構の時期は中世以降と考える。図示し

た陶器は1層から出土したもので、遺構内にキャタピラ痕が残ることからも混入の可能性がある。

8032 (遺構図図 18)

A地区の南部、 Q9・R9グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。形状は大きくは東西方向

から南東方向にやや湾曲する溝状遺構であるが、南東部は幅広になる。埋土はオリープ黒色土で平面

形はやや明瞭であった。全体に平坦な底面である。性格不明の溝状遺構である。

遺物は、山茶碗53点を中心に、土師器 16点、灰紬陶器1点、中近世陶器1点が出土し、山茶碗を

1点図示した。 21は尾張型山茶碗第5型式のものである。切り合い関係は見られるものの、出土した

遺物から本遺構の時期はSD33とほぼ同時期で 12世紀後半から 13世紀前半と考える。

8033 (遺構図図 19)

A地区の南部、 Q8~R9 グリッドに位置し、 Ib 層基底面で検出した。形状は東西方向の溝状遺

構で、東側はSD32に切られ、西側は調査区外となり、全体は不明な点が多い。埋士は黒褐色士で平面

形はやや明瞭であった。底面は平坦である。性格不明の溝状遺構である。

遺物は、山茶碗31点を中心に、士師器 14点、須恵器1点、灰紬陶器1点、砥石1点、種子1点が

出士し、灰勅陶器、山茶碗、砥石を図示した。 22は美濃須衛窯産の須恵器で円面硯か台付盤と恩われ

る。 23は美濃須衛窯産の灰紬陶器の高亦で、灰紬の終わりから山茶碗の時期のものである。 24は尾張
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張型山茶碗第6型式のものである。 25は砥石で、側縁部に成形時の敵打痕が認められ、磨製石斧を転

用して使用したものと思われる。出土した遺物と切り合い関係から本遺構の時期は 12世紀後半から

13世紀前半と考える。
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8035 (遺構図図 19)

A地区の南部、 Q8~R9 グリッドに位置するロ形状は南北方向に長い溝状遺構で、輪郭は不定形

である。西側は調査区外となるロ当初は本遺構と 8036との切り合い関係はないと判断していたが、8K46

を掘削したところ、本遺構が北側に延びてその下に 8036が存在していることが判明した。そこで、本

遺構が 8036を切っていると判断し、オリーブ黒色砂質土が広がる範囲をこの遺構と判断した。埋土は

上下2層に分層した。水平堆積で、堆積状況は不明である。砂質土が主体の埋土である。底面は東側

の肩部に部分的にテラス状の平坦面が認められ、部分的に凸凹がある。性格不明の溝状遺構である。

遺物は、土師器38点、灰粕陶器4点、山茶碗75点、中近世陶器5点の計 122点が出土し、土師器

と山茶碗を図示した。比較的大きい破片が出土しており、底面近くからも出土した。 26はロクロ土師

器皿である。 27~29 は尾張型山茶碗第 5型式のものである。 27 は内面全面に煤状の付着物が認められ、

外面の口縁下にも同様のものがわずかに認められる。 30は尾張型山茶碗第3型式のものであり、内面

全面に自然紬が認められる。 31は山茶碗の仏供具と思われるもので、全面に自然紬が認められる。当

遺構は、尾張型山茶碗第5型式の時期の遺構と考えられる 8K46に切られるが、尾張型山茶碗第5型式

の山茶碗が出土していることから、本遺構の時期は8K46とほぼ同時期で 12世紀後半から 13世紀前半

と考える。

8036 (遺構図図 20)

A地区の南部、 R8・R9グリッドに位置し、 1b層基底面で検出した。形状は大きくは東西方向

の溝状遺構であると思われるが、不定形で調査区外に延びる部分も多いと推測する。断面は北側がテ

ラス状の浅い平坦部分となり、南側が一段深くなる。埋土はオリープ黒色砂質土で、掘削当初は南端

部の一段深くなる部分を検出したが、周辺の遺構を完掘した結呆、この埋土が北側にも広がることか

ら、最終的に一部北から西にかけての肩部を検出し、この遺構の範囲とした。 4層に分層したが、ほ

ぽ水平堆積である。 1層はほぼ遺構全体に広がるオリープ黒色砂質土である。土層断面では一部埋土

が途切れる部分があるが、その部分は検出作業で掘削してしまった部分である。北側は広いテラス状

の平坦面となり、南側は一段深くなる。性格不明の溝状遺構である。

遺物は、 A地区の遺構の中では最も多く、209点が出土した。そのうち山茶碗が 147点を占める。他

は士師器47点、灰軸陶器7点、中近世陶器6点、士製品2点が出土し、士師器、灰軸陶器、山茶碗、

士錘を図示した。 32は士錘である。 33は士師器皿である。 34は美濃窯産の灰紬陶器で、虎渓山1号

窯式から丸石 2号窯式のものである。 35 ・ 37~41 は尾張型山茶碗第 5型式のものである。 36 ・ 42 は尾張

型山茶碗第4型式のものである。 38は内面に、 42は外面にそれぞれ煤状の付着物が認められる。切り

合い闘係と出土した遺物から本遺構の時期は 12世紀中頃から 12世紀後半と考える。

8037 (遺構図図 22)

A地区の南部、 P8~Q9 グリッドに位置する。東西方向の溝状遺構で、東端は調査区外へと延び

ていく。形状は不定形であり、西部が幅広で、東部に行くほど幅が狭くなる。 8K46、8K44、8K45の

底面で検出した。 8035との切り合い関係は不明瞭であったが、それ以外の平面形は比較的明瞭であっ

た。埋士は3層に分層した。堆積状況は不明である。底面は士層観察畦付近が士坑状に凹むが、そこ

から東に向けては浅く、平坦になる。性格不明の溝状遺構である。

遺物は、土師器6点、山茶碗5点、木製品 1点、が出土し、山茶碗e火付け木を図示した。 43は尾
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張型山茶碗第5型式のものである。 44は火付け木で、先端に約4咽にわたり炭化している。 12世紀後

半としたSK44の底面で検出したととや出土した遺物から本遺構の時期は12世紀後半から 13世紀前半

~考える。

SK05 (遺構図:園 23)

A地区の南部、 08・09グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。形状は不定形で、中央や

や北よりに嵩みが2箇所認められる。北東部の一部は非常に浅く、肩部の掘りこみが不明瞭であった

為、図面では破線で表示した。埋士は、上下2層の水平堆積で、 2層が窪みにも堆積する。平面形は

やや明瞭であった。底面は中央が一段下がるが、部分的に凸凹が認められる。性格不明の土坑である。
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国20 S036遺構図



立ちあがりの形状はなだらかである。(8=1バ)

検出作業時から、山茶碗の破片を確認 園21 8036出土遺物

し、周囲を精査してこの遺構の範囲を確定した。平面形は明瞭であった。遺構の残存状況が悪く、浅

32 第3章調査の成果

遺物は、土師器1点、灰軸陶器2点、

山茶碗 10点が出土し、山茶碗を図示し

た。 45は美濃須衛窯産の山茶碗で、尾

張型山茶碗第4型式と同時期のもので

ある。出土した遺物や切り合い関係か

ら本遺構の時期は 12世紀中頃と考え

る。

SK25 (遺構図:園23)

A地区の中部、 N9グリッドに位置

し、 Ib層基底面で検出した。平面形状

は東西方向に長い小楕円形で、壁面の
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遺物は、尾張型山茶碗第5型式の山茶碗 (46)の底部1点が1層から出土した。出土した遺物から

本遺構の時期は 12世紀後半から 13世紀前半と考える。

SK42 (遺構図:園 24)

A地区の南部、 P8・Q8グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。形状は不定形で、西側は

調査区外となることから全体形状は不明である。壁面はゆるやかに立ちあがる。平面形は比較的明瞭

であった。上下2層の水平堆積である。底面はほぼ平坦である。性格不明の土坑である。

遺物は、美濃窯産の灰軸陶器 (47)の口縁部が 1点出土した。大原2号窯式以降のものであると思

われる。出土した遺物と切り合い関係から本遺構の時期は中世と考える。

SK43 (遺構図:園 24)

A地区の南部、 P8.......Q9グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。形状は南北方向にやや長

い不整楕円形で、壁面の立ちあがりの形状はゆるやかである。埋土は黄灰色で平面形はやや明瞭であ

った。単層で堆積状況は不明である。底面は平坦である。性格不明の土坑である。

遺物は、土師器5点、灰軸陶器1点、山茶碗2点、中近世陶器2点、金属製品3点、鉄津と思われ

るもの 1点が出土し、白磁を図示した。 48は白磁の碗で、内面に櫛目文が認められる。 12世紀中頃か

ら13世紀前半の時期のものである。出土した遺物から本遺構の時期は中世と考える。
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SK44 (遺構図:園 25)

A地区の南部、 P8---Q9グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。形状は大きい不定形であ

る。黒っぽく見える範囲を大きく平面形としたが、 SK45との切り合い関係は不明瞭であった。 2層に

分層したが、 1層が大半を占める。堆積状況は不明である。底面は平坦であるが把握しづらく、 4区

画を下げていき、底面に別遺構と恩われる平面形が見えてきた時点で当遺構の底面左判断した。性格

不明の士坑である。

遺物は、士師器29点、灰軸陶器5点、山茶碗68点が出士し、灰軸陶器と山茶碗を図示した。山茶

碗が多いが、美濃窯産の灰軸陶器 (50)の破片は比較的大きなものであった。内面に使用痕があり、

明和 27号窯式~西坂1号窯式頃のものである。 51は美濃窯産の山茶碗で、浅間窯下1号窯式の時期

のものである。 52は尾張型山茶碗の第4型式のもので、内面に使用痕が認められる。 53は尾張型山茶

碗第5型式のもので、内面全面に煤状の付着物が認められる。出土した遺物や切り合い関係から本遺

構の時期は 12世紀後半から 13世紀前半と考える。

SK45 (遺構図:園 26)

A地区の南部、 Q9グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。東側が調査区外で、西側が SK44

に切られるため、全体の形状がはっきりしない遺構である。東壁調査区土層断面でも掘りこみを確認

できるため、東西方向に長い土坑と判断した。平面形はやや明瞭であったが、 SK44との境目は不明瞭

であった。調査区東壁土層断面でも掘りこみを確認し、遺構の範囲を判断した。 2層に分層したが、

1層が大半を占める。堆積状況は不明。底面はほぼ平坦である。性格不明の土坑である。

遺物は、土師器 12点、灰軸陶器2点、山茶碗9点が出土し、灰紬陶器と山茶碗を図示した。 54は

美濃窯産の灰軸陶器で、底部外面に回転糸切痕が認められる。丸石2窯式のものである。 55・56は尾

張型山茶碗第5型式のものである。出土した遺物と切り合い関係から本遺構の時期は 12世紀後半から

13世紀前半と考える。

SK42 

t..' 

A t..' 

9 拘~ー

1 5Y3/1 オ日一プ黒色土(やや明るい) ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着あり
2 6Y3/1 オリープ晶色土(やや明るい) ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着あり
2.5Y4/1 黄灰色シルトプロック却%含む

A 

9.1伽

1 2.6Y4/1 黄灰色土ややしまる
粘佳やゃあり 鉄分沈着少しあり

t..' 

。 1皿

(S=1/50) 

園24 SK42・SK伯遺構図、出土遺物
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SK46 (遺構図:園 27)

A地区の南部、 Q8・Q9グリッドに位置し、 Ib層基底面で検出した。形状は南北方向に長い不

整長方形であるが、西側は調査区外となる。平面形はやや不明瞭であったが、切り合う SK44の埋土よ

りもやや淡いように見えた。上下2層に分層した。水平堆積である。底面の形状からは中央が凹み、

西側に曲がっていく溝状遺構にも見える。掘削時には底面の判断が難しく、黒色の砂質土を下の遺構

(SD35)の埋土と判断した。性格不明の土坑である。
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1 5Y3/1 オロープ黒色土しまる粘性.'t'ゃあり 鉄分沈着あり
2 6Y3/2 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり 6Y4Il灰色土プロック20幅含む

SK44 (49 -53) 

主主三\~d~q，;~弓て 孫。
園25 SK44遺構図、出土遺物
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遺物は、山茶碗58点を中心に土師器23点、 灰軸陶器7点、中近世陶器2点が出土し、 伊勢型鍋、

灰粕陶器、 山茶碗を図示した。 57・58は伊勢型鍋の口縁部で、 ともに外面に煤状の付着物が認められ

る。 57 は 12 世紀後半~13 世紀前半の時期のものである。 58 は 12 世紀から 13 世紀のものか。 59 は美

濃窯産の灰紬陶器の底部で、外面に回転糸切痕、内部に使用痕が認められる。丸石2号窯式の時期の

ものである。 60 は美濃窯産の灰軸陶器の口縁部で、 大原 2 号窯式のものである。 61~65 は尾張型山茶

碗第5型式のものである。 62・64は内面に煤状の付着物が認められる。出土した遺物から本遺構の時

期は 12世紀後半から 13世紀前半と考える。

SK48 (遺構図:図 28)

A地区の南部、 Q9グリ ッドに位置し、 1b層基底面で検出した。 形状は肩部がないため、 不明で

ある。周辺の遺構を掘削し、残った部分を当遺構の範囲としたが、全体にブロック状の灰色土が混じ
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~一一~
1 5Y3!2 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着あり
2 5Y3!2 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着あり 5Y4!l 灰色シノレトプロック30部含む

SK45 (54 ~ 56) ~ 
、三三三云L..!;;二ヤム54
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図26 SK45遺構図、出土遺物
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る状況が確認できた。単層で、オリーブ黒色土に、灰色土がブロック状に混じる。底面は平坦で、ある。

SD36の埋土(黒色砂質土)上面を底面と判断した。性格不明で、あるが、掘りこみが確認できないこと

や埋士の状況から、 SD36埋土の一部である可能性も考えられる。

遺物は、土師器14点、灰紬陶器5点、山茶碗39点が出土し、山茶碗を図示した。 66は尾張型山茶

碗第5型式のもので、内面に煤状の付着物が認められる。出土した遺物や他の遺構との重複関係、から

本遺構の時期は 12世紀後半から 13世紀前半と考える。

SP1 (遺構図・図29)

A地区の中部、 M8グリッドに位置する。形状は小楕円形で、壁はほぼ垂直に立つ。 E層を除去し、

N層上面で検出した。 SD23周辺から北の皿層が堆積する部分に位置する。平面形は比較的明瞭で、あっ

た。埋土は2層に分層したが、 1、2層は垂直方向に分層できるため、 2層は柱痕跡と思われる。底

面は平坦である。南側にも柱穴 (SP2)があるが、周辺ではそれ以外の柱穴は検出されなかったため、

それぞれ単独の柱穴とした。

遺物の出土はなかった。 W層上面で検出したことから、本遺構の時期は中世と考える。

SP2 (遺構図・図29)

A地区の中部、 M8グリッドに位置する。形状は小楕円形で、壁面はほぼ垂直に立つ。E層を除去

SK46 

A' 

9.10代一~~ーJ一

1 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着あり
2 2.5Y3/2 黒褐色砂質土 ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着あり

0 1m  
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図27SK46遺構図、出土遺物
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し、町層上面で検出した。 SD23周辺から北のE層が堆積する部分に位置する。平面形はやや明瞭であ

った。埋土は4層に分層したが、 2、3層は垂置方向に分層できるため、柱痕跡の可能性がある。底

面は平坦である。北側に柱穴 (Spl)があるが、周辺ではそれ以外の柱穴は検出されなかったため、そ

れぞれ単独の柱穴とした。

遺物の出土はなかった。 N層上面で検出したことから、本遺構の時期は中世と考える。

SP3 (遺構図:園29)

A地区の南部、 Q9グリッドに位置する。形状は小円形で、断面形は尖る。 SK46、SK44、SD35を掘

削し、その肩口のW層が露出した面で検出した。埋土は3層に分層した。 1、2層が柱痕跡になると

思われる。 3層はプロックが混じることから、人為的に埋め込んだ土の可能性が考えられる。底面は

中央部分が尖るように一段下がる。東側に住穴 (SP4)があるが、他の柱穴は検出されなかったため、

それぞれ単独の柱穴とした。

遺物の出土はなかった。 12世紀後半から 13世紀前半と思われる SK46・SK33・SD35など周辺の遺構を

掘削した後で検出したことから、本遺構の時期は 12世紀後半から 13世紀前半かそれ以前と考える。

SP4 (遺構図:園29)

A地区の南部、 Q9グリッドに位置する。形状は楕円形で、壁面はやや立つ。 SD36を完掘した底面

で検出した。平面形は明瞭であった。埋土は3層に分層した。 2層が垂直方向に分層でき、その部分
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が深くなる。底面は丸くなる。西側に柱穴 (SP3)があるが、他の柱穴は検出されなかったため、それ

ぞれ単独の柱穴とした。

遺物の出土はなかった。 12世紀中頃から 12世紀後半ι思われる SD36の底面で検出したことから、
本遺構の時期は 12世紀中頃から 12世紀後半かそれ以前と考える。

SPl・SP2
土。ム

SP3・SP4
SK46 

9.1伽下ru;

1 2.6Y3/1 黒褐色士 しまりなし
粘性やゃあり (柱痕跡)
2 2.6Y4/2 暗灰黄色土ややしまる
粘性やゃあり

9.1伽可←

9.1伽事

1 2.5Y4/2 暗灰黄色之しまる粘性ややあり
2 5Y4/1 灰色土しまり弱い粘性やゃあり
3 2.5Y4/2 時灰黄色土ややLまる粘性やゃあり
5Y3/2 オFープ黒色粘質士プロック30再含む
4 6Y4/1 灰色砂質士 しまり弱い粘性あまりなし
2.6Y4/1 黄灰色士プロック30再含む

9陶寸
1 罰百/1 ~門}プ黒色土ややしまる

1 2.5Y3/2 黒褐色土 しまる
粘性あまりなし鉄分沈着あり(柱捜跡}
2 町3/2 オリープ黒色土ややしまる
粘性あまりなし(柱痕跡)
3 5Y3/1 オHープ黒色土ややしまる
粘性やゃあり 鉄分沈着あり
町4/1 灰色土プロック市含む

園29 SP1-SP4遺構図

粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり
2 2.5Y3/1 黒褐色土 しまりなし
粘性あり
1.6Y4/1 灰色細砂プロック7百合む
3 5Y3/Z オリープ黒色土 しまり弱い
粘性ややあり
5Y4/1 灰色細砂プロyク10略含む

。 1皿
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第5節 B地区の遺構・遺物

1 包含層出土遺物

出土遺物を種別で見ると、山茶碗の割合が多く、次に中近世陶磁器・中世土師器が多く出土し、 A

地区包含層の出土遺物と閉じような傾向が見られた。層位別に見ると、遺物の多くは 1a • 1 b層か

らの出土である。山茶碗が多く出土するのはE層よりも上層であり、困層では土師器の割合が多くな

る。 N層(洪水堆積層)よりも下層で出土した遺物はわずかであった。

遺物は、 67"'164を包含層出土遺物として図示した。 67は土錘である。 68・69は同一個体で脚のつ

く瓦質士器である。 70は用途不明士製品である。 71は士師器聾で9から 10世紀のものである。 72は

伊勢型鍋で 11世紀のものである。 73・74は士師器皿で 13から 14世紀のものである。 75"'87は須恵器

である。 75は美濃須衛窯産の杯の蓋で7世紀後半から8世紀前半のもの、 76は美濃須衛窯産の無台坪

で7世紀後半から8世紀前半のもの、 77は美濃須衛窯産の有台盤で8世紀後半から 9世紀前半のも

の、 78は美濃須衛窯産の高杯の脚部で7世紀後半のもの、 79は大聖の口縁部で6世紀後半から 7世紀

前半のもの、 80は聾で6世紀後半から7世紀前半のもの、 81は美濃須衛窯産の聾で8世紀後半のもの

である。 82は須恵器の聾で、叩き・当て具痕がある。 83・84は美濃須衛窯産の長頚瓶で8世紀代のも

ので、 85は壷、 86は瓶、 87は美濃須衛窯産の有台亦で8世紀後半から 9世紀前半のものである。 88

"'93は灰軸陶器である。 88は碗でK-90号窯式のもの、 89は大原2号窯式のもの、 90は深碗、 91は

碗でともに虎渓山1号窯式のもの、 92・93は深碗で丸石2号窯式のものである。 94は美濃須衛窯産の

灰軸陶器の三筋壷で山茶碗の時期のものである。 95"'118は山茶碗である。 95は美濃須衛窯産の小碗、

96は美濃須衛窯産の碗でVI期のもの、 97は碗で丸石3号窯式のもの、 98は碗で尾張型山茶碗第3型

式のもの、 99-100は皿で尾張型山茶碗第4型式のもの、 101は碗で尾張型山茶碗第4型式のもの、 102

は片口鉢で尾張型山茶碗第4型式のもの、 103"'110は碗で尾張型山茶碗第5型式のもの、 111.......114

は皿で尾張型山茶碗第5型式のもの、 115は片口鉢で尾張型山茶碗第5型式のもの、 116は片口鉢で尾

張型山茶碗第5"'6型式のもの、 117は片口鉢で尾張型山茶碗第6型式のもの、 118は尾張型山茶碗第

8型式のものである。 119"'127は中国製陶磁器である。 119は青磁碗で12世紀中頃から 13世紀前半

のもので、内面に劃花文を施す。 120"'123は白磁碗で、 120は12世紀前半、 121"""'123は12世紀中頃

から 13世紀前半のものである。 124は白磁碗である。 125""127は青磁碗である。 125は13世紀中頃

から 14世紀のもので内面に鋪連弁文を施す。 126は13世紀中頃から 14世紀中頃のもので鋪連弁文を

表10 B地区包含層出土遺物一覧(接合前破片数)

中世 時期 須恵 灰紬 山茶
中近 中国

瓦質 土製
石器・
金属 木製 炭化

包含層位 土師 不明
器 陶器 碗

世陶 製陶
土器 品

石製
製品 品

骨
物
種子 合計

器 土師. 器 磁器 品

1 a -1 b層 69 30 14 27 488 281 8 2 12 6 6 2 。5 951 
E層(第1函

14 8 4 3 64 7 1 。l 。 。。 5 109 包含層)
E層(第1面

31 1 。2 1 。。。1 。。。2 5 44 
水田の床土)
W層(洪水堆 。6 5 。z 。。。l 1 。12 。41 69 積層)
V層(第2面 。 。。。。。。。。。。。。。1 
水回の床士)

合計 84 76 24 30 556 289 9 2 14 8 7 14 2 3 56 1174 
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B地区包含層 2(119-164) 

ミ二~)~l9 、ヰーおO ~主計f ミ二ゴ--d2
、子三宅土手官3 ミ記玉三千24 必食¥

~ ¥1/11 d.て市r-I ~127 

¥ートイ
ミ主弱 、々 Ei_s}134 ~二二F孔

Lm-J マケ \二ヰ一 説35弐コ--~9

~133 "\;二二二ゴ--c~7

ミ三事イ40旨困41で三三 一===}---竺二万2
'¥ Iす146

U 147 5 〉 ¥ 7 1 501154 月 156

冶 4 ニ グ148 hl三1:49 'l=-=j一三三51 足圭d.55 欄柳

二三グ

162 

ミヨ163
一己-

。 5crn 0 5cm 0 10cm 

(164 S=l/l) (162，163 S=1/2) (S=1/4) 

図31 B地区包含層出土遺物 (2)



第5節 B地区の遺構・遺物 43 

施す。 127は15世紀後半から 16世紀前半のものである。 128"'161は中近世陶磁器である。 128・129

は常滑の費、 130は播鉢で古瀬戸後IV期から大窯第1段階のもの、 131は稜皿、 132は丸碗で大窯第3

窯段階のもの、 133は唐津窯産の向付茶碗で 16世紀末から 17世紀初めのもの、 134は瀬戸美濃窯産の

皿である。 135は志野皿で登窯第2小期のもの、 136は天国茶碗で登窯第3小期のもの、 137は美讃窯

産の黄瀬戸鉢で登窯第3小期から第4小期のもの、 138は瀬戸窯産の播鉢で登窯第1小期から第4小

期のもの、 139は瀬戸窯産の輸禿皿で登窯第5小期のもの、 140は美濃窯産の尾昌茶碗で登窯第7小期

のもの、 141は美濃窯産の小瓶で登窯第7小期のもの、 142は瀬戸窯産の揺鉢で登窯第7小期のもの、

143は美濃窯産の鎧湯呑で登窯第8小期のもの、144・145は美濃窯産の灯明皿で登窯第 10小期のもの、

146は瀬戸窯産の広東碗で登窯第 10小期のもの、148は美濃窯産の灯明皿で登窯第 11小期のもの、149

は瀬戸窯産の広東碗で登窯第 11小期のもの、 150は瀬戸窯産の菓子鉢で登窯第11小期のもの、 151

は美濃窯産の片口鉢で登窯第 11小期のもの、 152は瀬戸窯産の播鉢で登窯第 11小期のもの、 153は瀬

戸窯産の指鉢で登窯第 10小期から第 11小期のもの、 154・155は美濃窯産の油徳利で登窯第 10小期か

ら第 11小期のもの、 156は美濃窯産の徳利で登窯第 11小期のもの、 157は瀬戸窯産の水瓶で登窯第

11小期のもの、 158は蓋で江戸時代後半のもの、 159は肥前窯産の紅皿、 160は肥前窯産の碗、 161は

器種不明で近世以降のものである。 162は砥石、 163は煙管、 164は中国の古銭で上・右・下・左の順

に治平元賓と記される。北宋で 1056年に初鋳されたものである。

2 B地区第 1面の遺構と遺物

B地区第1面では、 70基の遺構を検出した。表士掘削において 1• 11層を掘削した段階でSN7南畦

畔を検出したことから、 E層上面を第1面の調査面として遺構検出を行った。検出した畦畔の区画内

を掘削し、耕作土と考えられる土を下げ、床土上面を検出した。耕作土と床土の違いは不明瞭で、掘

削深度をあやまった部分があると思われる。畦畔を検出した面は、後世の削平を受けていると考えら

れる。

表11 B地区第1面遺構敏一貫

遺構種別

遺構数

5Ml (遺構図:園 32・33)

B地区の北部で、東西方向に検出した。西側は盛土を調査区壁面と合わせて確認したが、東側は表

土掘削時に下げていたため、基底部のみ確認した。幅は豹5mの大畦畔で、一部調査区外となるが約

14mにわたって確認した。第2面の調査では、 SMlの部分が洪水によって破壊されているため、何が

あったかは判断できない。しかし、第2面では1とした部分が、北に向かって下がっていくことや、

SMlの北側と南側では回面の高さが 20cm程度違うことから地形の変化点であったと考えられる。この

ことから、従来から土地の境界とされていたと思われる。遺物の出土はなかった。

5M2 (遺構図:図 32・34)

B地区の南部で、 AC"""Dラインの東西方向で検出した。 Clから東に向かって延びるが、 C4あ

たりで南に向きを変えて幅が狭くなり、 D4で止まる。 SMlほどではないが、他の畦畔と比べて幅広

の畦畔である。検出した状況から同時期に存在していたと考えられるが、途中で止まることから、 SMl

と同様の性格をもっとは考えにくい。詳細は不明である。遺物の出土はなかった。
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B地区(北)第1函

SM16 (166) 

\二ニ反~66

舗Q6(167) 

国32 B地区第1面水田温織圏、制16・SN2.6出土遺物
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SM3 (遺構図:図 32)

B地区の南西部で、南北方向に検出した。ほぽ真北に延び、 1面と 2面で唯一位置を変えない畦畔

である。幅は約 O.5mであるが、第2面では、さらに幅広(約 1m)の畦畔が確認された。遺物の出

土はなかった。

A.' 

8.帥百

f
a
i
 

n
-
、1
L

」

ー戸

1 10Y4/1 灰色土 しまり弱い粘性やゃあり (Ia層)
Z 10Y3/1 オ!1-プ黒色土 しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり (Ib層)
3 7.5Y4/1 灰色シルトややしまる粘性なし鉄分沈着少しあり 10Y4/1灰色組砂プロyタ1部含む
4 5Y4/1 灰色シルト ややしまる 粘性なし鉄分沈着少しあり
E 町3/2 オリープ暴色土 しまり弱い粘性ヰMゃあり 7.5Y4/1 灰色細砂プロック10首含む
6 町3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり oY4/1 灰色細砂プロック7百合む
7 10Y3/1 オHープ黒色シルト しまり弱い粘性やゃあり 7.5Y4/1灰色細砂がラミナ状に混じる植物遺体ゆし混じる(SD39埋土)
8 7.5Y3/Z オ9-プ黒色相砂 しまりなし粘性なし 7.5Y4/1灰色シルトがラミナ状に混じる(釦39埋土J
9 7.5Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし鉄分沈着少しあり (5111盛土J
10 7.5Y4/1 灰色シルト しまり弱い粘性なし鉄分沈着少しあり 7.5Y4/2 灰オリープ粗砂がラミナ状に40幅混じる何回1虚土J
11 7.5Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし植物遺体多く混じる(S111虚土}
12 10Y4/1 灰恒細砂 しまりなし粘性なし植物遺体多〈混じる(5111盛士J
13 7.5Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし鉄分沈着少しあり (5111盛士)
14 町4/1 灰色砂質土ややしまる 粘性あまりなし 10Y4/1 灰色細砂プロックl磁器量じる植物遺体が混じる(SIIl盛土)
15 2.5Y3/1 黒褐色土ややしまる 粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色細砂プロック2部損じる
16 町3/1 ;t"!1-プ暴色土ややしまる 粘性やゃあり 7. 町4/2 灰オ!1-プ色粗砂プロック5~混じる植物遺体が少し混じる
17 10Y4/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし径lc叫4下の亜角礎碍混じる
18 7.5Y3/1 オ9-プ黒色砂質土ややしまる 粘性やゃあり 10Y5/1 灰色粗砂がラミナ状に混じる
19 7.5Y6/1 灰色シルト しまり弱い粘性あまりなし 6Y4/1 灰色粗砂がラミナ状に混じる 植物遺体が混じる (lV届)
2(l 10Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし 7.614/1 灰色シルトがラミナ状に混じる植物遺体少し混じる (lV眉)
21 10y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし 7.回3/1 オリープ黒色土，7.6Y4/1 灰色シルトがラミナ状に混じる植物遺体が混じる (IV眉}
22 町3/2 オ!1-プ黒色土 しまり弱い粘性ややあり 7.町4/1灰色土プロック20量混じる 植物遺体少し混じる上面からの踏み込みに10Y4/1 灰色刺砂が入る
23 町3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.町4/1灰色土プロック瓢混じる植物遺体少し混じる (v屑)

SN03東睦畔

最重工
二戸ーチーム旦-I~_.

1 10Y4/1 灰色士しまり弱い粘性やゃあり 鉄分拡着あり (Ia層)
2 10Y3/1 オ9-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり (n層)
3 5Y4/1 灰色砂質土 しまり弱い粘性なレ鉄分沈着あり 部分的に5Y3/1 オ!1-プ黒色土とのヲミナ状堆積が見られる (洪水堆積層由守
4 10Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性なし鉄分沈着あり 植物遺体わずかに混じる
5 5Y3/1 オFープ黒色土ややしまり弱い粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり 植物遺体わずかに混じる
6 5Y3/1 オFープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり 植物遺体わずかに混じる (1面水図書件作土)
77.町4/1灰色土 しまる 粘性ややあり 10Y6/1 灰色細砂プロフク仮消含む (SN'ω東瞳畔盛土)
8 10Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性なし (SN03東睡昨盛土)
9 10Y5/1 灰色シルトややしまる粘性なし (SN03東睦畔盛土)
10 10Y5/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし 7.5Y3/1 オリープ黒色細砂との互屠がラミナ状に繰り返す植物遺体少し混じる
下部1~5Y3/1 オリープ黒色粘質土が部分的に薄く堆積する紅V層〕 。 1m
11 5Y3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1灰色締砂プロクク1匹含む植物遺体少し混じる (2面水田耕作士)

(8=1/40) 

園33 SM1 (大畦畔) ・SN03遺構図
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SN01-SN27 (遺構図:図 32)

第1面・第2面ともにB地区の大部分において水田遺構を確認した。第1面と第2面の聞には洪水

堆積層A (N層)が認められることから、第1面の水田は第2面の水田が洪水によって砂層で覆われ

た後に復旧したものと思われる。水田遺構の小区画の形態には違いが認められるが、 SMl(調査区北部

の東西方向の大畦畔)と SM3(調査区南西部の南北方向の大畦畔)によって大きく 3つに区画される

点は共通している。 SMl北側を大区画①、 SM3西側を大区画②、 SMl南側・ SM3東側を大区画③として、

大区画ごとにそれぞれの小区画水田について述べる。第1面では、 SN01"'SN27の27枚の小区画水田

を確認した。

5M2 

5N04甫畦畔

D二立::==;ここ=D'

8.7伽王ヨド寺三
一一一一「一ーー-

n 

1 10Y4/1 灰色土 しまり弱い粘性やゃあり (18層)
2 7.5Y4(1 灰色土しまる粘性やゃあり 鉄分沈潜あり (Ib層)
3 7.5Y4(1 灰色土ややしまる粘性.~ゃあり 鉄分沈着あり (Ib屠)
4 7.6Y3(1 オFープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり (n層}
6 10Y4/1 灰色砂質士ややしまる粘性なし鉄分沈着あり
6 7.6Y3(1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり

SN19南陸畔

7 5Y3(1 オ~-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y4/1 灰色砂質土プロック碍含む
8 7.5Y3(1 オ~-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y4/1灰色砂質土プロック獄含む (7層に対応}
9 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分沈着少しあり 植物遺体少し混じる
10 5Y3/1 オ~-プ黒色シルト ややしまる粘性ややあり 鉄分沈着少しあり 植物遺体少し混じる (1面水図耕作土)
II 6Y3/1 オPープ黒色シルト ややしまる粘性ややあり 7.614/1 灰色細砂プロック16割合む鉄分沈着少しあり 植物遺体少し混じる(m届)
12 6Y3/1 オPープ黒色シルト{やや明るい〕 ややしまる 粘性ややあり 鉄分沈着少しあり 植物遺体ろかし混じる {1面水岡耕作土)
13 6Y3/1 オPープ黒色シルト(やや明るい) ややしまる 粘性やゃあり 7.6Y4/1 灰色細砂プロック16調合む鉄分沈着少しあり
植物遺体少し混じる (m層}
14 5Y4/1 灰色砂質シルト ややしまる 粘性あまりなし植物遺体少しi混じる (1面水岡耕作土}
15 5Y4/1 灰色砂質シルト ややしまる 粘性あまりなし 7.5Y4/1 灰色細砂プロック15再含む植物遺体少し混じる (m層)
16 10Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性なし (s也虚土}
17 7.6Y4(1 灰色細砂 しまる粘性なし 7.6Y3/1 オリープ黒色細砂kの細書功、互層植物遣件ゆし混じる (拙盛士}
18 10Y6/1 灰色鮪砂 しまり弱い粘性なし 7.6Y3/1 オリープ黒色細砂kの互眉ヲミナ状に操り返す植物遺体少しおじる (1V層)
19 6Y3/1 オFープ黒色土 しまりなし粘性やゃあり 614/1 灰色土がラミナ状に混じる (IV.居)
20 7.5Y3/1 ヌt~ープ鴇色土 しまり弱い粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色シルトプロック碍混じる (2面水田耕作土〕
21 7.5Y3/1 オ~-プ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 10Y4/1灰色微砂プロック1時混じる 白面水回耕作土)
22 7.5Y3/1 オ~-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色細砂プロック30国混じる 植物遺骨"'J>し混じる (2面水田耕作土}
23 7.5Y3/1 オ~-プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり IOY4/1灰色細砂プロック3時混じる 臼面睦畔盛土)
24 6Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあり 7.614/1 灰色徹砂プロックl協混じる 包面瞳昨盛土)
26 7.6Y3/1 オFープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 1.6Y4/1 灰色土プロクタ市混じる (2面水回嵯畔盛土}
26 6Y3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.5Y4/1灰色絢砂プロヲクl幅含む植物遺体少し混じる (V層)

。
(5=1/40) 

園34 S服、 SN04、SN19遺構図

1m 
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大区画① (SMl北側)

SM1北側では畦畔や耕作土等、水田跡と思われる痕跡は検出されなかった。 SM1の北側には、それに

沿った溝状遺構 (SD39)が認められ、その北側には少し空間を挟み、自然流路が北西から南東に向け

て流れている。自然流路と SM1の聞には、溝状遺構(SD38)が自然流路と大畦畔沿いの溝状遺構 (SD39)

をつなぐような配置で認められる。

大区画②(南西部畦畔西側、 SN18・SN23)

小区画水田を2枚検出した。いずれも部分的な検出であるが、長方形区画になると考えられる。SN18

とSN23の東畦畔には1つずつ水口を検出した。田面の中央標高はSN18で8.38mなのに対して、 SN23

では8.27mと低くなっている。

また、 SN23の東端には畦畔に沿って南北方向の溝状遺構SD64を検出した。 SD64は、幅は50佃ほ

どで、深さはなく、浅い。平面形はやや明瞭であった。単層で、砂質土が堆積する。底面はセクシヨ

ンポイント付近に凹凸が見られるが、ほぽ平坦である。性格不明の溝状遺構だが、畦畔に沿うことや、

第2面の唾畔上の石が見えていることから、畦畔を盛るときに凹んだ跡の可能性がある。遺物の出土

はなかった。南部底面に見えていた石は、第2面の水田畦畔に置かれた石であった。 E層上面で検出

したことから、石が置かれた時期は中世と思われる。

大区画③ (SMl南側・南西部畦畔束、 SN01-SN17・SN19-SN22・SN24-SN27)

小区画水田を27枚検出した。区画全体を検出したものは少ないが、畦畔は直線的であることから、

大部分は方形もしくは長方形区画の水田遺構になると思われる。大区画の南東部には、盛土と思われ

る層が認められた。南東方向に向かって下がる、もともとの自然地形を大きく変えて平坦な土地を作

りだしたことが想定される。 SM3から東へは、約 11m(およそ 109mの10分の 1)の間隔で南北方向

に2本の唾畔が存在することから、条里地割による水田遺構で、 1町方格の内部は長地型地割であっ

SN19束畦畔 SN15東陸畔 SN21束畦畔

1 5Y4/2 灰ォv-プ色土ややしまる粘性やゃあり 鉄分詑着あり (隣接水岡への給水路盛土J
2 7.5Y4/1 灰色土しまり弱い粘性やゃあり 鉄分詑帯多い(Ia層)
3 7.5Y3/1 オFープ黒色土ややしまる粘性あり 鉄分沈着多い (Ib層若しくは虚土曲9
4罰百/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり (D層)
E町4/1 灰色砂質士ややしまる粘性あまりなし
6 7.6Y3/1 オPープ黒色士 しまり弱い粘性やゃあり 7.6Y4/1灰色士がラミナ状に混じる植物遺体")>L混じる
7 7.6Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし
8 10Y3/1 オロープ黒色土 しまり弱い粘性あまりなし植物遺骨ゆし混じる (1商水困耕作土)
9 7.5Y4/1 灰色シルト ややしまる 粘性あまりなし植物遺体少し混じる (1面畦畔盛土〕

H一一ーこコ
伽吾若干子千

葉三三弓

10 5Y4/1灰色砂質シルト ややしまる 粘性あまりなし 7.5Y4/2 灰オロープ色粗砂プロック10両含む (1面畦畔盛土j
11 5Y4/1灰色砂質シルト ややしまる粘性あまりなし植物遺体ゆし;混tユる (m層}
12 7.6Y3/1 オPープ黒色シルト ややしまる粘性ややあり 7.6Y4/1 灰色締砂獄混じる 植物遺体少し混じる (m届対応、整地盛土か?)
13 10Y4/1灰色細砂 しまり弱い粘性なし部分的に 7.6YS/l オFープ黒色細砂~のラミナ状堆積が見られる 仰層)
14 5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性ヰMゃあり 植物遺体少し混じる 7.5Y4/1灰色細砂プロククl鍬混じる (2面水岡耕作土)
15 7.5Y3/1 オv-プ黒色土ややしまる 皐肘生やゃあり 植物遺体少し混じる (2宙水餌耕作土)
16 7.5Y3/1 オv-プ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体少し混じる (2面水餌耕作土)
17 7.5Y3/1 オFープ黒色土ややしまり強い粘性やゃあり 植物遺体わずかに混じる (2面水田畦陣盛土) 0 1m 
18罰百/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり (V層)

(S=1/40) 

園35 SN15. SN19・SN21遺構図
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SN18東畦畔水口SN03東畦畔水口

b' b 

8. 7伽1 1 
.、ーーー~ ~ 

一一九「一一
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BI函ごをzー下錨銀
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植物遺体が混己る
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SN03・SN08・SN15・SN18・SN23遺構園園36
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国37 B地区(爾)第1面足跡積出状況圏
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SNl0・SNll区箇肉鍋溝・足跡
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SN08区画肉鋤溝

SNll 

1-

SN14 ト
or・1・h
(酔1/1∞)

E 
8.愉冒

SD48 S049 

A. A.・

8.8伽

/ 

1 5Y4/1 灰色砂慣土 しまPなし粘性なし鉄分沈着少しあり

B 

8.以加

B' 
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一一寸J...

1 町4/1灰色砂質土 しまりなし粘性なし

8. B伽

「可ιー
1 5Y4/1 灰色砂質土 しまりなし
粘性なし鉄分沈着少しあり

S050 
I 6Y4/1灰色砂質土しまりなし粘性なし
S051 
1 5y4/1 灰色砂質土 しまりなし粘性なし鉄分沈着少しあり
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8.8Om 

G' H 

B. B伽

H' 

1 5Y4/1灰色砂質土 しまりなし
粕性なし 鉄分事む着少しあり

1 5Y4/1 灰色砂質土 しまりなし
粘性なし鉄分沈着少しあり

J 

8.以加

J' 

。 駒田
E ・ E

1 5Y4/1灰色砂質土 しまりなし粘性なし (S=1/20) 

園40 SN08遺構図
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たことが推測される。これは第2面の調査における水田区画では見られなかったことで、洪水後に水

田を復旧する際には、大がかりな造成工事が行われたことが考えられる。このためか、水回畦畔は町

層から盛っているもの (SN3東畦畔)や皿層の上から盛っているもの (SN21東畦畔)が存在する。水

口はSN03東畦畔、 SN15東畦畔、 SN08南畦畔に1つずつ検出した。 SN08南畦畔の水口は両側が少し挟

れており、残りがよいものであった。 SN08とSNI0の区画内には耕作跡として南北方向の鋤構を検出

した。 SNI0・SN13・SN15・SN21の区画内では、人間の足跡を検出した。 SN08・SNI0内で検出した鋤溝は、

形状は長さの違いはあるが、いずれも南北方向の細い溝状遺構である。検出した面で、畦畔・足跡・

鋤溝が同時に見えていたため、水田面の上部は削平を受けていると考えられる。埋土は細砂で、平面

形は比較的明瞭であった。いずれも単層で、浅い溝状遺構である。底面はほぼ平坦である。遺物の出

土はなかった。 E層上面で検出したことから、中世と思われる。 SNI0内では鋤溝と同時に人間の足跡

と思われるものを検出したが、その関連性は不明である。

遺物は、水田遺構に伴う畦畔も含めて土師器 23点、須恵器2点、山茶碗6点、石製品 1点、木製

品4点、種子2点が出土し、須恵器 (166) と山茶碗 (167)を図示した。 166は、 SN16から出土した

美濃須衛窯産の無台部の底部でV期のものである。 167は、 SN26から出土した尾張型山茶碗第3型式

"'4型式の片口鉢の口縁部である。

S038 (遺構図:園41)

B地区の北部、 SMlの北側に位置し、 SD39とSR2との聞に検出した。形状は細長い溝状遺構で、や

や湾曲し、幅は中央付近では広くなる。埋土は細砂で、平面形はやや明瞭であった。最大で2層に分

層したが、水平堆積で自然堆積と恩われる。底面は南東から北へ、 SR2に向かって低くなっている。

遺物の出士はなかった。 E層上面で検出したことから、第1面の水田の時期と同じ中世であると思

われる。

S039 (遺構図:園42)

B地区の北部、 SMlの北側に位置し、 SMlに沿うような位置闘係で検出した。形状は東西方向の溝

状遺構で、幅は1メートノレ弱から2メートノレ強まで、幅を変えて続いている。肩部には部分的にテラ

ス状の平坦面が付く。平面形はやや不明瞭であった。最大で3層に分層した。埋土は灰色シルト~細

SD38 

A 

9.倒閣

九一4守~

1 5Y4/1 灰色細砂しまりなし粘性なし

A' 

2 7.5Y4/1 灰色細砂 (1層よりも粗い) しまりなし粘性なし

B 8' 

9抽冒 1 

1 5Y4/1 灰色餌砂 しまりなし
特性なしマンガン粒混じる

園41 SD38遺構図
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、~ヤ
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1 2.町'4/1 黄灰色シルトややしまる粘性あまりなし
7.5Y4/1 灰色締砂プロァク7世含む
2 2.5Y4/1 黄灰色シルトややしまる粘性あまりなし
7.5Y4/1 灰色鮪砂プロック叫含む

。

2m 

(8=1/80) 

1m 
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固42 SD39遺構図
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砂が主体で、水の流れによる自然堆積であると思われる。底面はほぼ平坦である。 SM1に伴う溝状遺

構であると思われる。

遺物の出土はなかった。 SM1に伴うものと思われることから、第 1面の水田の時期と同じ中世であ

る可能性がある。

NRl (遺構図図32)

B地区の北部に位置し、北西から南東方向に向けて検出した。幅は約 15血である。第2面の水田は、

洪水堆積層Aが上部に堆積した後、別の洪水による激しい水流で一部を破壊されているが、 NR1はそ

の洪水堆積層Bを切る。このためNR1は第2面の水田と第1面の水固との問の時期に流れているもの

であると恩われる。 NR1内にはそれに伴うと恩われる 2基の水制遺構 (SR1.SR2)を確認した。 NR1の

埋土からは 7~8世紀の須恵器や瓦が出土したが、ローリングを受け摩耗していることから、北西方

向から流れてきたものと考える。

SRl (遺構図図43-51)

B地区の北部、 NR1(自然流路)内に位置する。北西から南東方向に向かって流れていると考えられ

る自然流路に対して、ほぽ直交する方向に向いている。断面は台形になると考えられる。 2面の水田

を壊して流れはじめたと考えられる自然流路 (NR1)内に検出した。第1面調査では、この自然流路の

粘質土層を表土掘削時に重機でほぼ掘削し、人力によって砂質から砂の層上面まで掘削した。この粘

質土層から遺物の出土はなかった。第2面調査では、回面を自然流路が切っていることがはっきりし

たため、順次掘り下げていった結呆、杭列 2~rJと草敷の一部を確認したロこの時点では盛土と自然流

路埋土の判別がつかなかったため、範囲を括ることはできなかった。そのためセクションポイントを

設けて断ち割りながら、士層を確認し、範囲を確認していった。水制遺構は杭を打設した後に、横木

を入れながら盛土して構築されている。盛士は敷葉工法で構築されており、士の聞に藁敷(草敷)が

挟まれている。士層断面からは、 3回士と藁敷きを大きく繰り返して盛士されていることを確認した

が、 1回目は元々の構築であり、 2回目・ 3回目には水制遺構の補修若しくは拡張といった状況であ

ると考えられる。

第1段階(遺構図図44)

自然流路の流水方向と直交する方向で杭を打設している。この杭列はBセクションと Cセクション

の聞を境に、東部と西部で方向に若干のずれがある。また東部の杭は太く長く垂直方向に打ち込まれ

ているが、西部は細く短く水流方向にやや寝かせて打ち込まれている。これらの状況やその後の構築

状況を見ても、当初釘冒宣されたのは東部の杭であり、西部は水制遺構が西側を中心に破壊されたため

補修したものか、西に向かって水制遺構を拡張するために東部のものより後(レイアウト図 SR1-2の

後)に打設されたものであると考えられる。西部の杭のうち、盛土の下層に切断面がある杭が出土し

たことから、これを水制遺構が破壊された状況を示しているとすれば、補修を考えるのが妥当である

と恩われる。また、盛土のほぼ基底部で斎串が出土したことから、水制遺構を構築する最初の段階で

祭把を行い、埋められたと考えられる(図 51参照)。

第2段階(遺構図図45)

杭の打設後、砂混じりの土を盛り、最初の草敷を行っている(対応する草敷はA断面 36層、 C断面

16層、 D断面 31層)。
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SRl-4 

11ト

回暫野ー
園47 SRl-4遺構園
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F
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園48 SRl-5遺構図
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SRl 17 

1 10Y4/1灰色粗砂 しまりなし粘位なし部分的に鉄分が付着ナる
2 5Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし 1.5Y3/1 オFープ黒色砂質土プロック3悌混じる植物遺体少し混じる
3 5Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし植物遺体わずかに混じる
4 1.6Y4/1灰色徹砂ややしまる粘性なし 6Y3/1 オロープ黒色徹砂がラミナ状に混じる植物遺体少し混じる
6 1.町3/1 オロープ黒色士 しまり弱い粘性やゃあり 1.6Y4Il 灰色細砂プロック 1~混じる植物遺体混じる
6 10Y5/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし 1.5Y4/1 灰色徹砂がラミナ状に混じる 鉄分が部分的に付着する
7 5Y3/1 オリープ黒色シルト ややしまる 粘性やゃあり 1.町4/1灰色細砂がラミナ状に混じる植物遺体少し混じる
8 10Y4/1灰色粗砂しまりなし粘性なし
9 1町'3/1 オロープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 10Y3/1 オリープ黒色細砂プロック15'再混じる 植物遺体混じる
10 5Y4/1 灰色シルトややしまる粘性あまりなし 1.町411灰色締砂プロフク1鴎混じる 植物遺俳ゆし温巴る
11 1目6Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 品目/1 灰色シルトプロックS側担じる植物遺体少し混じる
12 7.6Y3/1 オリープ黒色砂質士ややしまる 粘性あまりなし径l岨前後の亜角礎l掲揚巴る植物遺体少し混じる
13 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
14 10Y4/1灰色粗砂 しまりなし粘性なし5Y3/1 オ日一プ黒色土プロック4溺混じる植物遺体わずかに混じる
15 5Y4/1 灰色シルトややしあまる 粘性やゃあり 1.5Y3/1 オリープ黒色土プロック市混じる 植物遺体少し混じる
16 5Y4/1 灰色徹砂 しまり弱い粘性なし植物遺体少し混じる
17 藁JIC5Y4/1 灰色砂質土が包含する
18 藁敷 6Y4/1 灰色砂質士が包含する
19 5Y3/1 オリープ黒色砂質土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
20 7.5Y3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体わずかに混じる
21 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
22 5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
23 5Y3/2 オリープ黒色砂質土 しまり弱い粘性あまりなし 7.5Y4/2 灰オリープ色粗砂プロック10覧混じる
24 7.5Y3/1 オロープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し;混じる
26 5Y3/1 オリープ黒色砂質士ややしまる 粘性やゃあり 植物遺体(柿木)多〈混じる 径1個以下の亜角磯1国混じる
26 10Y4/1灰色粗砂 しまりなし粘性なし 7.5Y3/1 オFープ黒色士プロック市混じる 径l岨以下の亜同様・亙角様稀混じる植物遺体少し混じる
27 1.5Y3/1 オロープ黒色砂質土ややしまる 粘性やゃあり 10Y4/1 灰色桓砂プロック15蝿己る植物遺仲少し混じる
28 1町'3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 1.5Y4Il 灰色細砂プロックl舗演じる植物遺体混じる
29 麓敷 1.5Y3/1 オロープ黒色土が包含する
30 5Y4/1 灰色土ややしまる 粘性やゃあり 10Y4/1 灰色粗砂プロック15"混じる
31 1.5Y3/1 オロープ黒色砂質土 しまり弱い粘性あまりなし 10Y4/1 灰色粗砂プロック4鍬混じる植物遺体混じる
32 1.6Y3/1 オロープ黒色士 しまり弱い粘性あまりなし 10Y4/1 灰色粗砂プロック市混じる
羽田3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり 7.5Y4/1 灰色細砂プロックl輔混じる植物遺体が多〈混じる
34 10y4/1灰色粗砂・絢砂 しまり弱い粘性なし日3/1 オ日ープ黒色土プロクタl孤混じる植物遺体混じる
35 蔵敷 7.5Y3/1 オロープ黒色砂質が包含する
36 7.5Y4/1灰色細砂 しまりなし粘性なし植物遺体わずかI~混じる
37 5Y4/1 灰色砂質土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体(木屑}が多〈混じる
羽田3/2 オリープ黒色砂質士 しまり弱い粘性あまりなし植物遺体混じる
39 1目6Y3/1 オリープ黒色シルト ややしまる 粘性やゃあり 7.6Y4/1 灰色細砂プロック7骨混じる植物遺体わずかに混じる
40 5Y3/1 オリープ黒色士ややしまる 粘性ややあり 植物遺体少し混じる
41 1.5Y3/1 オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 5Y4/1 灰色徹砂プロック15"損じる植物遺体槌じる
42 1.5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
43 5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 5Y4/1灰色シルトプロック3雌混じる植物遺体少し混じる
44 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 10Y4Il 灰色粗砂・細砂プロッ何時混じる径1個以下の亙角藤2~混じる植物遺仲少し混じる
45 1OY3/1 オリープ黒色徹砂ややしまる粘性なし 1.5Y3/1 オロープ黒色土プロック2嶋混じる植物遺件ゆし混じる
46 10Y4/l灰色粗砂 しまりなし粘性なし町宮/1 オリープ黒色土プロック1傭混じる
47 7.6Y3/1 オロープ黒色シルト ややしまる 粘性やゃあり 10Y4/1 灰色細砂プロック16"混じる
48 10y4/1灰色粗砂 しまりなし粘性なし5Y3/1 オ日ープ黒色土プロックZ路混じる
49 7.5Y2/1 黒色土 しまり弱い粘性あり
50 10Y4/1灰色粗砂 しまりなし粘性なし 7.5Y4/1灰色細砂プロック2叫混じる
51 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 植物遺体少し混じる (V層}
52 2.5Y3/1 黒褐色士キやしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる (V層)

B 
8.5伽

木 10 2. 3 

1 10時/1 ~円一プ黒色土ややしまる粘性あまりなし植物遺体が混じる

4 B' 

2 5Y3/1 オPープ黒色シルト ややしまる粘性やゃあり 10Y4/1 灰色徴砂プロック4消含む植物遺体が少し混じる
3 6Y3/1 オPープ黒色シルト ややしまる粘性あまりなし植物遺体が混じる
4 1.6YS/l オHープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 10ぜ'4/1灰色粧砂プロyク1略混じる
5 5Y3/1 オPープ黒色土粘性やゃあり 10Y6/1 灰色粗砂がラミナ状に混じる 植物直体が混じる
6 10時，/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし町3/1 オロープ黒色粘慣土が水平方向にプロックで1時混じる
7 5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘性あまりなし 7.5Y4/1 灰色粗砂プロック時台む植物遺体が混じる
8 10四/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし町3/1 オロープ黒色粘質土との互層
9 1.5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 1凶'5/1 灰色粗砂プロック1時混じる植物遺体わずかに混じる
10 6Y4/1 灰色シルト キキしまる 粘性なし 6Y3/1 オ3ープ黒色シルトプロック1碍混じる
11 1.6Y3/1 オHープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 植物遺体が少し楓じる
12 草敷{叢もしくは葦が2-3固箪なる)
13 5Y3/1 ォ~-プ黒色土 しまり弱い粘性あまりなし 10Y5/1 灰色租砂プロック2時損じる植物遺体が損じる o 1m 
14 1.5Y3/1 オ~-プ黒色土ややしまる 粘性あまりなし 7目5Y4/1 灰色締ゆプロック10世含む植物遺体が混じる ' E ・

15 1.5Y3/1 オFープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 1町'4/1灰色細砂プロッテ市混じる (5=1/50) 

園49SRl遺構園(1 ) 
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1 5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色粗砂プロックが錫混じる 植物遺体が少し混じる
2 7.5Y3/1 オFープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 植物遺体が少し混じる
3 7.5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 10y4/1 灰色細砂プロヲクl開楓じる植物遺体がわずかに混じる
4 日3/1 オ日ープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 10y4/1灰色粗砂プロヲ夕刻混じる 植物遺体が少し混じる
5 7.5Y3/1 オFープ黒色土 しまり弱い粘性あり 植物遺体が少し混じる
6 日3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 10Y4/1灰色粗砂プログ夕刻混じる 植物遺体が少し混じる
7 町3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体が少し混じる
8 10Y3/1 オロープ黒色細砂 しまり弱い粘性なし 10Y4/1 灰色粗砂がラミナ状に混じる
9 町3/1 オリープ黒色シルトキキしまる粘性やゃあり 7.6Y4/1 灰色粗砂プロッ夕刻混じる植物遺体が少し混じる
10 6Y3/1 オリープ黒色士ややしまる 粘性やゃあり lOY4/1灰色粗砂プロック2国尊重じる 植物遺体'-'J>し混じる
11 草敷{葉もしくは葦が2-3固重なる}
12 5Y3/1 オ!.I-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺骨ゆし混じる
13 草敷(藁もしくは葦が2-3回重なる}
14 5Y3/1 ~円一プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 10Y4/1灰色粗砂プロyタ3側混じる
15 7.5Y3/1 オ9-プ黒色土ややしまる 粘性あまりなし植物遺体がわずかに混じる
16 草敷{藁もしくは葦が2-3回重なる}
17 7.5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色粗砂プロヲクl側楓じる植物遺体が少し混じる
18 6Y3/1 オ日ープ黒色土ややしまる 粘性ヰ~あり 7.6Y4/1灰色租砂プロック鴻混じる 植物遺体が少し混じる

聞壷区東壁 3 4 調査区東壁 2 調査区東壁 5 調査区東壁 6

1 7.5Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし 5Y3/l オ9-プ黒色土がヲミナ状に混じる 植物遺骨V少し温じる
2 7.5Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし 5Y4/1 灰色シルトがヲミナ状に混じる
3 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/2 灰オUープ粗砂プロック錯混じる植物遺体混じる
4 IOY3/1 オロープ黒色砂質土ややしまる 粘性あまりなし 10Y4/1 灰色紺砂プロック市混じる植物遺骨少し混じる
5 7.5Y3/1 オPープ黒色砂貧土ややしまる粘性あまりなし 10Y4/2 オロープ灰色粗砂プロック2傑混じる植物遺体少し混じる
6 1.6Y3/1 オPープ黒色砂質土ややしまる粘性あまりなし
7 1日y4/zオロープ灰色鮪砂 しまりなし粘性なし
8 7.5Y3/l オPープ黒色土 しまり弱い粘性あまりなし 7.5Y4/1 灰色細砂プロックl凶混じる
9 5Y3/1 オリープ黒色砂質土 しまり弱い粘性あまりなし 10Y4/2 オ Pープ灰色粗砂プロック 10~混じる植物遺体[木材}多〈混じる
10 10Y4/2 オロープ灰色紺砂 しまりなし粘性なし
11 IOY4/2 オロープ灰色細砂 しまりなし粘性なし 10Y4/1 灰色細砂プロック15持混じる植物遺体少し;混じる
12 7.5Y4/2 灰オロープ粗砂 しまりなし粘性なし径1岨以下の亜角磯孫混じる
13 5Y4/1灰色砂質士 しまり弱い粘性なし 10Y4/1灰色細砂プロック1保混じる 植物遺体多く混じる
H 7.6Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし 5Y3/1 オリープ黒色士プロック3何混じる
15 5Y3/1 オロープ黒色砂質土ややしまる 粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
16 5Y3/1 オリープ黒色砂質土ややしまる 粘性やゃあり 10Y4/1灰色細砂プロック祁混じる
17 1.5Y3/1 オFープ黒色砂質土ややしまる 粘位あまりなし 7.5Y4/2 灰オロープ色粗砂プロック30量混じる植物遺体ゆし混じる
18 罰百/1 オリープ黒色砂質土ややしまる 粘性あまりなし
19 藁敷町百/1 オリープ黒色砂質土が包含する
20 回百/1 オリープ黒色砂質土ややしまる 粘性あまりなし 7.6Y4/1灰色鮪砂プロック市混じる植物遺体少し混じる
21 庇3/1 オリープ黒色士 しまり弱い粘性ややあり 7. 6Y4/1 灰色締砂プロック脱混じる径Z岨以下の亙円模・亜角碩3~混じる
22 7.5Y3/l オFープ黒色砂質土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
23 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色紺砂プロック1郭混じる植物遺体少し混じる
24 町3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.町4/1 灰色紺砂プロック掃海じる
25 1.5Y4/1灰色徴砂ややしまる粘性なt... 5Y4/1 灰色シルトプロククS保混じる 植物遺体少し温巴る
26 藁敷 1.5Y4/1 灰色細砂が包含する
27 町3/1 オリープ黒色砂質士ややしまる 粘性ややあり 植物遺体混じる
28 7.6Y3/1 オPープ黒色砂質士ややしまる粘性ややあり 7.6Y4/2 灰オFープ色細砂プロック2保混じる 植物遺体少し槌己る
29 皮3/1 オロープ黒色土ややしまる粘也やゃあり 10Y4/1 灰色細砂プロック市混己る植物遺体少し混じる
30 7.5Y3/1 オHープ黒色砂質土ややしまる粘位やゃあり 7.5Y4/2 灰オ9-プ色細砂プロック3侃混じる 植物遺体少し混じる
31 麓敷 1.5Y3/1 オ9-プ黒色砂質土が包含する
32 IOY4/1灰色細砂 しまり弱い粘性なし 7.町3/1 オリープ黒色土プロック2保混じる
33 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり 10Y4/1 灰色細砂プロック1時混じる植物遺体少し混じる
34 10Y5/1 灰色粗砂 しまり弱い粘性なし 7.町4/1灰色細砂プロック1鴎混じる 植物遺体わずかに混じる
36 7.6Y4/1 灰色細砂ややしまる粘性なし 5Y4/1 灰色土プロクタl岡嶋じる
36 7.5Y3/1 オFープ黒色砂質土ややしまる粘位あまりなし 10Y4/1 灰色細砂プロック20目混じる植物遺体混じる
37 7.5Y3/2 オ9-プ黒色土 しまりなし粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色細砂プロyタ7耳混じる
38 1.5Y4/1 灰色細砂ややしまる粘性なし植物遺体多く混じる
39 IOY4/1灰色細砂ややしまる粘性なL 植物遺体わずかに混じる
ω 5Y3/1 オリープ黒色士 しまり弱い粘性ヰキあり 10Y4/1 灰色細砂プロック2何温巴る植物遺体少し混じる
41 2.6Y3/2 黒褐色士 しまりなし粘性やゃあり 植物遺体混じる
42 7.6Y4/1 灰色細砂・粗砂 しまり弱い粘性なし径1岨以下の亙角礎説混じる植物遺体少し混じる
43 7.5Y3/1 オPープ黒色礎(径l岨前後) しまりなし粘性なし 7町3/1 オロープ黒色細砂プロγク2雌損じる
44 10Y4/1灰色細砂 しまり弱い粘性なし植物遺体わずかに混じる
45 1.5Y4/1 灰色細砂・粗砂 しまりなし粘性なし径2岨以下の亙円離.!I[角磯市混じる
46 1.5Y3/1 オFープ黒色砂嘆 しまりなし粘性なし径3岨以下の円藤・亜門礎2時混じる

図50 SR1遺構図 (2)
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第3段階(遺構図:園46・49・50)

西部から東部にかけて、第1段階とは若干方向を変えて杭を打設し、盛土した後、草敷している(対

応する草敷はA断面29層、 C断面 13層、 D断面26層)。杭の上部に横木を据え、さらに細い木の枝

を束ねるように置いた後(中央部や西部端で確認)、草敷をしている。また、横木には杭を転用したも

のを1点確認した。
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1 10Y4/1 灰色士しまり弱い粘性ややあり (1 a層)
2 10Y3/1 オPープ黒色土しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり (1 b層1
3 5Y4/1 灰色土ややしまる粘佳やゃあり 鉄分詑着多い
4 2.町4/1 黄灰色土ややしまる粘性ややあ明 鉄分沈着多い
5 5Y4/1 灰色土しまり弱い粘性強い鉄分沈着多い
6 5Y3/1 オロープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 鉄分沈着層の上方に多い層の下方に5Y6/2 灰オリープ色土が斑点状に混じる
7 6Y3/1 オロープ黒色砂質士ややしまる 粘性あまりなし町3/2 オロープ黒色粘賀士プロック3時混じる
自 10Y4/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし 7.6Y4/1 灰色細砂プロック 16~混じる
9 6YS/l オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 6Y4/1 灰色細砂プロ yク6~混じる植物遺体混じる
10 7.6Y3/1 オ日一プ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7目6Y4/1 灰色細砂プロック1~損じる植物遺体少し混じる
11 7.6Y4/1灰色締砂ややしまる 粘性なし 7.5Y3/1 オy-プ黒色土プロック2側混じる植物遺体混じる
12 7.町3/1 ~y ープ暴色土ややしまる 粘性やゃあり 7目6Y4/1灰色細砂プロッテ2時混じる植物遺体少し混じる
13 5Y3/1 オロープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 5Y4jl 灰色土プロック7骨混じる
14 6Y3/1 オロープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 10Y4jl 灰色粗砂プロック3時混じる植物遺体混じる
16 6Y3/1 オロープ黒色砂質土ややしまる 粘性あまりなし (東壁18.届)
16 6YS/l オロープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
17 蔵敷 5Y3/1 オリープ黒色砂質土が包含する {東壁19層)
18 5Y3/1 オロープ黒色砂質土ややしまる 粘性あまりなし 7.5Y4!1 灰色細砂プロック市混じる植物遺体少し混じる {東盤20層}
19 7.町3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 7.6Y4/1灰色細砂プロック2時混じる
20 7.6Y4/1灰色徴砂ややしまる 粘性なし 5Y4/1灰色シルトプロック30骨混じる植物遺体少し混じる (東型25層}
21 6Y3/1 オロープ黒色シルト ややしまる 粘性あまりなし植物遺体多く混じる
22 7.6Y3/1 オリープ黒色砂膿 しまりなし粘性なし径3個以下の円様・亜同碩2孤混じる {東壁46層}
23 6YS/l オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる (V層}

01m  

(8=1/50) 
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園51 SR1遺構図 (3)、SR1斎串出土状況園
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第4段階(遺構図図47・49・50)

第3段階の状況に、さらに盛土し、草敷している(対応する草敷はA断面17・18層、 B断面12層、

C断面 11層、 D断面 19層)。

第5段階(遺構図図48)

第4段階の状況に、さらに盛土している。なお、調査時には盛土と認識できず、自然流路埋土と考え

て水制遺構の北側を掘削したが、最終的には盛土であると確認した。

遺物は、盛土内から斎串1点、水制遺構の構造材である杭30点と横木6点、種子5点が出土し、斎

串及び主な杭材を図示した。 169は斎串で、短冊状の板を使って作られている。上端は主頭状になっ

ており、上端近くの両側面に三角形の切り込みが入る。切り込みの部分には、約 1cm幅で周辺と色が

異なる部分が認められる。その痕跡は表裏ともに認められることからその部分に何かが巻かれていた

と恩われるが、詳細は不明である。下端は剣先状になる。側面全体には小刀のようなもので付けたと

考えられる細かい加工痕があり、全長は約40cmである。 176は横木であるが、先端に加工が施されて

いた。杭として使われていたものが横木として使われた可能性がある。杭材の木取り(表5)は、丸

木材 (170 ・ 171 ・ 173 ・ 174 ・ 176~180) が 29 点、単に割っただけで半割に満たないもの(175) が 2

点、半割材 (172)が2点、不明のものが3点であった。加工状況(表6)は、確認できたものは全て

側面に単純な削り痕を残すもので、欠損のため不明のものが3点であった。先端形状(表6)は周縁

方向から比較的鋭角に先端を削りだしたもの (170~177) が 22 点、 1~2方向もしくは片面から比較

的鋭角に先端を削りだしたもの (178~180) が 11 点、欠損のため不明のものが 3 点であった。土器の

出土はなかった。

これより南側にある水田等に導水するための水制遺構と思われる。第1面の自然流路に伴うものと

恩われることから、本遺構も第1面と同時期のものと考える。

SR2 (遺構図図43・49-51・54-56)

B地区の北部、自然流路内に位置する。北西から南東方向に向かって流れていると考えられる自然

流路に対して、やや東に聞いた方向を向いている。南北方向断面はおよそ台形であるが、北側と南側

の盛土の聞には凹んでいる部分がある。東側は発掘区外へと伸びるが、西側は収束する。基底部は上

に構造物があったためか、盛土を除去するとV層が周辺の流路の底よりもやや盛り上がって島状に残

っている状況であった。 2面の水田を壊して流れはじめたと考えられる自然流路 (NR1)内で検出した。

第1面調査では、この自然流路の粘質土層を表土掘削時に機械でほぼ掘削し、人力によって砂質から

砂層上面まで掘削した。どの層からも遺物の出土はなかった。第2面調査に入る際、セクションポイ

ントA ・Bとした部分の杭の断面が砂層の表面に出ていた。この段階では、平面的に盛土は確認でき

ず、打ち込まれた杭であると考え、断ち割りを行った。断ち割り断面から、杭に掘方がないことは確

認できたが、盛士と自然流路堆積の判別はつかず、依然として杭が打ち込まれたものであると考えて

調査を進めた。その後、杭の周辺を自然流路埋士として少しずつ掘り下げていった結呆、最初に見え

ていた杭の他にも杭を検出した。 A断面の断ち割りの幅を広げて士層を再確認した結呆、盛士を確認

した。そこで、水制遺構と判断して、南北方向にもセクションポイントを設け (0.E断面)、調査を

進めた。構築方法はSR1と同様に、杭を打設した後に、横木を入れながら盛士してつくられている。

盛士は敷葉工法で構築されており、士の聞に藁敷(草敷)が挟まれていることが確認された。杭列は、
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東西方向のものを3列確認した。大きく北側と南側に分けることができ、北側の杭列は狭い間隔で2

列になっている。この杭列の構築順序は判然としない部分があるが、盛土状況から、北側を構築した

後に、南側を構築したように見える。北側の杭が芯持ち材を使用しているのに対して、南側の杭は角

SR2 
A' 

1 10Y6/1 灰色細砂ややしまる粘性なし 10Y4/1 灰色細砂，7，6Y3/1 オリープ黒色細砂がラミナ状に混じる植物遺骨U少し混じる
Z 1.5Y4/Z 灰オ日ープ色粗砂 しまりなし粘性なし
3 1.5Y4/1 灰色徴砂ややしまる粘性なし植物遺体混じる
4 10Y4/1灰色細砂 しまり弱い粘性なし IOY5/1 灰色粗砂がラミナ状に混じる
5 1.5Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし
6 5Y3/1 オロープ黒色士ややしまる粘性あり 5Y4/1 灰色士プロック1暢混じる
7 6Y3/1 オ日ープ黒色砂賀士ややしまる 粘性あまりなし 10Y4/1 灰色細砂プロック20幅混じる
径l岨ほ~の亜門様1~混じる植物遺体が少し混じる
8 Z.5Y4/1 黄灰色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体わずかに混じる
9 10Y4/1灰色租砂 しまり弱い粘性なし径3岨以下の亙角礎・亙同様1部混じる 植物遺体少し混じる
11 7.5Y3/1 オロープ黒色砂質土 しまり弱い粘性あまりなし 10Y4/1 灰色細砂プロック2錨混じる
12 5Y3/1 オy-プ黒色土ややしまる粘性ややあり 5Y4/1 灰色土プロック2~，7.5Y4/1 灰色細砂プロック時混じる
13 5Y3/1 オUープ黒色土ややしまる粘性ややあり (V届)

B' 

8.5伽

1 5Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし
2 7.614/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし植物遺体が少し;混じる
3 7.614/1 灰色徴砂 しまりなし粘性なし 6y4/1 灰色シルトがラミナ状に混じる植物遺体が混じる
4 10y4/1 灰色紺砂しまりなし粘性なし
5 7.町4/1 灰色徴砂 しまり弱い粘性なし植物遺体少し混じる
6 10Y3/1 オリープ黒色粗砂 しまりなし粘性なし
7 10Y4/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし植物遺体が混じる
8 10Y4/1 灰色徴砂しまり弱い粘性なし
9 6Y4/1 灰色シルトややしまる粘性あまりなし植物遺体混じる
10 10Y4/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし 7.6Y3/1 オPープ黒色砂質土がヲミナ状に調己る
11 7目5Y3/1 オy-プ黒色土 しまり弱い特性あり 植物遺体少し混じる
12 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 10Y4/1 灰色細砂プロック溺混じる植物遺体混じる
13 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 10Y4/1 灰色組砂・細砂プロック2錨混じる 径2~下の亜円礎 1制毘じる植物遺体少し混じる
14 10Y3/1 オリープ黒色粗砂 しまりなし粘性なし径0.5曲以下の亜同様1鋤混じる植物遺体少し混じる
16 7.614/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし植物遺体がわずかに混じる
16 7.町3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 7.6Y4/1 灰色土プロフタ2洲，10Y4/1 灰色姉砂プロックS側混じる
17 藁敷 7.6Y4/1 灰色細砂が包含する
18 7.5Y3/1 オロープ黒色土 しまり弱い特性やゃあり 10y4/1 灰色租砂・紺砂が層の上方に1~混じる
19 7.5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる 特性あまりなし 10Y4/1 灰色細砂プロック市混じる植物遺偉が混じる
20 5Y3/2 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 10Y4/1 灰色粗砂プロック郭混じる植物遺体少し混じる
21 7.5Y3/1 オリープ黒色砂質土ややしまる粘性あまりなし植物遺体少し;混じる
22 10Y3/1 オロープ黒色粗砂 しまりなし粘性なし
23 7.613/1 オHープ黒色砂質士ややしまる粘性あまりなし 10Y6/1 灰色粗砂・細砂プロァタZ保混じる 植物遺体が混じる
24 7.6Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし 10Y4/1 灰色粗砂プロック1雌混じる植物遺体少し損じる
25 10Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし回3/2 オリープ黒色土プロッタ3怖混じる植物遺骨ゆし混じる
26 5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性あり 5Y4/1 灰色土プロック1~ 10Y4/1 灰色粗砂・細砂プロック淵混じる植物遺骨少し混じる
27 10Y3/1 オリープ黒色粗砂 しまりなし粘性なし
28 5Y4/1 灰色徴砂 しまり弱い粘性なし植物遺体少し混じる
29 10Y3/1 オリープ黒色細砂 しまり弱い粘性なし 6Y4/1 灰色砂質土プロック瑚混じる 径回以下町亜角磁2%混じる植物遣仲少し混じる
30 7.614/1 灰色敏砂 しまり弱い粘性なし植物遺骨少し混じる
31 7.町4/2 灰オリープ漫(径l咽以下〉 しまりなし粘性なし 7.5Y4/Z 灰オHープ粗砂プロック2舗混じる
32 10y4/1 灰色紺砂 しまり弱い粘性なし植物遣仲少し混じる
33 10Y4/1 灰色礎{径2咽以下) しまりなし粘性なし 10Y4/1灰色粗砂プロック2侃混じる
34 7.町3/1 オリープ黒色シルト ややしまる粘性やゃあり 植物遺体が混じる
35 10Y4/1 灰色細砂しまりなし粘性なし
36 2田町3/1 黒褐色士 しまり弱い粘性あり 10Y4/1 灰色粗砂プロック3雌混じる植物遺体少し混じる
37 6Y3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性やや強い植物遺体少し混じる (V届)

園田 SR2遺構図(1)

01m  
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S限
123  23  C' 

1 10Y4(1 灰色細砂 しまりなし粘性なし
2 10Y3(1 オ1)-プ黒色細砂 しまり弱い粘性なし 10Y4(1 灰色細砂がラミナ状に混じる
3 2. oG'/2fl黒色粗砂しまりなし粘性なし
4 7.5Y3(1 オUープ黒色砂質土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体多く混じる
5 7.5Y4!1灰色細砂 しまり弱い粘佳なし植物遺骨少し混じる
6 10Y4(1 灰色微砂ややしまる粘性なし植物遺体多く混じる
7 町3/1 オリープ黒色シルトややしまる粘性あまりなし 7.5V-l!1灰色細砂プロック市混じる 植物遺骨少し混じる
呂田3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 7町4(1灰色細砂プロック1時混じる植物遺体少し混じる
9 7.5Y3(1 オロープ黒色士 しまり弱い粘性ややあり 7.5Y4!1 灰色締砂プロγク3悌温巴る植物遺体混じる
10 7.5Y3(1 オ日ープ鳳色砂質士 しまり弱い粘性ややあり 10Y4!1灰色粗砂プロック2隊混じる 植物遺骨~し混じる
11 7.5Y3/1 オUープ黒色砂質士 しまり弱い粘性ややあり 植物遺体少し禍じる

E 

12 5Y4(1 灰色鮪砂・租砂 しまり弱い粘性なし径1咽以下の亙円磯.lDi角礁が20慣混じる
13 5Y3/1 オ1)-プ黒色シルトややしまる粘性やゃあり (v層)

aED日十竺d正-l，

木

1 10Y4(1 灰色鮪砂しまり弱い粘性なし
2 10Y3/1 オリープ黒色細砂 しまり弱い粘性なし 10Y4(1 灰色細砂がラミナ状に混じる
3 2.5GY2/1 黒色粗砂 しまりなし粘性なし 7.5Y3/1 オリープ黒色粗砂プロック20百合む
4 7.6Y4/1 灰色徹砂ややしまる 粘性あまりなし 10Y5/1 灰~紺砂がラミナ状に混じる互層となる
5 10Y4(1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし径0.5"叫L下の亜角碩舗含む

木

S.4伽

25 28 舗 24 21 木 20

1 10Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし 7.5Y4(1灰色徴砂がラミナ状に混じる植物遺体がわずかに混じる
2 7.5Y4!1 灰色徴砂ややしまる 粘性なし IOY4(l灰色細砂がラミナ状に混じる層の上部に植物遺体が多く混じる
帯状の部分あり 届全体に植物遺体が少し混じる
3 7.6Y4!1 灰色細砂ややしまる 粘性なし植物遺体わずかに混じる
4 1日目/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし 7.町3/1 オロープ黒色士プロックZ略混じる
5 7.5Y3/1 オ1)-プ黒色微砂ややしまる 粘性なし 7.5Y4(1 灰色租砂がラミナ状に混じる 植物遺体がわずかに混じる
6 10Y4/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし 5Y3(1 オ1)-プ黒色徹砂がラミナ状に混じる植物遺体が少し混じる
7 町3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
B 町3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 7町4(1 灰色粗砂プロック2時混じる 径lo~下の亜角穣1事混じる
9 町3/1 オリープ黒色士 しまり弱い粘性ヰキあり 5Y4/1 灰色シルトプロック1時混じる
10 草敷5Y3/1 オリープ黒色士 しまりなし粘性やゃありが包含する
11 7.6Y3/1 オPープ黒色型車(径10m前後の亙同様・亙角事11 しまりなし粘性なし 6V3/1 オリープ黒色士プロック1悌混じる
12 7.5Y3/1 オ1)-プ黒色砂質土ややしまる 粘性なし 7.5Y5/2 灰オリープ色粗砂プロック30世混じる 径l岨以下の同磯部混じる
13 5Y3/1 オリープ巣色シルト ややしまる 粘性やゃあり 植物遺体がわずかに混じる
14 町3/1 オリープ呆色土 しまり弱い粘性やゃあり 径lc叫4下のE同様鴎混じる
15 2.5Y3/1 黒褐色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体がわずかに混じる
16 7.5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる粘性キゃあり
17 7.6Y8/1 オEープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 10Y4(1 灰色粗砂プロック減混じる
18 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ヰキ強い 10Y4(1 灰色紺砂・粗砂Z略混じる
19 10Y4/1 灰色租砂 しまりなし粘性なし径Z咽以下の亙角襲・亙円模碍混じる
20 10YS/l 灰色粗砂 しまりなし粘性なし 10Y4(1灰色細砂プロyク20!掛毘じる
21 町3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4(1 灰色細砂プロックl磁混じる植物遺体少し混じる
沼田3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性ヰ込ゃあり
23 10Y4/1 灰色徴砂やキしまる粘性なし
24 2.6Y3/1 オPープ黒色士ややしまる 粘性やゃあり 7.5Y4!1灰色紺砂プロック3鍬混じる 植物遺仲ゆし混じる
お町3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり (v層)
26 町3/1 オロープ黒色土 しまり弱い粘怯やや強い (v層)
27 町3/1 オリープ巣色シルト ややしまる 粘性やゃあり (v層)
28 5Y3/1 オリ日プ黒色シルト ややしまる 粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色細砂プロック10世混じる (V層)

園田 SR2遺構図 (2)

01m  
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材を使用するといったように、使用している杭の形状が違うことからも、構築順序による時期差が想

定される。

第1段階(遺構図:園54-56)

B断面・ C断面の杭列を打設し、杭の周りを台形状に盛土していく。 B断面の杭列には横木が渡し

である。また、 B断面杭列とC断面杭列の聞には、盛土内に補強のためと見られる大小の木材が入っ

ている。杭の周りに盛土した後、北側全面の法面に草敷している。

第2段階(遺構図:園55)

南側杭列の盛士前後にさらに盛土している。

遺物は、盛士から水制遺構の構造材である杭17点と横木1点が出士し、主な杭材を図示した。杭材

の木取り(表5)は、丸木材 (181""186)が12点、木肌側を削り三角形状にしたもの (187)が1点、

半割材が1点、断面がほぼ正方形になっているものが1点、断面が長方形になっているもの (188)が

3点であった。加工状況(表6)は、単純な削り痕を残すもの (181'"188)が13点、側面に数度にわ

たる轍密な削り痕を残すものが 1点、折損ため不明のものが4点であった。先端形状(表6)は周縁

方向から比較的鋭角に先端を削りだしたもの(181'"186)が10点、 1"'2方向もしくは片面から比較

的鋭角に先端を削りだしたもの (187-188)が3点、 1"'2方向もしくは片々から比較的鈍角に先端

を削りだしたものが1点、折損のため不明のものが4点であった。土器の出土はなかった。

これより南側にある水田等に導水するための水制遺構と恩われる。北側の杭列と南側の杭列との関

係は、最初から一体として存在したものなのか、補修・補強のために南側を継ぎ足したものなのかは

判然としない。第1面の自然流路に伴うものと思われることから、本遺構も第1面を同時期のものと

考える。

3 B地区第2面の遺構と遺物

B地区第2面では、 67基の遺構を検出した。 V層上面で水田跡を検出し、 V層上面を第2面の調査

面として遺構検出を行った。 V層上面は、 B地区全域が洪水堆積層Aで覆われており、検出した遺構

面は水田が機能していた面をほぼ表していると考えられる。この回面には足跡が多く検出されたが、

人間のものだけでなく牛の足跡も同時に確認した。足跡は、区画によって組密があるが、これは耕作

土の土質で残存状況が変わったものだと考えられる。水田耕作土と基盤のV層とは分層でき、水田耕

作土は厚さが 10園前後で、 V層に砂がプロックで混じる層であった。各畦畔はV層から盛り上げられ

ていることを断ち割った断面で確認した。水田はおよそB地区全域に広がっていたと思われるが、 B

地区北部では第l面においてSM1(大畦畔)がつくられた部分は、第2面では小区画水田からゆるや

かに下がっていくため、水田として利用できない部分がある(以下SX1)。また、洪水堆積層Aを形

成する洪水が起こった後に再び洪水があり、第1面でSM1となる部分を中心にその周辺が大きく扶ら

表12 B地区第2面遺構敏一覧

遺構種別

遺構数

間
一

2

刊
一
日
目

鮒一

w



B地区(北)第2面

。 1伽

測36 SN37 (5=1/400) 

SN30j宥畦畔水口

k人

c c' 

B目60m

一『宇ーで

1 7.5Y4/1灰色徹砂ややしまる粕性なし
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SN28南陸畔水口1

a 
8.60m 

a' 

斗々 」

1 10Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし(洪水層)
2. 回3/1 対日ープ暴色土 しまりなし粘性やゃあり
6Y4/1灰色土プロック1附含む

測28甫睡畔水口2

b b' 

￥← 
1 10y4/1灰色細砂 しまりなし粘性なし(誤水層1
2 5Y3/1 オリープ黒色土 しまりなし粘性やゃあり
5Y4/1 灰色土トプロック弱含む

割35南陸畔水口

望号
77-

1 10Y5/1 灰色徹砂ややしまる粘性なし
7.6Y3/1 オHープ黒色徹砂がラミナ状に混じる
2 7.5Y3/1 オリープ黒色シルト ややしまる 粘性あまりなし
7.5Y4/1 灰色微砂がラミナ状に混じる
3 5Y3/1 オHープ黒色シルト ややしまる粘性やゃあり
7.5Y4/1 灰坐細砂プ官ツタが祁混じる

。
(5=1/40) 

1m 

園田 B地区(北)第2面水田遺構図
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SN51 (165) 
B地区(南)第2面

九

円

刊riù~れ ，，".kf)ll れ〆';.'/:~-:;-:'<.4!〓，
♂，ャ宰岳、 、、吉絞り，z.;: 委第一夜 日'<J !:'.I':~'.;." … 

:、点紅一千 一ぺ与;ぶ など:γ ν165 
\~~t/ り

・

SN59 (16B) 

SN65 

SN69 

SN66 

園59 B地区(南)第2面水田遺構図、 SN51・SN59出土遺物
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れている。また、この洪水の後、北部には自然流路が流れ始める。そのため、北部の田面は大きく破

壊され、調査区内に島状になって残っている状況であった。

B地区 SM5 B地区 SM5 B地区 S聞5肉溝

¥ } rl¥ 

十 ~I\I 十

SN57 

No929 (石)

+ l t A 
TR12 

‘ 

B' 

十(11h

す 計

+ + 

田暫橋副

図的 SM5遺構図(1 ) 
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畦畔土層断面図

A 

8，4OIi 

木(No.922)石木，"0.921)
A' 

1 7.5Y4/1 灰色砂質土ややしまる粘性あまりなし植物遺体わずかに混じる
2 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺骨少し混じる
3 7.5Y3/1 オ日ープ黒色土ややしまり強い粘性ややあり 7田町4/1灰色土プロック15幅混じる
4 6Y3/1 オリープ属色士ややしまり蜘、粘性やゃあり 植物遺仲少し混じる
6 7.5Y3/1 オ日ープ黒色士 しまり弱い粘性やゃあり 7.6Y4/1 灰色締砂プロyタ市混じる
6 6Y3/1 オリープ黒色土ややしまる 粘性やゃあり 植物遺体わずかに混じる (V層)

3 

a倫目

2 

1 10Y4!1灰色徹砂ややしまる粘性なし 7.6Y4!1灰色シルトプロック3舗混じる植物遺体少し混じる
2 10Y4!1灰色微砂ややしまる粘性なし 10Y3/1 オ~-プ黒色シルトが帯状にl悌混じる
3 1.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体わずかに混じる
4 10Y4!1灰色徴砂しまり弱い粘性なし
5 1.5Y3/1 オEープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺仲ゆし;混じる
6 1.5Y3/2 オ3ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり
1 oY3/1 オリープ黒色士(やや明るい) ややしまり強い粘性ややあり 植物遺体少し混じる
8 1.6Y3/1 オPープ黒色士 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体ゆし;混じる
9 1.5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 7.5Y4/1 灰色細砂プロック~混じる植物遺体少し混じる
10 5Y3/1 オリ)プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体わずかに混じる (v層)

C' 

S柏田 8 

1 5Y3/2 オ9-プ黒色土 しまりなし粘性あり
2 7.6Y4/1 灰色徹砂ややしまる 粘性なし 10Y4/1 灰色シルトとの細い互届植物遺体わずかに混じる
3 7.6Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 1.5Y4/2 灰オロープ徹砂プロック7県混じる植物遺体少しi混じる
4 1.回'3/1 オHープ黒色土ややしまり強い粘性やゃあり 植物遺体わずかに混じる
5 7.5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
6 5Y3/1 オ9-プ黒色土(やや明るい) ややしまる 粘性やや強い植物遺体少し混じる
7 7.日'3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 10Y4/1灰色細砂プロック祁混じる 植物追伸ゆし混じる
8 7回目'3/1 オロープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
9 6Y3/1 オPープ黒色士ややしまる粘性キゃあり 植物遺体わずかに混じる {v届)

D' 

a倫目

1 6Y3/2 オPープ黒色士 しまりなし粘性あり 植物遺体少し混じる
2 10Y4/1 灰色砂質士 しまり弱い粘性なし植物遺体少し混じる
3 7.6Y4/1 灰色土ややしまる粘性あまりなし 1.6Y4/2 灰色オFープ徹砂プロック市損じる植物遺体少し混じる
4 10Y3/1 オy-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺骨ゆし混じる
5 7目5Y3/1 オロープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
6 7目5Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
7 7.5Y3/1 オFープ黒色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
8 6Y4/1 灰色土ややしまる粘性ややあり
9 7.6Y4/1 灰色土ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
10 7.6Y3/1 オFープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体少し混じる
11 5Y3/1 オ9-プ黒色土ややしまる粘性やゃあり (v層)

園61 SM5遺構図(2) 

B' 

。 1田，，  

(S=1/4O) 
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SM4 (遺構図:図 68)

B地区の北部で東西方向に検出した。 SMlのやや南に位置する、幅約O.7mの畦畔である。この唾畔

の北側には東西方向のSD66があり、その北側には土地が下がっていく地形の SXlがある。

SM5 (遺構図:図 60・61)

B地区の南西部で南北方向に検出した。 SM3の下部にあり、第1面と第2面で唯一位置を変えない

畦畔である。特に第2面の畦畔については、幅広(約1m)であること、目印となる置き石が2箇所

(N0929、N0931)確認されたこと、上から構状に掘った後に木材が埋められていたことから他の畦畔

とは性格を異にするもので、他の畦畔は地形に拾うのに対して真北方向であることから坪境の畦畔で

あると考えられる。断ち割り調査を行ったところ、土層断面からは最初から幅広にしたのではなく、

最初に細く盛った後に幅を広げたと思われる状況が確認された。遺物の出土はなく、同時期に順に幅

広にしていったか、時間をおいて幅広にしていったかは不明である。

SN28-SN72 (遺構図:園58-68)

第1面と同様に3つの大区画ごとにそれぞれの水田遺構について述べる。第2面においてSX1北側

剖39南陸畔

A 

8.紬田

SN48南畦畔

t:ヘ与豆半-

剖53南陸畔

s五せ若手「-

SN55南陸畔

s五J44斗一一

1 1.6Y3/1 オ3ープ黒色士ややしまる粘性やゃあり 植物遺体少し混じる (畦畔盛士)
A' 2 5Y3/1 オリープ黒色土(やや明るい) ややしまる 粘性やゃあり

5Y5/2 灰オ'J~プ色土プロックが斑点状に羽混じる 植物遺体混じる (畦陣盛土)
3 5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり
5Y4/1 灰色細砂プロック1侃混じる {水田耕作土j
4 5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性ややあり
6Y4/1 灰色細砂プロァタ2側混じる {水回耕作土〉
6 6Y3/1 オロープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり 植物遺体混じる (V眉}

1 1.5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
6Y6/2 灰オPープ色士プロフク符混じる (唾畔盛士)

Z 町~/I オリープ黒色士(やや明るい) ややしまる 粘性あり
6Y4/1 灰色微砂プロッ夕刻混じる (睦昨盛土)
3 皮3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
1.5Y4/1 灰色細砂プロック誠混じる [水岡耕作土}
4 皮3/1 オリ}プ鳳色土(やや明るい) ややしまる 粘性ややあり {水回耕作土〉
5 5Y3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性ややあり 植物遺骨".tし混じる (V層)

1 1.6Y3/1 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
6Y4/1 灰色徹砂プロック2側混じる {唾畔盛土}
Z 尻3/1 オリープ黒色土(やや明るい) ややしまる 粘性，~ゃあり (陸時盛土)
3 町3/1 オリープ黒色土 しまり弱い粘性やゃあり
5Y4/1 灰色徹砂プロyク碍混じる 〈水回耕作土)
4 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
1.5Y4/1 灰色細砂プロック時混じる [水困耕作土}
E 町3/1 オリープ黒色士ややしまる粘性ヰキあり 植物遺体わずかに混じる (V層)

1 1.6Y3/1 オPープ黒色士ややしまる粘性キゃあり (睦蝉盛士)
2 1.6Y4/1 灰色シルトややしまる粘性あまりなし
回3/1 オリープ黒色土プロック3側掲じる {嵯昨盛土}
3 1.5Y3/1 オPープ黒色土ややしまる粘性やゃあり
1.5Y4/1 灰色徴砂プロック市混じる (畦昨盛土)
4 5Y3/1 オリープ鳳色土ややしまる粘性やゃあり
5Y4/1 灰色徴砂プロック7百混じる (水図耕作土)
6 5Y3/1 オリープ黒色土{やや明るい) しまり弱い粘性キゃあり 植物遺体ゆし;混じる (水困耕作土)
6 町3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性やや強い植物遺体わずかに混じる (V層)。 1m 

(8=1/40) 

園62 SN39・SN48・SN53・SN55遺構図
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SN38甫畦畔水口

l 
e e 

a蜘トムー

1 10Y5/1 灰色細砂しまりなし粘性なし
7.町3/1 オPープ黒色細砂がラミナ状に混じる

SN42束睡畔水口2

a百九ずJ

1 10Y5/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし
10Y3/1 オロープ黒色紺砂がラミナ状に混じる
Z 町3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ややあり (嵯畔盛土}

SN42東瞳畔水口4・5

i 水口5 水口4 j' 

aEJ j jJ-
一司.，... 一一r-
2 2 

水口4
1 10Y6/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし
10Y3/1 オPープ黒色細砂がラミナ状に混じる
2 7.5Y3/1 オ日}プ黒色シルト しまり弱い粘性やゃあり
水口5
1 10Y5/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし
10Y3/1 オFープ黒色細砂がヲミナ状に混じる
2 7.町3/1 オリープ黒色シルト しまり弱い粘性ややあり

SN42.畦畔水口1

B蜘斗「-

1 10Y5/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし
2 7.5Y4/1 灰色徴砂しまりなし粘性なし

SN42束睦畔水口3

土}f~

h h' 

自蜘/も¥

1 10Y5/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし
10Y3/1 オリープ黒色細砂がヲミナ状に混じる
2 7.罰百/1 オリープ黒色シルト しまり弱い粘性少しあり

SN47.瞳畔水口

8.6ι与え

1 10Y6/1 灰色細砂しまりなし粘性なし
2 10Y3/1 オリープ黒色細砂 しまりなし粘性なし
10Y5/1 灰色細砂がラミナ状に混じる

。
(8=1/40) 

園63SN38・SN42・SN47遺構図

1m 



SN46束畦畔水口

k k' 

8.6伽1

t . 
1 10Y5/1 灰色細砂しまりなし粘性なし
7.5Y3/1 オロープ黒色細砂プロックがラミナ状に混じる
2 7.5Y3/1 オロープ黒色シルト しまり弱い粘性なし
10Y4Il 灰色締砂がラミナ状に混じる

SN41甫畦畔水口

聞 m 

8.6伽

1 IOY6/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし植物遺体が少し混じる
2 IOY5/1 灰色刺砂 しまりなし粘性なし
I0Y3/1 オ日}プ黒色細砂がラミナ状に混じる

SN48南監畔水口

8.6伽 1

一~ムー

1 IOY5/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし
7.町3/1 オリープ黒色細砂がラミナ状I~混じる
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SN46南陸畔水口

ふ一、J
一一六
8.6伽1

~中一

1 lOY4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし
7.5Y3/1 オリープ黒色シルトがラミナ状に混じる
2 7.罰百/1 オリープ鼎色シルト しまり弱い粘性やゃあり

SN51束畦畔水口

n n 

8.6伽

-"21.* 
1 10Y6/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし植物遺体混じる
2 7.町3/1 オリープ黒色シルト しまり弱い粘性やゃあり

SN52東睦畔水口1

8.6伽 1

~斗「ー

1 IOY5/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし

10Y6/1 灰色細砂がラミナ状に混じる

2 7.町3/1 オPープ黒色シルト しまり弱い粘性なし

。
(S=1/40) 

1m 

園64SN46・SN47・SN48・SN51・SN52遺構図
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を大区画④、南西部畦畔(坪境畦畔以下SM5と表記する)西側を大区画⑤、 SXl南側・ SM5東側を大区

画⑥として、大区画ごとに第2面では、 SN28""'SN72の45枚の小区画水田を確認した。

大区画④ (SX1北側、 SN28-SN32)

洪水と自然流路によって島状に残存している小区画水田を5枚検出した。全形ははっきりとしない

が、検出した畦畔は並行にならないため、区画の形状は台形もしくは不定形であると思われる。 SN29

とSN30、SN31とSN32との聞は発掘区外となり、同ーの水田区画かの判断が困難であるが、 SN29の東

側調査区壁面に南北方向の畦畔があるような土層が確認できたこと、 SN29南畦畔と SN30南畦畔の平

面の位置が少しずれることから、別区画の水固として扱うこととした。この大区画④は、大区画⑥北

側の区画と標高を比べると、 20個程度低くなることから、自然地形は北側に向かって下っていること

SN52東畦畔水口2

SN53甫畦降水口

r' 

8.6伽

十
1 10日/1 灰色細砂しまりなし粘性なし
7.5Y3!1 オ!J-プ黒色細砂がラミナ状に混じる
2 7.5Y3!1 オ!J-プ黒色シルト しまり弱い粘性やゃあり

SN55東畦畔水口

t 

8.6伽1

t' 

1 10Yo/l 灰色細砂しまりなし粘性なし
2 7.6Y3!1 オPープ黒色シルト しまり弱い粘性やゃあり

剖53甫畦畔水口

SN52束畦畔水口2

s 8' 

8.6伽

ー_.__ー
1 1日IY6/1 灰色細砂しまりなし粘性なし
7.5Y3/1 オリープ黒色シルトプロック2O't含む

釧52甫畦畔水口1・2

水口1水口2

U 水口1水口2 u' 
8.6伽

-J 屯ぞ-
4 姐削(灰色細砂が堆積していた)

水口1
1 10Y5/1 灰色細砂しまりなし粘性なし
7田町'3/1 オロープ黒色シルドがラミナ状に混じる
2 7田町'3/1 オロープ黒色シルト しまり弱い粘性ややあり

。
(5=1/40) 

園田 SN52・SN53・SN55遺構図
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82 第3章調査の成果

が分かる。水口はSN28南畦畔に2筒所、 SN30南畦畔に1筒所確認した。

遺物は、土師器が1点出土した。

大区画⑤ (SM5西側、 SN57-SN59・SN66)

小区画水田を4枚検出した。特に北側の2枚は面積が小さく、全形ははっきりとしない。南側の2

枚は長方形の区画が推測される。

遺物は、水田遺構に伴う畦畔も含め、中近世陶器が1点、石器・石製品が2点、木製品が 16点出

土し、叩石 (168)を図示した。 168は SN59から出土したもので、表面に煤が付着している。石材は

安山岩である。

大区画⑥ (SX1南側・SM5東、 SN33.......SN56・SN60.......SN65・SN67.......SN72)

小区画水田を36枚検出した。形状は、長方形・五角形・不定形と様々である。これは、自然地形に

SN51鋤溝 SN60区画肉足跡

SN46東畦陣水口
......ム.J..L.L.J...J..J...L・L......ふみム品ム.L..&...J..........J...L....L.J....L.L.Lムムム

日

目。ハ。 o 0 
o ~ 

。
もDDDa qhh・ρ。c> 00" R。
。;辺、-~ n-n~ c)  0 ，...，0 - 0 -0 
b f-Gコ品。σ b 、b v 
【勺 Q = d 、。

~ 0 d白、 。
o 0・o 0 c::::> 0 0 

Jコ。~. .p (p 。物(!IQ ...." 
u 、oJnY 1:::)0 c:、- -，ノ

、

cbDO『向、;;. SNω;μ  
。O"'(¥'i:!O_v Y 0 ':'もわぺ

• "d  011 ..... 0 C::>・ ν

。c'>0 () 

o 2m 

1 10Y4/1灰色土しまり弱い粘性やゃあり (Ia層)
2 町411灰色土 しまる粘性ややあり 鉄分沈着あり (Ib届)
3 7.6Y3/1オPープ黒色土ややしまる 粘性.~ゃあり 6Y4Il灰色土プロック20幅混じる (n届)
4 10Y4/1灰色砂質土ややしまる粘性ややあ申 鉄分沈着あり
5 5Y3/1オロープ黒色シルト ややしまる 粘性やゃあり 鉄分'1:1:着少しあり 植物遺骨J険し混じる Q面目;水岡耕作土]

(S=1/1∞) 

6 町3/1オリープ黒色シルト ややしまる 粘性あまりなし鉄分沈着少しあり 7.5Y4Il 灰色細砂プロックl時混じる植物遺体少し混じる (m層〕
7 10Y5/1灰色細砂 しまり弱い粘性なし 7.町.3/1オロープ黒色紺砂がラミナ状に混じる植物遺体少し混じる (lV層}
B 町3/1オリープ黒色土 しまりなし粘性やゃあり 7‘町'4/1灰色土がラミナ状に嵩じる (IV層}
9 7.5Y3/1 オPープ黒色土 ややしまる 粘性キゃあり 7.5Y4Il灰色砂質土プロック30幅湿巴る 植物遺体少し混じる (2面畦畔盛土J
10町3/1オリープ鳳色士ややしまる 粘性ややあり 7目6Y4Il 灰色士プロック20幅混じる 植物治体少し混じる (2面目畦昨盛士) 0 1m 
11 7.6Y3/1オPープ黒色士 しまり弱い粘性キゃあり 7.6Y4Il灰色細砂プロフダl脱漏じる 植物遺体ゆし混じる
12 5Y3/1オロープ黒色土ややしまる粘怯ややあり 植物遺体少し混じる (V屠) (2面水田耕作土) (S=I/50) 

園田 SN51・SN60遺構図
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13 7.6Y6/1 灰色シルト しまり弱い粘性あまりなし 6Y4/1 灰色粗砂がラミナ状に混じる植物遺体が混じる (lV，届)
14 10Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし 7.6Y4/1灰色シルトがラミナ状に混じる植物遺体少し掲じる {lV.屠)
15 10Y4/1 灰色相砂 しまりなし粘性なし 7.5Y3/1
オ9-プ黒色土.7.5Y4Il灰色シルトがラミナ状Ic:混じる 植物遺体が混じる
16 5Y3/2 オリープ呆色土 しまり弱い粘性やゃあり
7.5Y4Il 灰色土プロック2保混じる 植物遺体少し混じる 上面からの踏み込みにIOY4I1 灰色細砂が入る
17 7.5Y3/1 オPープ黒色土 しまり弱い粘性キゃあり
7.6Y4Il 灰色土プロック1%混じる 植物遺体少し混じる
18 7.6Y3/1 オPープ黒色土ややしまる 粘性キゃあり
7.5Y4Il 灰色土プロックl怖混じる 植物遺体わずかに混じる
19 5Y3/1 オリープ黒色土ややしまる粘性ヰ中あり
7.5Y4Il 灰色土プロック碍混じる 植物遺体少し混じる (V層}

(lV居)

(2面水回睦畔盛土J

(2面水図書F作土)

1 10Y4/1 灰色士 しまり弱い粘性やゃあり (Ia届)
2 10Y3/1 オHープ黒色士 しまる粘性やゃあり 鉄分沈着あり (Ib眉)
3 町3/1 オ9-プ黒色土ややしまる 粘位やゃあり 鉄分沈着あり 5Y4Il 灰色シルトプロ γク 15~世含む
4 7.5Y4/1 灰色シA〆トややしまる粘性なし鉄分沈着少しあり 10Y4/1 灰色粗砂プロック1弱含む
5 5Y4/1 灰色シルト ややしまる粘性なし鉄分沈着少しあり
6 7.5Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし鉄分沈着少しあり(剖1盛土)
7 7.5Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし植物遺体多〈混じる(SlIl盛土}
8 10Y4/1 灰色細砂 しまりなし粘性なし植物遺体多く混じる(SlIl盛土)
9 7.6Y4/1 灰色細砂 しまり弱い粘性なし鉄分沈着少しあり(湖l盛土)
10 5Y4Il 灰色シルト しまり弱い粘性あまりなし植物遺体が混じる鉄分沈着わずかにあり
11 10y4/1 灰色粗砂 しまりなし粘性なし径1咽以下の亙角礎部品じる
12 7.5Y3/1 オリープ黒色砂質土ややしまる 粘性やゃあり 10Y5/1 灰色粗砂がラミナ状Ic:混じる
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沿って区画を作っているためであると考えられる。南、南東方向へ標高が低くなる自然地形に合わせ

て区画しているため、畦畔も湾曲している。特に、南東部の SN55・SN56・SN64・SN65・SN72は自然地形に

合わせて回面が一段低くなっていることが確認できる。そのため、第2面の水田遺構では、第 1面で

見られたような1町方格の内部に区画の規則性は見られないと言える。水口は、SN35南畦畔に 1箇所、

SN38南畦畔に1箇所、 SN42東畦畔に5箇所、 SN46東・南畦畔に各1箇所、 SN51東畦畔に1箇所、 SN47

南畦畔に 1箇所、 SN48南畦畔に 1箇所、 SN52東畦畔に1箇所、 SN52南畦畔に2箇所、 SN55東畦畔に

1箇所検出した。いずれも洪水堆積層Aが堆積しており、洪水による埋没時期は水口が空いていた時

期であると言える。追加調査によって SN51の北部に鋤溝群とそれに伴うと恩われる足跡を検出した。

東西方向の足跡の下に同じく東西方向の鋤溝があり、 SN51の南部には南北方向の人間と牛の足跡が認

められた。 SN51の南側に位置する SN60とSN63でも同様に南北方向の人間の牛の足跡が認められた。

水口が開いているので、水が入って鋤溝が残っていないが、田おこしや代掻きの作業の可能性がある。

また、 SN48、SN52、SN53には東西方向の人間の足跡が認められた。耕作痕がV層に残るのは部分的で

あるが、平面的に確認しなかった箇所でも、耕作土層とV層との分層線が波打っているような場合に

は、鋤溝の痕跡があった可能性がある。

遺物は、土師器が4点、須恵器が 1点、山茶碗が 1点、木製品が2点、種子が 11点出土し、土師器

(165)を図示した。 165は、 SN51の耕作土から出土した土師器警で内外面に煤が付着。弥生時代から

古墳時代のものと恩われる。

SXl (遺構図図 68)

B地区の北側、水田区画 SN35の北側に位置する。 SN35北畦畔のすぐ北側に畦畔沿いに東西方向の

溝状遺構があり、そこから北に向かって下がっていく地形となっている。平坦な面ではないので、水

固として使用されていた可能性は低い。また、この面には多数の足跡を検出したが、円形のものが多

く、人間の足跡というより牛の足跡と恩われる。水田区画聞の空き地的な空間であったのかもしれな

い。また、 SX1から北の洪水堆積層A周辺は第1面で検出した大畦畔の位置にあたり、土地が下がっ

ていった法尻の部分に溝があった可能性もある。

NR2 

B地区の北部に位置し、 SX1の北側で東西方向に検出した。幅は約 12血である。南側のは1はNR2

に向かつて下がっていく地形となっている。第2面の水回遺構を壊していることから、この水田遺構

を覆う洪水堆積層と関係する可能性がある。
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園71 第1面遺構全体圏分割園2
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遺構別遺物出土点数 101 

表13 遺構別遺物出土点数

古代土 中111:
時期

灰軸 中近世 中国製 瓦質 石器・ 金属
遺構名 地区名 検出面

町署E士舗.
不明 須恵.

陶器
山茶碗

陶器E陶磁器 土器
土製品
石製品 製品

木製品 炭化物 種子 合併
土師器

SDl A 1b基 2 4 6 
5D4 A 1b基 l l 
5D5 A 1b基 1 l 2 
SD6 A W上 3 s 
5D1 A Ib基 10 1 E 16 
SIl8 A Ib基 2 1 14 2 19 
SDl5 A 1b基 2 2 
5D17 A 1b基 1 1 
5D21 A Ib基 1 1 2 
5D23 A W上 1 l 2 
5D24・5D25 A 1b基 1 1 
5D26 A 1b基 4 1 1 1 7 
5D28 A 1b基 3 z 自 z 15 
5D30 A Ib基 7 12 8 27 
5D31 A Ib基 1 1 2 4 
5D32 A Ib基 13 2 1 53 1 71 
5D33 A Ib基 4 10 1 1 31 1 1 49 
5D34 A Ib基 2 2 4 
5D36 A Ib基 2 29 7 4 76 E 122 
5D36 A Ib基 3 20 24 7 146 日 2 20日
5D37 A 1b基 3 3 5 l 12 
51日3 A 1b基 5 4 3 12 
5K04 A Ib基 3 4 l 8 
5K06 A Ib基 1 2 10 13 
5108 A Ib基 1 2 3 
5Kl2 A Ib基 1 1 
5113 A Ib基 1 2 1 1 5 
5Kl6 A Ib基 1 1 
5Kl6 A Ib基 1 l 
5122 A 1b基 1 1 2 
5125 A 1b基 1 l 
5127 A 1b基 1 l 
5K30 A Ib基 l 1 2 
5131 A Ib基 6 1 10 17 
5135 A Ib基 1 1 
5138 A Ib基 1 1 
5139 A 

I1云b基孟 1 1 
5K40 A 1 l 
5142 A Ib基 l l 
5143 A 1b基 3 2 l T 2 1 4 20 
5144 A 1b基 2 11 16 5 

“ 
100 

5145 A Ib基 3 9 z 9 23 
5K46 A Ib基 12 11 7 66 2 88 
5147 A Ib基 1 1 7 9 
5148 A Ib基 1 E 自 5 39 58 
A 』土ハ百十 9 111 147 3 40 569 52 1 。 E I 4 1 口 1 944 
5D43 B E上 1 2 s 
004 B E上 1 l 
5N05 B E上 5 12 17 
5N06 B E上 1 l 
5NI0 B E上 E 6 
5NI0南睡畔 B E上 1 l 
SN12 B E上 1 l 
SN13 B E上 1 1 
SN15 B E上 1 1 
SN16 B E上 2 2 
001 B E上 4 1 E 
006 B E上 1 l 
000 B V上 1 1 
SNω B V上 4 4 
SN41 B V上 l l 
S胤3 B V上 1 l 
SN48 B V上 1 l 
001 B V上 2 2 
SN51)柾畦畔 B V上 2 2 
002 B V上 2 2 
003 B V上 2 1 3 
006 B V上 4 4 
S斑9 B V上 z 2 
5N59)証睦畔 B V上 2 4 6 
SN6甫睦畔 B V上 3 3 
SN63 B V上 1 1 2 
SN64 B V上 1 1 
SN66;東睡畔 B V上 1 13 14 
SRl B V上 139 E 144 
SR2 B V上 61 61 

s、
置~置 lIJ m:J l!II 7J mC::::m:J m D 1Il !iJ !iJ II::::::DJ 1Il l:lII:::::m!I 
8. 1悶Rヨ 42 14日 45 3 20Y 8 18 
E層 4 11 l B 31 17 l 73 

A !~雪周出 ハ冒す 1 46 161 3 53 斜8 226 l 1 6 8 6 l 。。861 
B地区 18・Ib肩 68 30 11 26 477 273 8 2 12 6 6 2 5 926 
B堪区 E層 14 日 4 2 64 7 1 1 1 1 E l凶
B E層 1 20 1 2 1 1 2 E 33 
B IV層 E 5 2 1 1 12 41 68 
B V層 1 l 

，、
目 判官圃rti-rFn貯 目 11 1ヨQI ?l民l 241 R11 Rq31 11071 101 31 ?.<J 1 1民l 131 1日l ヨl 自民I HlH71 

ロ
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表14 ピット・土坑一覧

遺構 地区 地積 断面 底面
a量 {m}

挿図香 図版番n，γ名 検出面 坦土 平面形状 上端 下端
番号 4s 状況 形状 形状

長軸 短軸 長軸 短軸
深さ 号 号

SPl A AM8 W上 2 G B4 楕円 82 0.26 0.17 0.16 0.10 0.20 29 E 

SP2 A AM8 W上 4 G B5 椅円 82 0.30 0.23 0.20 0.12 0.38 29 5 

SP3 A AQ9 Ib基 3 G C3 楕円 b3 0.28 0.24 0.08 0.03 0.17 29 5 

SP4 A Aω Ib基 3 G c4 楕円 81 0.37 0.25 0.14 0.09 0.28 29 5 

SK01 A Aω Ib基 l A B1 円 81 0.32 0.30 0.26 0.26 0.03 

SK02 A 幻8 W上 2 B Bl 楕円 81 0.32 0.23 0.22 O. 14 0.06 

SK03 A A08-9 Ib基 2 B Bl 不定形 cl 2.90 2.84 2.85 2.75 O. 10 

SK04 A AM-N8 Ib基 l A Bl 不定形 cl 1. 96 (1. 72) 1. 90 (1. 70) 0.07 
SK05 A A閃-9 Ib基 2 B Bl 不定形 bl (3.88) 3.74 2. 78 2.72 0.14 23 4 

SK06 A AL-M9 W上 2 B B1 不定形 81 (1. 49) 0.88 (1. 19) 0.43 O. 19 
SK07 A AM8 W上 l A Bl 不定形 81 (0.90) 0.83 (0.89) O. 72 0.04 

SK個 A AN-M8 Ib基 3 B Bl 不明 bl 2.61 (0.41) 1. 56 (0.24) O. 12 

SKω A AN8 Ib基 1 A Bl 不定形 81 1. 01 0.34 0.98 0.31 0.04 
SKI0 A AM8 Ib基 l A B1 不整長楕円 81 1. 32 0.42 1. 21 0.25 0.07 

SKl1 A AM8 Ib基 l A B1 不整長楕円 81 0.50 0.26 0.42 0.18 0.03 

SK12 A AN8 Ib基 l A A1 不定形 b1 2.05 0.65 1. 19 0.37 0.10 

SK13 A AN9 Ib基 l A B1 不定形 cl 1.92 0.60 1. 88 0.51 0.08 
SK14 A AN9 Ib基 1 A B1 不整円 81 0.72 0.62 0.66 0.59 0.05 

SK15 A AN9 Ib基 2 B B1 不定形 81 1. 13 (0.91) 1. 09 (0.86) 0.07 

SK16 A AM9 Ib基 2 B B1 不整長楕円 81 0.85 0.33 O. 74 0.24 0.07 

SK17 A AM9 Ib基 2 B A1 不定形 b1 0.65 0.38 0.21 0.19 0.08 

SK18 A AN9 Ib基 l A B1 不整円 c1 0.57 0.48 0.52 0.44 0.07 

SK19 A AN9 Ib基 1 A A1 不整楕円 81 0.31 0.25 0.22 0.16 0.04 

SK20 A AN9 Ib基 1 A B1 不整長楕円 81 0.59 0.22 0.53 0.18 0.04 

SK21 A AN9 Ib基 l A Bl 不整楕円 81 0.37 0.29 0.25 0.18 0.04 

SK22 A AN9 Ib基 2 B B1 不整長楕円 c1 1. 24 0.64 1. 17 0.59 0.09 

SK23 A AN9 Ib基 2 B B1 楕円 81 0.32 O. 18 0.25 O. 14 0.03 

SK24 A AN9 Ib基 l A B1 不整長楕円 81 0.26 0.18 0.20 O. 12 0.03 

SK25 A AN9 Ib基 2 B Bl 不整長楕円 81 0.28 0.18 0.24 O. 12 0.04 23 4 

SK26 A AN9 Ib基 l A B1 不整長補円 81 0.55 0.31 0.49 0.21 0.04 

SK27 A AN9 Ib基 2 B Al 不定形 bl 1. 50 0.60 0.96 0.24 0.11 

SK28 A AN-ω Ib基 A B1 不定形 b1 ω.95) 0.38 0.45 0.35 0.05 

SK29 A Aω Ib孟 l A Al 不整長楕円 bl 1. 06 0.32 0.97 0.27 0.05 
SK30 A Aω Ib基 1 A B1 不整長楕円 81 1.15 0.27 1. 10 0.22 0.05 

SK31 A AM-N9 Ib基 2 B B1 不整正方形 c1 2.94 2.72 2.85 2.66 0.12 

SK32 A AM9 Ib基 1 A Bl 不明 81 0.67 (0.36) 0.58 (0.36) 0.05 

SK33 A 組9 Ib基 l A B1 不定形 81 0.89 0.28 0.81 0.18 0.05 

SK34 A AM9 Ib韮 l A Bl 不定形 81 (0.90) 0.30 (0.83) 0.21 0.05 

SK35 A AM9 Ib基 1 A B1 不整長槽円 81 0.39 0.25 0.28 0.17 0.04 

SK36 A AM9 W上 1 A B1 不定形 81 3.46 1.71 3.35 1. 69 0.07 
SK37 A Aω Ib基 2 H El 不明 c1 1. 56 (0.39) 1. 48 (0.31) 0.09 

SK38 A AP9 Ib基 l A Al 不定形 81 (1. 29) 0.97 (1. 24) 0.89 0.06 
SK39 A A悶 Ib基 l A A1 不整長楕円 81 0.74 0.50 0.45 0.23 0.05 

SK40 A Aω Ib基 2 B B1 楕円 a2 0.30 0.25 0.26 0.21 0.06 

SK41 A AP8 Ib基 2 B B1 不定形 b1 (0.66) 0.36 (0.64) 0.26 0.06 

SK42 A AP-Q8 Ib基 2 B B1 不定形 81 1. 29 (0.47) 1. 22 (0.44) 0.06 24 

SK43 A AP-Q8-9 Ib基 l A Bl 不整円 81 1. 37 1. 18 1. 25 1.11 0.05 24 4 

SK44 A AP-Q8-9 Ib基 2 D B1 不定形 81 (4.76) (4.32) (4.74) (4.22) 0.08 25 4 

SK45 A Aω Ib基 2 D B1 不明 81 2.16 (1. 30) 1. 74 (1. 30) 0.07 26 
SK46 A AQ8-9 Ib基 2 B Bl 不定形 bl (3.20) (1. 55) (2.24) 1. 26 O. 12 27 4 

SK47 A AR9 Ib基 2 B C1 不定形 a3 1. 26 0.89 0.13 0.10 0.26 

SK48 A AQ9 Ib基 l A Bl 不明 a5 (2.98) (1. 95) (2.98) (1. 95) 0.06 28 4 

SK49 A Aω Ib基 2 B B1 楕円 81 0.32 0.26 0.19 0.13 0.06 

SK50 A Aω Ib基 l A B1 不定形 81 1. 21 0.36 1. 03 0.25 0.08 
SK61 A Aω Ib基 2 B A2 楕円 81 0.29 0.26 0.10 0.08 0.09 

SK52 B AJ3 E上 1 A B2 椅円 81 0.24 O. 15 0.19 0.12 0.05 

SK53 B AJ3 E上 l A Bl 楕円 81 0.29 O. 19 0.26 0.16 0.04 

SK54 B 組2 E上 l A B1 不定形 81 0.86 0.48 0.81 0.45 0.09 

SK55 B AM-N2-3 E上 A B1 不定形 81 5.98 (2.48) 5.85 (2.41) 0.09 

SK56 B AN-02 E上 2 B B1 楕円 81 0.59 0.46 0.50 0.40 O. 12 

SK57 B A似 E上 1 A A2 楕円 81 0.23 0.20 0.10 0.08 0.06 

SK58 B API-2 Ib基 l A Bl 不整楕円 81 1. 12 O. 75 0.92 0.62 0.06 
SK59 B AQ2 E上 1 A Bl 楕円 81 0.89 0.74 O. 78 0.62 0.06 

SK60 B AQ2 E上 l A B1 不整楕円 81 0.52 0.38 0.48 0.34 0.07 

SK61 B AR2 E上 2 B B1 不整楕円 81 0.41 0.32 0.38 0.29 0.07 

SX1 B AP-Q1-2 V上 (4.30) 3.00 (4.30) 2. 10 0.07 68 8 



遺構一覧 103 

表15 溝・水制遺構・流路一覧(1)

遺構 地区 検出 断面
Zま量 (m)

縛図番 図版番n，ド名 埋土 上繍 下端
番号 名 層位 形状

長軸 短軸 形状比 長軸 短軸 形状比
深さ 深さ比 号 号

S01 A AN-Q8 1 b基 2D B181 15.69 0.24 65.38 15.60 0.20 78.00 0.07 0.29 
S02 A AN8 1 b基 lA Blcl 1. 39 0.29 4.79 1. 33 0.19 7.00 0.03 0.10 
SD3 A AN-!i8 Ib基 2B Albl 2.40 0.45 5.33 1. 73 0.31 5.58 O. 10 0.22 
SD4 A AP-Q8-9 Ib基 2B A1a1 3.57 0.27 13.22 3.50 0.22 15.91 0.06 0.22 
S05 A A08 1 b基 lA 8181 1.18 O. 18 6.56 1.11 0.10 11. 10 0.05 0.28 

SD6 A AJ8 IV上 3F 81b1 3.51 0.68 5. 16 3.38 0.55 6.15 0.08 0.12 

SD7 A A鵬 1 b基 2B Alc1 3.07 0.62 4.95 2.21 0.28 7.89 0.17 0.27 
SOS A AQ-R9 Ib基 28 A1c1 3.54 O. 73 4.85 2.82 0.32 8.81 O. 14 0.19 
S凶 A AL-M9 IV上 lA 81a1 1. 29 0.21 6. 14 1. 18 0.15 7.87 0.05 0.24 

SDI0 A A鵬 IV上 2B B2al 3.08 0.30 10.27 2.95 0.19 15.53 0.11 0.37 

SD11 A AL9 IV上 lA A2al 0.94 O. 12 7.83 0.89 0.08 11. 13 0.06 0.50 

S012 A A即 1 b基 lA Alal 2.55 0.17 15.00 2.50 0.09 27.78 0.03 O. 18 

S013 A A回 1 b基 lA 8181 1. 73 O. 15 11. 53 1. 66 0.08 20.75 0.03 0.20 

S014 A AN8 1 b基 lA 81al 1.02 O. 14 7.29 0.93 0.09 10.33 0.03 0.21 

S015 A AN9 1 b基 lA 81a1 1.17 0.11 10.64 1. 12 0.07 16.00 0.03 0.27 
S016 A AN8-9 1 b基 20 8181 (5.10) 0.31 (16.45) (5.10) 0.23 (22.17) 0.05 0.16 
S017 A AN8-9 Ib基 lA Alal (3.61) 0.23 (15.70) (3.56) O. 12 (29.67) 0.05 0.22 
S018 A AN9 1 b基 lA 82al 1. 50 O. 10 15.00 1. 48 0.06 24.67 0.03 0.30 
S019 A AN-09 1 b基 lA 81a1 (2.33) 0.18 (12.94) (2. 33) 0.13 (17.92) 0.03 0.17 

SD20 A A09 1 b基 lA Blal (2.44) 0.20 (12.20) (2.43) 0.14 (17.36) 0.02 O. 10 

S021 A AP9 1 b基 lA 8181 (3.74) 0.52 (7. 19) (3.71) 0.46 (8.07) 0.03 0.06 

S022 A AP9 1 b基 lA 8281 (2.94) 0.22 (13.36) (2.94) 0.13 (22.62) 0.11 0.50 
S023 A Ali8-9 IV上 lA 8181 (7.86) 0.86 (9.14) (7.86) O. 78 (10.08) 0.08 0.09 
S024 A AN-08-9 Ib基 2B B1b1 (3.76) 0.61 (6.16) (3.76) 0.38 (9.87) 0.16 0.26 16 

S025 A A09 1 b基 lA 8181 (2.26) 0.44 (5. 14) (2.26) 0.27 (8.37) 0.11 0.25 16 2 
S026 A AP8-9 Ib基 4B 81b1 (6.26) 1. 45 (4.32) (6.26) 0.98 (6.39) 0.17 0.12 17 2 
S027 A AL9 W上 2B B181 (4.54) 1. 53 (2.97) (4.40) 1. 44 (3.06) O. 16 0.10 

SD28 A AO-Q9 Ib基 28 81b1 (3.73) 3.64 (1. 02) 3.50 2.29 1.53 O. 15 0.04 17 2 
S029 A AN9 1 b基 lA 82b1 (1. 00) O. 16 (6.25) (0.99) 0.12 (8.25) 0.07 0.44 

S030 A AN9 1 b基 38 Blcl (6.88) 1. 66 (4. 14) (6.80) 1. 50 (4.53) O. 12 0.07 18 
S031 A AN8-9 Ib基 28 8181 (7.12) 2.14 (3.33) (7. 12) 2.01 (3.54) 0.08 0.04 
SD32 A AQ-R9 Ib基 28 8181 (4.28) 0.67 (6.39) (4.23) 0.53 (7.98) 0.08 O. 12 18 
S033 A AQ-R8-9 Ib基 2D B1a2 (1. 60) 0.68 (2.35) (1. 60) 0.64 (2.50) 0.06 0.09 19 2 
S034 A AQ9 1 b基 lA B181 (3.35) 0.44 (7.61) (3.35) 0.36 (9.31) 0.05 0.11 

SD35 A AQ-R8-9 Ib基 28 Blcl (6.42) 1. 72 (3.73) (6.29) 1. 37 (4.59) 0.21 0.12 19 2 
S036 A AR8-9 Ib基 4B 81b1 (5.24) (5.20) 1. 01 (5.20) (5.10) 1.02 O. 18 (0.03) 20 3 
S037 A AP-Q8-9 1 b基 3E B1b1 (5.00) 3.20 (1. 56) (4.86) 3.04 (1. 60) 0.20 0.06 22 3 
S038 B AL-N4-5 E上 28 8181 11. 50 0.88 13.07 11. 34 0.46 24.65 0.14 0.16 41 
S039 B A01-5 E上 38 8181 (17.80) 2.24 (7.95) (17.80) 1. 36 (13.09) O. 10 0.04 42 6 
SD40 B AQ-RI-2 E上 lA 8282 (4.55) 0.30 (15.17) (4.49) 0.22 (20.41) 0.18 0.60 
SD41 E AQ-R2 E上 lA Alal (3.86) 0.26 (14.85) (3.84) 0.17 (22.59) 0.06 0.23 
SD42 B AQ-R2 Eよ 2B 8281 1. 99 0.33 6.03 1. 94 0.23 8.43 O. 10 0.30 
SD43 B α-F3 E上 38 81b1 15. 16 0.92 16.48 14.92 0.50 29.84 0.25 0.27 
SO<< B αs E上 lA 8181 1. 04 O. 10 10.40 1. 02 0.08 12.75 0.02 0.20 
SD45 B α5 E上 lA 8181 1. 08 O. 18 6.00 1. 04 0.15 6.93 0.02 0.11 
SD46 B α5-6 E上 lA 81al 0.92 0.08 11. 50 0.90 0.06 15.00 0.02 0.25 
SD47 B CE-F5 Eよ lA 81a1 0.87 0.16 5.44 0.85 0.14 6.07 0.03 0.19 
SD48 B σs E上 lA 8181 2.10 O. 12 17.50 2.09 0.09 23.22 0.02 0.17 
SD49 B σ5 E上 lA 8181 1. 67 O. 13 12.85 1. 64 0.08 20.50 0.02 0.15 
SD50 B CF5-6 E上 lA 8181 1. 84 0.17 10.82 1. 81 0.13 13.92 0.02 O. 12 
S051 B CF6 E上 lA 81al 3.84 0.11 34.91 3.83 0.09 42.56 0.02 0.18 
S052 E CF5 E上 lA B1a1 2.09 O. 14 14.93 2.05 0.10 20.50 0.03 0.21 
S053 B σ-G5 E上 lA 81al 1.71 0.14 12.21 1. 69 0.10 16.90 0.02 0.14 
S054 E σ-G5 Eよ lA 8181 2.07 0.11 18.82 2.05 0.09 22. 78 0.02 0.18 
SD55 B CF5 E上 lA 81al 1. 88 O. 10 18.80 1. 86 0.08 23.25 0.02 0.20 
S056 B ∞6 E上 lA 8181 0.75 O. 10 7.50 O. 73 0.05 14.60 0.02 0.20 
S067 B ∞5 E上 lA B1h1 2.24 0.66 3.39 2.18 0.58 3. 76 0.06 0.08 6 
S058 B ∞3 E上 lA A2al 1.17 O. 11 10.64 1.15 0.09 12.78 0.04 0.36 
S059 B CG3 E上 lA A2al 0.69 O. 13 5.31 0.65 0.08 8.13 0.04 0.31 
SOSO B ∞3 E上 lA 81al 2.13 O. 18 11. 83 2.10 0.17 12.35 0.03 0.17 
SOSI B ∞3 E上 lA 8181 2.82 0.20 14. 10 2.80 0.18 15.56 0.03 0.15 
SD62 B ∞3 E上 lA 8181 4.28 O. 18 23.78 4.26 0.14 30.43 0.04 0.22 
SD63 E ∞3 E上 lA 81al 3.64 O. 14 26.00 3.62 0.10 36.20 0.03 0.21 
SD64 B 8N-020 Eよ lA 81c1 6.42 0.54 11. 89 6.32 0.43 14.70 0.05 0.09 
SD65 B AL-lII2 V上 (5.20) 1. 10 (4.73) (4.90) 0.85 (5.76) 0.06 0.05 
SD66 B AO-PI-2 V上 2c 8181 (4.41) 0.43 (10.26) (4.41) 0.37 (11. 92) 0.04 0.09 68 
SD67 B BH2-3 V上 lA 81al (0.62) 0.25 (2.48) (0.57) 0.17 (3.35) 0.02 0.08 
SD68 B 目。 V上 lA 81al 0.70 O. 15 4.67 0.60 0.07 8.57 0.03 0.20 
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表16 漕・水制遺構・流路一貫 (2)

遺構 地区 検出 断面
法量 (m)

挿図番 図版番r"ト.名 埋土 上錨 下織
番号 名 層位 形状

長軸 短軸 形状比 長軸 短軸 形状比
深さ 深さ比 号 号

SD69 B BH2-3 V上 1A B1a1 (2.95) 0.20 (14.75) (2.90) 0.12 (24. 17) 0.06 0.30 

SD70 B BH2-3 V上 1A Blal (2.95) 0.22 (13.41) (2.90) 0.15 (19.33) 0.06 0.27 
SD71 B BH2-3 V上 1A Blal 0.80 0.20 4.00 0.75 O. 10 7.50 0.05 0.25 

SD72 B BH3 V上 lA Bla1 0.60 0.15 4.00 0.52 0.10 5.20 0.05 0.33 
SD73 B BH2-3 V上 1A Blal 1. 62 0.20 8.10 1. 55 O. 12 12.92 0.04 0.20 

SD74 B BH2-3 V上 1A Blal 2.62 0.22 11.91 2.55 0.17 15.00 0.05 0.23 
SD75 B BH2-3 V上 1A Blal (2.10) 0.20 (10.50) (2.07) O. 10 (20.70) 0.04 0.20 

SD76 B BH2-3 V上 1A B1al (2.10) 0.22 (9.55) (2.07) O. 15 (13.80) 0.05 0.23 
SD77 B BH2-3 V上 1A B1al (0.85) 0.22 (3.86) (0.82) 0.17 (4.82) 0.02 0.09 

SD78 B BH3 V上 lA Bla1 0.95 0.26 3.65 0.90 0.22 4.09 0.06 0.23 
SD79 E BH2-3 V上 1A B1al (0.75) 0.22 (3.41) (0.71) 0.17 (4.18) 0.03 0.14 

SD80 B 問13 V上 lA Bla1 1. 27 0.21 6.05 1. 22 0.17 7. 18 0.01 0.05 
SD81 E BH2-3 V上 1A B1a1 (0.79) 0.35 (2.26) (0.74) 0.27 (2.74) 0.03 0.09 

SD82 B BH3 V上 lA Bla1 0.87 0.20 4.35 0.34 0.15 2.27 0.07 0.35 
SRl E AH-I2-3 V上 7.20 6.65 1. 08 7.10 6.60 1. 08 0.05 0.01 43-51 12・13

SR2 B AK-IA-5 V上
43・54 13 
-56 

NRl B 組-Ll5 V上 台形 (24.50) 15.35 (1. 60) (24.05) 14.40 (1. 67) 0.25 0.02 

NR2 B ，¥M-PI5 V上 台形 (19. 10) 12.10 (1. 58) (18.80) 11. 25 (1. 67) 0.13 0.01 

表17 水田遺構一覧(1)

遺構 地区 検出 平面形状
V;;. lm) 

n，ド名 中央部 縛図番号 図版醤号
番号 名 層位 唾畔の向き

長軸 短軸 形状比 棟高

SN01 B AP-R1-3 E上 長方形? (9.85) (7.22) 1.36 8.74 

SN02 B AP3-5 E上 長方形? (10.24) (2.94) 3.48 8.65 

SN03 B A-CT-C2-4 E上 長方形? (14.10) (7.36) 1. 92 8.60 33・36 7・8
SN04 B CD-F2-3 E上 長方形? (6.00) (5.90) 1.02 8.57 34 

SN05 B CD-F3-4 E上 長方形? (3. 10) (2.20) 1. 41 8.56 

SN06 B CC-F4-5 E上 長方形? (18.38) 3.84 (4.79) 8.62 8 

SN07 B A-CT-E5-6 Eよ 長方形 12.68 6.24 2.03 8.55 

SN08 B CE-G5-6 E上 長方形? 8.94 (3.64) (2.46) 8.69 36・40 8 

SN09 B CF-G2-3 E上 長方形 9.50 6.14 1. 55 8.52 

SNI0 B CF-G3-4 E上 方形 6.18 5.82 1. 06 8.53 38 7 

SN11 B CF-G4-5 E上 長方形 6.06 4.32 1. 40 8.54 38 

SN12 B CK-N1 E上 方形 16. 72 10.32 1. 62 8.49 

SN13 B CH-I3-5 E上 長方形 12.82 7.84 1. 64 8.51 38 

SN14 B CG-I5-6 Eよ 長方形 11. 52 (3.60) (3.20) 8.60 

SN15 B CL-M3 E上 長方形 (7. 12) 3.36 (2.12) 8.49 35・36・39
SN16 B CI-K3-5 E土 長方形? 9.10 (8.15) (1. 12) 8.51 39 

SN17 B CI-M5-6 E上 長方形? 10.08 (2.96) (3.41) 8.57 

SN18 B B-CK-N20-1 E上 方形 14.78 (2. 10) (7.04) 8.38 36 

SN19 B CK-Nl E上 長方形 14.24 10.62 1. 34 8.38 34・35
SN20 B CJ-K3 E上 長方形 (6.70) 3.50 (1. 91) 8.41 

SN21 B CL-M4-5 E上 方形 8. 72 8.18 1.07 8.50 35・39
SN22 B CK-L6 E上 長方形? (5.50) 1.40 (3.93) 8.44 

SN23 B B-CN-P20-1 E上 長方形? (8.00) (2. 18) 3.67 8.27 36 8 

SN24 B CN-Pl E上 長方形? (8.72) (2.60) 3.35 8.27 

SN25 B C04-6 E上 長方形? 10.10 (0.68) (14.85) 8.44 

SN26 B C03-6 E土 長方形? (13.42) (4.34) 3.09 8.40 

SN27 B α)6 E上 長方形? (1. 78) (1. 58) 1. 13 8.54 

SN28 B AK2-3 V上 長方形? (4.86) (4. 16) 1. 17 8. 14 

SN29 B AK2 V上 長方形? 11.30 (4.08) (2.77) 8. 15 

SN30 B AL-M3-4 V上 不明 (2.78) (2.38) 1. 17 8.15 

SN31 B AM2 V上 不明 (4.06) (1. 32) 3.08 8.15 

SN32 B Ml3-4 V上 不明 (4.96) (4.00) 1. 24 8.13 

SN33 B AP3-4 V上 不明 (5.23) (3.70) 1. 41 8.06 

SN34 B AP4-5 Vよ 不明 (3.94) (3.30) 1.19 8.10 

SN35 B AQ-R1-2 V上 長方形? 6.72 (4.90) (1. 37) 8.34 68 

SN36 B ARI-2 V上 台形? (4.60) (0.72) 6.39 8.32 

SN37 B AR2-3 V上 長方形? (1. 84) (0.90) 2.04 8.29 

SN38 B A-CT-B2-3 V上 不整長方形? (9.80) (5.60) 1. 75 8.33 63 

SN39 B A-CT-B5-6 V上 長方形? (10.30) (3.38) 3.05 8.24 62 
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表18 水田遺構一覧 (2)

遺構 地区 検出 平面形状
~.. lm} 

n，ド~ 中央部 挿図番号 図版番号
番号 名 層位 睦畔の向き

長軸 短軸 形状比 様高
SN40 B CB-D2-4 Vよ 不定形 (11. 22) 8.28 (1. 36) 8.38 

SN41 B CD-E1-3 V上 長方形? (9.54) 6.00 (1. 59) 8.38 

SN42 B CC-E3-5 V上 不定形 (L字形) 14.10 6.98 2.02 8.34 63 

SN43 B CB-E4-6 V上 長方形? 13.82 (6.32) (2.19) 8.32 

SN44 B CE-Gl V上 長方形? 11.88 (3.18) (3.74) 8.35 

SN45 B CE-F2-3 V上 長方形 7.06 2.70 2.61 8.35 

SN46 B CF-G2-3 V上 長方形 9. 12 8.20 1.11 8.28 64 

SN47 B CE-G3-4 V上 長方形 12.12 5.58 2.17 8.34 63・64
SN48 B CE-G5-6 V上 長方形? 11. 22 (7.38) (1. 52) 8.28 62・64
SN49 B αI-J1-2 V上 長方形? 11. 40 (5.40) (2.11) 8.32 

SN50 B CJ-K1-2 V上 長方形? (5.12) (3.04) 1. 68 8.28 

SN51 B α{-K2-3 V上 長方形? (16.54) (5.70) 2.90 8.29 64・67 8 

SN52 B ∞-13-5 V土 不整長方形 9.62 7.02 1. 37 8.23 64・66 8' 10 

SN53 B ∞-15-6 V上 不整長方形? 8.66 (6.20) (1. 40) 8.20 62・65
SN64 B CJ-K3-4 V上 不整長方形 7.04 5.72 1. 23 8. 18 

SN55 B CI-K4-6 V上 不定形 10.42 5.14 2.03 8.02 62・65
SN56 B CI-K5-6 V上 長方形? 9.68 (3.12) (3.10) 7.94 

SN57 B BK20 V上 不明 (0.64) (0. 12) 6.33 8.32 

SN58 B BK-L20 V上 不明 (1. 50) (0.18) 8.33 8.25 

SN69 B B-CL-N20-1 V上 長方形? 9.06 (1. 18) (7.68) 8.23 10 

SN60 B CK-M1-3 V上 長方形? 9.42 (4.68) (2.01) 8.28 67 

SN61 B CM-N1 V上 長方形? 6.18 (2.84) (2.18) 8.20 

SN62 B 侃-M2-3 VJ:: 長方形? (7.00) 6. 70 (1. 04) 8.32 

SN63 B CK-M3-5 Vよ 台形? (9. 10) 7.98 (1. 14) 8.20 

SN64 B CK-M5-6 V上 長方形? (8.32) 5.60 (1. 49) 8.08 10 

SN66 B CK6 V上 不明 (1. 10) (1. 08) 1. 02 7.92 

SN66 B B-α-P20-1 V上 長方形? (8.90) (1. 30) 6.85 8. 14 

SN67 B CN-Pl V上 長方形? (8.38) (2.68) 3.13 8. 14 

SN68 B C03-4 V上 不明 (0.76) (0.34) 2.24 8.25 

SN69 B C04-6 V上 不明 (7.32) (0.74) 9.89 8.22 

SN70 B C03-4 V上 長方形? (3.60) (1. 90) 1. 89 8.22 

SN71 B C04-6 V上 長方形? 9.20 (3.48) (2.64) 8.21 

SN72 B C06 V上 長方形? (3.42) (2.28) 1. 50 8.06 

SM1 B AO-P7-11 Eよ 東西 (17.65) 5.30 (3.33) 8. 75 33 

SM2 B ∞-D14 E上 東西 (3.40) 2.80 (1. 21) 8.69 

SM3 B B-CK-020-1 E上 南北 (23.55) 0.58 (40.60) 8.42 

SM4 B AP-Q12 V上 東西 (4. 50} 0.75 (6.00) 8.44 

SM5 B B-CJ-020-1 V上 南北 (26. 10) 1. 45 (18.00) 8.28 



106 第3章調査の成果

表19 土器観察表(1)

掲載
地 n， 分類・時 口径 底径 器商 最大幅 掃図 図版
区 遺構名 層位 鑑別 器種 産地 備考

番号
名
ド名 期司事 {叫 (岨) (cll) {岨) 番号 番号

2 A 刷B 包含層 Ib 瓦質土器
火舎香

13.0 (2.4) ヘラ状工具の圧痕か。 15 14 
炉か

2 A Aω他 包含届 1 b 灰紬陶器 朝起 美漫
K-14-K-

16.0 8.0 15.0 15 14 
90 

4 A Aω 包含層 1 b 灰勅陶器 碗 虎渓山1 7.6 (2.8) 内面使用 15 14 

5 A AN9 包含層 Ib 灰勅陶器 唱匝 明和27- 7.2 (2. 1) 内面使用。 15 14 
商家1

6 A AJ9他 包含層 E 須恵器 事E
美濃須

11世紅 (8.6) 灰軍曲の無で焼いた須恵器。 15 14 
衛

7 A Aω 包含届 1 b 山茶碗 事匝 尾張 第3型式 8.4 (2.4) 内面使用.籾殻圧痕有。 16 14 

B A AP8 包含層 Ib 山茶碗 碗 尾張
第3-4型

(1. 6) 内面使用。重ね焼き痕有。 15 14 
式

9 A A朗 包含層 1 b 山茶碗 碗 尾張 第4型式 7.6 (3.0) 内面使用。籾殻庄痕有。 15 14 

10 A Aω 包含周 Ib 山茶碗 碗 尾張 費電4型式 7.6 (2.5) 
内面使用.内面煤付着.籾

15 14 
殻圧痕有。

11 A Aω 包含層 Ib 山茶碗 碗 尾張 第4型式 7.8 (2.5) 内面使用。 15 14 

12 A AMI0 包含層 E 山茶碗 碗
美漫須 第5型式並

7.4 (2.8) 
内面使用。内面煤付着.重

15 14 
衛 行 ね焼き痕有籾殻圧痕有。

内面使用.内面墨付着。外
13 A A飽 包含届 Ib 山茶碗 朝起 尾張 第5型式 7.6 (2.7) 面・底部煤付着。籾殻圧痕 15 14 

有。

14 A AN8 包含届 Ib 陶鴇
加工円

大窯2 4.3 (0.9) 15 14 
盤

15 A AN8 包含層 1 b 白磁 紅皿 肥前 1.7 (0.6) 15 14 
18 A Aω他 SD28 1他 灰刺陶器 深碗 東演か 丸宥2 7.0 (4.0) 内面使用。 17 16 
19 A Aω他 SD30 b 山茶碗 碗 (1. 7) 内面使用a 18 14 
20 A Aω他 SD30 1 陶器 播鉢 後W新 24.8 (2.6) 18 14 
21 A AR9他 S032 a 山茶碗 片口鉢 尾張 第5型式 24.0 (2.6) 18 14 

台付盤
美.須 S世紀後~22 A Aω他 SD33 a 須恵器 か円面
衛 9世紀前

(2.2) 外面総刻。 19 14 
硯

山茶碗の

23 A Aω他 SD33 a 灰剣陶器 高亦
美横須 時期、灰 (2.6) 19 14 
衛 勅の終わ

り

24 A Aω他 SD33 1 山茶碗 碗 尾張 第6型式 8.2 (2. 1) 事E殻庄痕有. 19 14 

26 A AJ8 506 b 土師器 杯 12世紀 6.2 (1. 0) 
内面指頭圧痕。全体に摩

19 15 
耗。

27 A AR8他 SD35 a 山茶碗 碗 尾張 第5型式 17.4 (2.8) 内面煤付着. 19 15 
28 A AR8他 SD35 c 山茶碗 碗 尾張 第5型式 6.9 (2.4) 内面使用。籾殻庄痕有。 19 15 
29 A AR8他 S035 1 山茶碗 鉢 尾張 第5型式 24.0 (7.3) 19 15 
30 A AR8他 SD35 1 山茶碗 碗 尾張 第3型式 15.9 (3.8) 19 15 

31 A AR8他 SD35 b 山茶碗 仏供具
古瀬戸前 4.6 (3.5) 19 15 
期か

33 A Aω他 SD36 b 士師器
土師器 13-14世

8.2 (1. 6) 指ナデ。 21 15 
皿 紀

34 A Aω他 SD36 灰紬陶器 段皿 不明
虎渓山1か

5.6 (1. 4) 21 15 
丸石2

35 A Aω他 SD36 a 山茶碗 皿 尾張 第5型式 9.4 6.2 2.0 21 15 
36 A Aω他 SD36 a 山茶碗 皿 尾張 第4型式 5.0 (1. 5) 籾殻庄痕有， 21 15 
37 A Aω他 S036 2 山茶碗 碗 尾張 第5型式 9.0 (1. 4) 21 15 

38 A Aω他 SD36 1 山茶碗 碗 尾張 第5型式 8.0 (3.0) 
内面使用。内面炭化物・煤

21 16 
付着。籾殻圧痕有。

39 A Aω他 SD36 2 山茶碗 碗 尾張 第5型式 6.2 (2.3) 内面使用.籾般圧痕有. 21 15 
40 A AQ9他 SD36 2 山茶碗 碗 尾張 第5型式 7.0 (2.2) 籾殻圧痕有。 21 15 
41 A Aω他 SD36 a 山茶碗 碗 尾張 第5型式 8.0 (2.2) 者E殻圧痕有。 21 15 
42 A Aω他 SD36 2 山茶碗 唱匝 尾張 第4型式 8.0 (2.9) 外面煤付着。 21 15 
43 A AQ9 S037 a 山茶碗 碗 尾張 第5型式 7.4 (2.4) 内面使用。籾殻圧痕有。 21 15 

45 A Aω SK5 2 山茶碗 碗
美題提須 第4型式並 7.2 (2.5) 内面使用a 23 16 
衛 行

46 A AN9 SK25 l 山茶碗 碗 尾張 第5型式 7.2 (2.3) 内面使用.籾殻圧痕有. 23 16 
47 A AQB他 SK42 1 灰勅陶器 皿 不明 大原2以降 11. 0 (1. 9) 24 15 

S035・
12世紀中

48 A Aω他 1他 白磁 碗 中国 -13世紀 (2.3) 内外面櫛!'I. 24 15 SK43 
前

49 A Aω他 SK44 1 灰紬陶器 皿 不明 丸石2 6.4 (1. 4) 内面使用。重ね焼き痕有。 25 15 

50 A Aω他 SK44 灰紬陶器 碗 不明
明和27-

6.3 (1. 9) 内面使用。 25 15 
西家1

51 A Aω他 SK44 1 山茶碗 碗 浅間黛下1 7.6 (2.9) 内面煤付着.籾殻圧痕有。 25 15 
52 A AQ9他 SK44 a 山茶碗 唱匝 尾張 第4型式 7.6 (2.3) 内面使用。重ね焼き痕有。 25 15 
53 A Aω他 SK44 a他 山茶碗 碗 尾張 第5型式 15.2 (3.3) 内面煤付着。 25 15 
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表20 土器観察表 (2)

掲唱E地 n.， 分類 ・時 口径 底径 器商 最大幅 掃図 図版
区 遺構名 層位 種別 器種 産地 備考

番号
名
ド名 期司事 (c・0 (c担。 (岨) {岨) 番号 番号

54 A Aω SK45 a 灰勅陶器 皿 不明 丸石2 6.0 (1. 0) 重ね焼き痕有。 26 16 
55 A Aω SK45 a 山茶碗 皿 尾張 第5型式 8.8 (1. 9) 26 16 
56 A Aω SK45 a 山茶碗 唱匝 尾張 第5型式 7.0 (1. 8) 内面使用。 26 16 

伊勢型
12世紀末

67 A Aω SK46 2 土師器
鍋

-13世紀 28.0 (1.Z) 外面煤付着。 27 16 
初

58 A Aω SK46 2 土師器
伊勢型

(3.3) 27 16 
鍋

59 A Aω SK46 a 灰軸陶器 皿 不明 丸石Z 6.0 (1. 6) 内面使用a 重ね焼き痕有。 27 16 
60 A Aω SK46 b 灰糊陶器 碗 不明 大原2 13.8 (4.0) 27 16 

61 A Aω SK46 b 山茶碗 皿 尾張 第5型式 10.0 (1. 7) 内面煤付着。 27 16 
62 A Aω SK46 2 山茶碗 碗 尾張 第5型式 8.0 (2. 1) 内面煤付着。 27 16 
63 A Aω SK46 b 山茶碗 碗 尾張 第5型式 7.7 (2.5) 内面使用個 27 16 

64 A Aω SK46 2 山茶碗 碗 尾張 第5型式 8.0 (2.7) 
内面使用.内面煤付着.籾

27 16 
殻圧痕有。

65 A Aω SK46 2他 山茶碗 片口鉢 尾張 第5型式 24.0 (2.6) 27 16 

66 A Aω SK48 1他 山茶碗 碗 尾張 第5型式 8.0 (2.5) 
内面使用。内面煤付着。籾

28 16 
殻庄痕有。

68 B CK3 撹乱 瓦質土器 (4.4) 30 17 
69 B α4 撹乱 瓦質土器 (5.4) 30 17 

70 B CK4 撹乱 土製品 21.4 (5.2) 内外面被熱し赤色化. 30 17 
71 B CF3他 包含層 E他 士師器 費 9-10世紀 17.5 18.0 30 17 

72 B A胸 包含届 I 土師器
伊勢型

11世紀 19.0 (1. 9) 30 17 
鍋

73 B C凶 撹乱 a 土師器
土師器 13世紀~

7.8 4.1 1.5 指ナデ. 30 17 
皿 14世紀

74 B AM9 包含届 I 土師器
士師器 13世紀~

8.2 5.0 1.5 口i録部煤付着. 30 17 
皿 14世紀

75 B AH2 包含層 須恵署島 碗の蓋
美漫須 7世紀後~

13.6 (1. 3) 佐波理写し. 30 17 
衛 8世紀前

美濠須
I期 (7世

76 B CI6 包含層 E 須恵器 無台亦
衛
紀後-8世 12.4 6.3 3. 7 内面墨付着か。 30 17 
紀前)

美漫須
V期 (8世

77 B CH6 包含層 I 須恵器 有台盤 紀後-9世 (1. 8) 30 17 
衛
紀前)

78 B AJ5 包含届 IV 須恵韓基 高部 美.須 7世紀後半 (9.0) 30 17 
衛

79 B CC1 包含届 須恵署E 費 不明
6世紀後~ (5.3) 

外面2条の沈線・櫛描粛I突
30 17 

7世紀前 文。

80 B AJ2 包含周 IV 須恵器 事E 6世紀末~ (5.3) 
外面縄目日P:き.内面同心円

30 17 
7世紀初 文粗い当て具痕.

81 B AH3 包含層 IV 須恵器 号昆
美iI須
8世紀後半 18.1 (5.8) 

外面格子目文叩き.内面同
30 17 

衛 心円文当て具痕。

82 B AIA 包含層 IV 須恵器 事E (4.5) 
外面平行線文叩き。内面同

30 17 
心円文当て具痕.

83 B CJ3 包含届 E 須恵韓基 長頚瓶
美横須

8世紀代 (4.8) 30 17 
衛

B4 B CK3他 包含届 須恵器 長頚瓶
美漫須

S世紀代 (4.5) 30 17 
衛

85 B CL1 包含届 E 須恵器 壷 11. 0 (10. 7) 30 17 
86 B 撹乱 須恵器 瓶 (7.4) 30 17 

87 B ∞1 包含層 E 須恵器 有台杯 美浪須 8世紀後~ 10.0 (1. 4) 内面墨付着畠 30 17 
衛 9世紀前

88 B CKl他 包含層 I他 灰勅陶器 碗 不明 K--90 6.2 (2. 1) 重ね焼き痕有。 30 18 
89 B BloI.20 包含層 I 灰勅陶器 皿 大原2 (2.3) 30 18 

内外面、割れ口に付着物

90 B CH5 包含層 I 灰紬陶器 深碗 虎渓山l 7.0 (2.7) (漆か).内面倒からの打 30 18 
ち欠.

91 B α15 包含層 I 灰紺陶器 碗 虎渓山1 7.5 (2.9) 
内外面付着物(漆か).打

30 18 
ち欠か。

92 B AN5 包含層 I 灰勅陶器 深碗 丸石2 6.6 (2.0) 30 18 
93 B CL 包含届 E 灰勅陶器 深碗 丸石Z 7.0 (1. 9) 30 18 

94 B CK4 撹乱 須恵若草 三筋壷
美潰須 山茶碗の

(12.9) 20.0 外面平行沈線。 30 18 
衛 時期

美器量須
酒期(第3

95 B AP2 包含層 E 山茶碗 小碗 -4型式並 5.2 (1. 9) 30 19 
衛

行)

美漫須
酒期(第4

内面使用.重ね焼き痕有。
96 B CL 包含層 E 山茶碗 碗

衛
型式並 8.5 (2.2) 

籾殻圧痕有。
30 19 

行)
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表21 土器観察表 (3)

掲司庫
地 n.， 分類・時 口径 底径 器商 最大幅 栂図 図版
区 遺構名 層位 鑑別 器種 産地 備考

番号
名
ド名 期* {叫 (岨) (c阻} (c皿) 番号 番号

97 B α16 包含層 I 山茶碗 碗 丸石3 16.6 6.9 6.1 内面使用。籾殻圧痕有。 30 18 

98 B CK6 撹乱 山茶碗 碗 尾張 第3型式 7.4 (2.8) 
内面使用。重ね焼き痕有。

30 19 
籾殻圧痕有.

99 B CL6 撹乱 a 山茶碗 皿 尾張 第4型式 9.9 6.8 2.6 内面使用.内面煤付着。 30 18 

100 B ∞1 包含届 山茶碗 皿 尾張 第4型式 4.8 (1. 6) 
内面使用。重ね焼き痕有。

30 19 
籾殻圧痕有。

101 B AR1他 包含層 山茶碗 碗 尾張 第4型式 7.4 (1. 9) 内面使用. 30 19 
102 B α16 包含層 I 山茶碗 片口j鉢 尾張 第4型式 12.9 (6. 1) 30 19 

103 B CK6 撹乱 1 山茶碗 磁 尾張 第5型式 15.3 6.4 4.8 
内面使用.内外面煤付着.

30 18 
籾鰻圧痕有.

104 B CF3 SN5 b他 山茶碗 碗 尾張 第5型式 16.0 7.7 4.6 籾殻庄痕有。 30 18 
105 B CK5 撹乱 a 山茶碗 碗 尾張 第5型式 7.2 (2.5) 30 19 
106 B AR1 撹乱 山茶碗 碗 尾張 第5型式 7.7 (2.3) 内面使用。重ね焼き痕有。 30 19 

107 B AQ1 撹乱 山茶碗 碗 尾張 第5型式 7.8 (2.3) 内面使用。籾殻圧痕有。 30 19 
108 B AT1 撹乱 山茶碗 碗 尾張 第5型式 8. 7 (2.5) 内面使用.籾殻圧痕有. 30 19 
109 B CH4 包含層 I 山茶碗 碗 尾張 第5型式 8. 7 (3.ω 内面使用。籾費量庄痕有。 30 19 

110 B AT1 撹乱 山茶碗 碗 尾張 第5型式 8.1 (2.3) 
内面使用.内面墨付着か.

30 19 
籾殻圧痕有。

111 B 囚6 撹乱 山茶碗 皿 尾張 第5型式 7.6 4.0 1.9 30 19 
112 B CH4 包含届 I 山茶碗 皿 尾張 第5型式 4.5 (1. 6) 30 19 

113 B B回O 包含層 I 山茶碗 皿 尾張 費電5型式 3.2 (1. 1) 内面使用。 30 19 
114 B A13 包含層 I 山茶碗 皿 尾張 第5型式 8.4 5.4 2.4 内面使用. 30 19 
115 B CK4 撹乱 山茶碗 片口鉢 尾張 第5型式 13.0 (7.ω 内面使用。重ね焼き痕有。 30 19 

116 B CK4 撹乱 山茶碗 片口鉢 尾張
第5~6型

(4.4) 内面使用。 30 19 
式

117 B CK1他 包含層 E他 山茶碗 片口鉢 尾張 第6型式 38.8 (6.6) 30 19 

118 B CBl 包含層 I 山茶碗 碗 尾張 第8型式 7.4 (1. 8) 30 19 

12世紀中
119 B CK6 包含層 I 青磁 碗 ~13世紀 15.6 (3.8) JlJ花文。寵泉窯系。 31 20 

前

120 B C16 撹乱 白磁 碗
E類 (12

6.0 (1. 9) 31 20 
世紀前)

Vか酒類

121 B CK3 包含層 I 白磁 碗
(12世紀

6. 1 (3.3) 31 20 
中-13世
紀前)

IV類 (12

122 B CL 包含層 E 白磁 碗
世紀中~

15.6 (3.5) 31 20 
13世紀
前)

12世紀中
123 B CK4 撹乱 白磁 碗 ~13世紀 (1. 8) 31 20 

前

124 B CK4 撹乱 白磁 碗 5.8 (1. 9) 31 20 

125 B CK5 包含層 I 青磁 碗
13世紀中

(3.2) 鋳連弁。砲泉黛系。 31 20 ~14世紀

13世紀中
126 B CK2 撹乱 青磁 碗 ~14世紀 16.8 (3.6) 鱗連弁。穂泉窯系。 31 20 

中

16世紀後
127 B CK3 撹乱 青磁 碗 ~16世紀 4.8 (1. 9) 底部内面へラ摘き。 31 20 

前

128 B CK3 撹苦L 陶器 聾 常滑 不明 (10. 2) 外面押印帯。 31 21 

129 B 偲5 包含層 I 陶器 墾 常滑 不明 18.0 (6. 1) 底部外面付着物。 31 21 

古瀬戸後
130 B CK4他 包含層 I他 陶器 播鉢 W新から (6. 1) 31 20 

大衆l

131 B CK4 撹乱 陶器 稜皿 大窯3後 10.6 5.8 2.6 内面使用。重ね焼き痕有。 31 20 
132 B α2 撹乱 陶器 丸戚 大窯3後 10.6 (2.の 外商へラ捕き文様。 31 20 

絵唐津
16世紀末

133 B CK4 撹乱 陶器
腕
唐樟 ~17世紀 4.4 (2.め 内面鉄絵。 31 20 

初

134 B CH4 包含届 I 陶器 皿
瀬戸美

不明 7.0 (1. 6) 31 20 
漫

135 B CL3 包含層 E 陶器 志野皿 志野 登黛2 9.8 (2.ω 31 20 

136 B CH5 包含層 I 陶器
天目茶

登窯3 10.8 (3.3) 31 20 
碗

137 B α5 包含層
1 • 
陶器
黄瀬戸

美漫 登窯3~4 15.0 (1. 9) 31 20 
E 鉢

13自 B CK4 撹乱 陶器 揺鉢 瀬戸 登窯1-4 10.4 (6.7) 31 21 

139 B α14 包含周 I 陶器 輪禿皿 瀬戸 整窯5 12.2 (2.3) 31 20 
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表22 土器観察表 (4)

番掲爺号
地 n.， 分類・時 口径 底径 器商

最(0大回}幅
掃図

区 遺構名 層位 鑑別 器種 産地 備考
名
ド名 期司事 {叫 (岨) (cm) 香母

140 B CK4 撹乱 陶器 尾碗呂茶 美潰 登窯7 (3.3) 内面Ir.へラ描きか。 31 20 

141 B CK4 I乱 、瓶 酒量 登窯7 4.8 3.2 31 20 

142 B CK4 ;乱 持I鉢 戸 登窯7 27.5 3.0 31 20 
143 B 侃4 ;乱 鎧1島呑 • 登黛8 3.4 8 外面櫛目文帯e 31 20 
144 B 印 1 l乱 t 珂皿 農 主主1署10 9.7 2.0 31 20 

145 B α4 :乱 総 !明皿 E量 登t~10 10.0 4.2 1.9 重ね焼き痕有。 31 20 
146 B ∞2 m苦L 国器 広東碗 頼戸 笠9属10 (1. 9) 31 20 

147 B αf3 包含層 I 磁器 箱形呑湯 美濃 登窯10 (3.0) 外面染付十 31 20 

14日 B AI4 包e雪周 I 同器 灯明皿 議議 豊3~11 (1. 2) 31 20 
149 B CK3 指;乱 同器 広東碗 瀬戸 登tUl 5.0 (2.5) 内外面染付g 31 20 
150 B α11 m乱 同器 菓子鉢 頓戸 登 511 (6. 1) 31 20 

151 B CK1 持;乱 同器 丹口鉢 業種 登 ~11 11. 0 (2.5) 三又トチン痕. 31 21 
152 B CK4 霧;乱 同器 指鉢 頼戸 登 U1 35.9 (5.5) 31 20 

153 B ω4 撹乱 陶器 播鉢 瀬戸 登窯1110~ 12.2 (5.8) 31 21 

154 B CHl 撹乱 陶器 油徳利 美漫
盛窯10、

2.3 (4.8) 31 21 
11 

155 B CK4 撹乱 陶器 袖徳利 美話量 霊窯1110、 6.6 (2.9) 31 21 

156 B CL4 撹乱 陶器 徳利 美漫 霊祭11 3.2 (3.7 31 21 
157 B CK4 撹乱 間器 水蔓 瀬戸 登窯11 (3.9) 外面ヘラ措き文様e 31 21 

15日 B CK4 撹乱 陶器 蓋 江戸後時半代 1.1 3.3 31 21 

159 B CK4 撹乱 磁器 紅皿 肥前 4.0 (1. 2) 31 21 

160 B α4 撹乱 磁器 事画 肥前 不明 (2.2) 31 21 
161 B CL 包含層 E 陶器 近世以降 7.4 (2. 1) 31 21 

165 B α2 SN51 v 土師器 者雇 弥生墳~古 (4.9) 村外面煤付着a 59 21 

美漫須
V期 (8世

166 B CJ3 SN16 a 須恵器 無台部
衛
紀後-9世 6.3 (1. 4) 32 21 
紀前)

167 B ω4 SN26 a 山茶碗 碗 尾張 第3式-4型 16.0 (3.8) 32 21 

備考

王盤盤主豊呈
上・下端部欠損。

表24 石器観察表

掲司E地 9'hド 長さ 幅 型車d 重き 帰国 図版
区 遺構名 届位 畿種 石材 時期 備考

香号
名
名 ((11) (ca) {圃) (g) 番号 魯-@'

25 A AQ9他 S033 a 砥石 紗ン7~J.， (6.0) (5.6) 2.0 90.2 上・下・右側欠損。磨製石斧の転用か? 19 14 

162 B CG3 包含層 E 砥宥 不明 (6.6) (3.6) 2.3 86.0 
全側面欠損。裏面も欠損か。砥面は正面

31 21 
のみ残存.

168 B CLl SN59 叩右 砂岩 (6.4) (8.7) 7.0 541. 0 下半部欠損正面に煤付着 59 21 

表25 金属製品観察表
掲.地 n.，r 長さ 幅 厚さ 重さ 挿図 図版
区 遺構名 居位 縁組 紫紺 備考

番号
名
名 {岨} (岨) (c・} ω 香4手番号

16 A AL8 包含層 E 煙管 銅 3.7 0.9 0.9 5. 1 15 22 
17 A AR9 包含層 Ib 煙管 銅 2.1 0.8 O. 7 1.4 宜径1皿の穿孔3つあり。 15 22 

163 B AI2 包含層 煙管 銅 5.0 0.8 0.8 8.5 火皿に煤か.付着物あり. 31 22 
164 B CMl 包含層 I 古銭 銅 2.4 2.4 0.1 3.3 31 22 
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表26 木製品観察表

掲.
地r"ド 木取 先蝋 長さ 帽 厚さ 挿図 図版
区 遺構名 届位 用途 種別 樹種 備考

番号
名
名 り 形状 (e・) (CII) (em) 番号 番号

44 A AQ9 SD37 a 祭記具
火付け

ヒノキ IV 不明 25.5 1.9 O. 7 
上端部欠損。下端部炭化。断面ニ

21 22 
木 角形。下端部に刃物痕あり。

よ端部に切り込みを入れ、圭頭状
に加工。上部は幅の細い刃物で加

169 B AH2 SRl 18 祭侃具 斎串 ヒノキ W 40.1 3.4 0.9 工。切り込みに糸を巻いたか帯状 52 22 
に日焼け痕あり.下端部両側面を
加工し先端を尖らせる。中世。

士木部
上端部欠損。下端部4方向から

170 B 必ロ SRl 
材

杭 スダジイ I lb 117.0 7.0 7.0 チョワナによる加工。枝払いあ 52 
り。

士木部
下端部を6方向からチョウナで尖

171 B 必包 SRl 
材

杭 シキミ I lb 106.0 8.0 8.0 らせている。上端部に刃物痕あ 52 
り。樹皮残存。

上端部欠損。下端部6方向からの

土木部
チョウナによる加工をした尖らせ

172 B AH2 SRl 
材

杭 モモ E←4 lb 113.3 10.0 5.1 ている。丸太材を半劃している. 52 
下端部左右側面に長い加工をほど
こして尖らせている。

173 B AH2 SRl 
土木部

杭 シキミ I lb 104.0 8.0 8.0 
下端部61i向からチョワナで尖ら

52 22 
材 せる。

土木部
ロナラ属 上端部欠損。下端部に9方向から

174 B AH2 SRl 
材

杭 アカガシ I lb 9l. 6 4.3 4.0 チョウナによる加工で尖らせてい 53 
亜属 る.

上端部欠損。みかん寄l材を使用。
樹皮側に枝払い以外の加玉無し。

175 B AH2 SRl 
土木部

杭 エノキ属 D-l lb 98.7 9.9 7.7 
下端部7方向から刃が平らなチョ

53 
材 ワナによる加工あり。右側面にみ

かん割り時の幅8cmのチョウナ痕
あり。

土木部
下端部4方向からチョウナによる

176 B AI2 SRl 
材
横材/杭 シキミ I lb 165.0 10.0 10.0 加工で尖らせている。上端部2方 53 

向からの加玉あり。樹皮残存.

177 B AI2 SRl 
土木部

杭 クリ I lb 69.6 5.3 5.6 
上端部欠損。下端部4方向から

53 
材 チョワナによる加玉あり.

土木部
コナラ属 上端部欠損。下端部にチョウナに

178 B AI2 SRl 
材

杭 アカガシ I 3b 89.4 4.2 4.2 よる大きくZ方向からの加玉あ 53 
亙属 り.

土木部 エゴノキ
上端部欠損。下端部2方向からの

179 B AI2 SRl 杭 I 3b 147.0 8.0 8.0 チョウナでの加工で尖らせてい 53 
材 属

る。枝払いあり.

土木部
上端部、下端部裏面欠損。下端部

180 B AI2 SRl 
材

杭 サカキ I 3b 59.0 5.5 5.5 をチョウナで2方向からの加工で 53 
とがらせている.

土木部
コナラ属 上織部、中間部欠損.下端部に3

1日1 B AK4 SR2 
材

杭 アカガシ I lb 日l.9 3.5 3.1 方向からのチョウナによる加工で 57 
亙属 尖らせている.

上端部欠損。下端部5方向からの

1日2 B AK4 SR2 
土木部

杭 エノキ属 I lb 66.0 5.0 5.0 
チョワナでの加工で尖らせてい

57 
材 る。授払いあり。刃こぼれ痕あ

り。

183 B AK5 SR2 
土木部

杭 モミ属 I lb 173.0 7.6 7.6 
上端部欠損。下端部6方向から

57 22 
材 チョウナで加工。

土木部
上端部欠損。下端部に4方向から

184 B AK4 SR2 
材

杭 カエデ属 I lb 103.4 4.0 4.0 チョウナによる加工をして尖らせ 57 
ている.

土木部
上端部欠損。下端部4方向から

185 B AK5 SR2 
材

杭 エノキ属 I lb 134.8 5.0 5.0 チョウナによる加工で尖らせてい 57 
る。

土木部
上端部欠損。下端部に4方向から

186 B AK4 SR2 
材

杭 プナ属 I lb 108.0 4.5 4.5 のチョウナによる加工で尖らせて 57 
いる。技払いあり。樹皮残存。

土木部
みかん割材を使用。断面二角形.

187 B AK4 SR2 
材

杭 キハダ E←3 3b 125.0 10.0 6.0 下端部の左右側縁部を加工して尖 57 22 
らせている。

土木部
トネリコ 上端部欠損。みかん割り財使用。

188 B AK4 SR2 
材

杭 属シオジ W 3b 98.2 6.0 7.0 表裏両面に面取状の力目玉あり。断 57 
節 面ほほ三角形。
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第4章 自然科学分析

第1節分析の概要

本節では、次節以降に記載する自然科学分析を実施した経緯と結呆、及び若干の考察を述べる。

1 花粉分析とプラント・オパール分析

B地区第1・2面で確認された水田遺構を科学的に検証し、周辺の植生を復元するため分析を実施しTぉ

分析の結呆、第1面の西側においてプラント・オパール分析によってイネ機動細胞珪酸体が、花粉分析に

よって水田雑草を含む分類群が確認され、水田稲作を行っていた可能性が考えられる。しかし、第1・2

面ともに水田土壌か杏かを判断する目安とされている 5，000個/gを超えるイネ機動細胞珪酸体は検出さ

れなかった。イネ機動細胞珪酸体がほとんど産出しない原因については、土壌の化学的特性が影響してい

ることや洪水の影響、稲作が行われていた期聞が短かったことなど、いくつかの可能性が考えられる。

周辺の植生については、第1面と第2面に大きな相違は確認されなかった。第1面においては、自然流

路が流れている場所とそうでない場所では花粉分析の結果に違いがみられ、自然流路が流れている N-1①と

N-2①(表27)付近北側において特異的な花粉組成を示すことが指摘された。

2 木製品の樹種同定

木製品の器種毎の木材利用のあり方等を検討するため、同定を実施した。同定の結果、水制遺構 SR1を

構成する杭および横材では多様な広葉樹が利用されていた。杭材では、極めて堅硬なアカガシ亜属が比較

的多くみられたが、杭にあまり向かない樹種もみられた。今回の結果は花粉分析の結果の植生復元とも一

致し、遺跡周辺には落葉・常緑広葉樹の混交林が広がっていた可能性が高く、遺跡周辺の樹木が無造作に

伐採され、利用されていたと考えられる。水制遺構S胞では SR1同様に多様な広葉樹がみられた一方、杭

では針葉樹のモミ属が3点みられた。また、火付け木と斎串ではヒノキが利用されていた。ヒノキは、着

火性が高く、加工性が良いという材質をもつことから、その用途に沿って樹種を選択した可能性がある。

3 鉄津成分分析

A地区から出土した鉄津について鍛冶活動に伴うものかを特定するため、分析を実施した。鉱物組織の

定性分析の結果、砂鉄製錬で多く含まれるチタンが検出されず、ウスタイトが多くみられることから、鍛

冶に伴う鍛冶津である可能性が高いことが判明した。 A地区南側で大垣市が行った発掘調査で輔の羽口が

出土しており、当遺跡周辺での鍛冶活動が想定される。

第2節花粉分析とプラント・オパール分析

1 はじめに

北方京水遺跡における中世の水田跡から採取された土壌試料について、北方京水遺跡における水田耕作

や遺跡周辺の古植生について検討する目的で花粉分析とプラント・オパール分析を行った。分析は森将志

ゆ拭会社ノ屯レオ・ラボ)が担当した。
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2 鼠料と方法

北方京水遺跡の土層はI--V層に区分されており、 I層は現代耕作土、 E層は旧耕作土、 E層は埋没水

困層、 W層は洪水堆積層、 V層は埋没水困層と考えている(図85)。調査区の南側では埋没水困層に畦畔が

認められるが、調査区の北側には明確な畦畔は認められない.分析試料は埋没水困層としたE層とV層か

ら採取した計20点である。 E層とV層はいずれも中世と考えている。試事ト覧を衰27に、採取位置を図

86に、採取層準を写真10に示す.これらの試料について、以下の手順で分析を行った。

(1)花紛分析

試料(湿重量約3""4 g)を遠沈管にとり、 l側水酸化カリウム溶液を加え10分間湯煎する.水枕後、 46覧

フッ化水素酸溶液を加え1時開放置する。水洗後、比重分離(比重2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠

心分高齢を行い、浮遊物を回収し水洗する.水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス処理(無水酢

酸9:濃硫酸1の嘗j合の混酸を加え20分間湯船を行う。水洗後、残涯にグリセリンを滴下し保存用とす

る。検鋭は、この残撞より適宜プレパラートを作製して行った.プレパラートは樹木花粉が 2∞を超える

まで検鏡し、その聞に現れる草材E粉・胞子を全て数えた。また、保存状態の良好な花粉を選んで単体標

本倒，c.1187""1198)を作製し、写真を写真11に載せた.

(2)ブラント・オパール分析

秤量した試料を乾燥後、再T.J.秤量する(絶対乾燥重量測旬。別に試料約Ig(秤量)をトールピーカー

にとり、約0.02gのガラスビーズ(直径約0.0毎回を加える。これに3舗の過酸化水素水を約20......30∞加

え、脱有機物処濯を行う.処遇後、水を加え、超音波ホモジナイザーによる試料の分散後、沈降法により

0.01_以下の粒子を除去する。この残撞よりグリセリンを用いて適宜プレパラートを作製し、検鏡した。

同定および許数は、機動細胞珪酸体に由来するプラント・オパールについて、ガラスビーズが 3∞個に達

するまで行った.また、保存状態の良好な植物珪酸体を遺んで写真を撮り、写真12に輪せた。

、

Ia 

Ib 

・E圃.
血

IV 

←第l笛

遺構検出面

'--、 ←第2笛

遺構検出面
、、

『

v 

I層現代耕作土

E層 |日耕作土

阻層埋没水田層(試料採取層)

LV層洪水堆積層

V層埋没水田層(試料採取層)

園田北方京水遺跡の主眉犠式園

試料-No.

N-l① 
N-2① 
N-3① 
N-4① 
5-1① 
S-2① 
5-3① 
8-4① 
5-5① 
8-6① 
N-l<ID 
N-2② 
N-3② 
N叶②
8-1② 
8-2② 
8-3② 
5-4@ 
8-5② 
5-6② 

.27分析鼠料一覧

地点 層位 土相
N-l 灰色 (10Y4/1)砂混じりシルト
N-2 灰色 (lOY4/1)砂混じりシルト
N-3 オリープ黒色 (10Y3/2)粘土混じりシルト
N-4 オPープ黒色 (6Y3/2)シルト
5-1 
E層

灰色 (7.5Y4!I)シルト
8-2 灰オPープ色 (7.6Y4/2)シルト
5-3 オPープ黒色 (7.5Y3/2)シルト
8-4 灰オヲープ (5Y4!2)シルト
5-5 オPープ黒色 (7.5Y3/2)砂混じりシルト
8-6 オPープ黒色 (7.6Y3/2)シルト
N-l 灰色 (7.5Y4!I)シルト
N-2 オりープ黒色 (7.6Y3/2)シルト
N-3 オPープ黒色 (7.5Y3/2)シルト
N-4 オリープ黒色 (6Y3/2)シルト
5-1 
V層

灰オリープ色 (7.5Y4/2)シルト
8-2 灰オPープ色 (7.5Y4/2)シルト
5-3 灰オPープ色 (7.5Y4/2)シルト
8-4 灰オリープ色 (7.5Y4/2)シルト
5-5 オリープ黒色 (7.5Y3/2)シルト
8-6 オPープ黒色 (7.5Y3/2)シルト
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s -~ 

図86 試料採取位置

S-4 

S-5 S-6 

N-l 

N-3 V層 N-4 m眉 N-4 

写真10 各地点の試料採取層準
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• 

I-a 

• 

2-a 

5 

10 

O.02mm 

3 

4 

12 

lコナラ属コナラ亜属 (N-4① PLC.1187) 

2.コナラ属アカガシ!I[属 (5-4① PLC.1188) 

3.プナ属 (5-4① PLC.1189) 

4.スギ属 (5-4① PLC.1190) 

5.シイノキ属ーマテパシイ属 (5-4① PLC.1191)

6.クリ属 (5-4① PLC.1192) 

7.イネ科 (5-4① PLC.1193) 

8.サジオモダカ廊 (N-4① PLC.1194) 

9.オモダカ属 (N-4① PLC.1195) 

10.イボクサ属 (N-4① PLC.1196) 

11.ミツガシワ属 (5-4① PLC.1197) 

12.ヒノレムシロ属 (N-4① PLC.1198)

写真11 北方京氷遺跡から産出した花栂化石
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O. 02mm 

1.イネ機動細胞珪酸体 (N-4①)

2.ウシクサ族機動細胞珪酷体 (N-3②)

3.ネザサ節型機動細胞珪酸体 (5-5②)

4.ポイント型珪酸体 (5-1②)

5.キビ族機動細胞珪酸体 (5-5②)

6.ササ属型機動細胞珪酸体 (5-3②)

7.キピ族機動細胞珪酸体 (N-2②)

a側面b.断面

写真12 北方京水遺跡から産出した植物量酸体
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3 結果

( 1 )花粉分析

20試料から検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉 40、草本花粉 29、形態分類のシダ植物胞子

2の総計71である。これら花粉・シダ植物胞子の一覧を表29に、分布図を図87に示した。分布図の樹木

花粉は樹木花粉総数を、草木花粉・シダ植物胞子は全花粉胞子総数を基数とした百分率で示してある。ま

た、図表においてハイフン(-)で結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものを示す。さらに、

E層における花粉・胞子の平面的な分布状況を図 88~図 90 に、 V層における花粉・胞子の平面的な分布状

況を図 91~図 93 に示した。

E層とV層の花粉組成を比べると顕著な相違は見られなかっTこ。産出が目立つ樹木花粉はスギ属やハン

ノキ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、クリ属、 トチノキ属などが挙げられ、そ

れぞれの産出率はスギ属が 5~29略、ハンノキ属が 1~1側、プナ属が 5~羽田、コナラ属コナラ亜属が 6~

2側、コナラ属アカガシ亜属が 5~2側、クリ属が 3~1l略、トチノキ属が 5~19唱である。草本花粉では、

イネ科とカヤツリグサ科の産出が目立ち、それぞれの産出率はイネ科が 2~28見、カヤツリグサ科が 1~37見

である。その他では、水田雑草を含む分類群であるサジオモダカ属 (Nー4①)やオモダカ属 (N-4①、 S

1①、 S-2①)、イボタサ属 (Nー4①、 S-6①)、ミズアオイ属 (S-2①)、キカシグサ属 (S-4①)がわず

かながらE層のみに産出している。

(2)プラント・オパール分析

同定・計数された各植物のプラント・オパーノレ個数とガラスピーズ個数の比率から試料 19当りの各プ

ラント・オパ-1V1困数を求めた。一覧表を表 28に、分布図を図 94に示した。以下に示す各分類群のプラ

ント・オパール個数は、試料19当りの検出個数である。

検鏡の結果、イネ機動細胞珪酸体とネザサ節型機動細胞珪酸体、ササ属型機動細胞珪酸体、キピ族機動

細胞珪酸体、ウシクサ族機動細胞珪酸体の5種類の機動細胞珪酸体が確認できTらイネ機動細胞珪酸体は

Nー4①から産出しており、 1，400個である。ネザサ飾型機動細胞珪酸体は9試料 (N-3①、 S-1①、 S-2①、

Nー 1 ②、 N-3②、 S-3~6②)から産出しており、 1， 300~2， 600 個である。ササ属型機動細胞珪酸体は 14

試料 (N-3 ①、 N-4①、 S-1 ①、 S-2①、 S-5①、 N-2~4②、 S-1~6②)から産出しており、 1， 3∞

表28 訴料1g当たりのプラント・オパーJL-i圃数

(個イ/ネg) (個/g) (橿I!g) (キ個ピ/族g) 
ソ(ン個γ/gν)既

(恒/g)
ポイン(個ト/型g珪) 

1， 。。
1， 。。

100 
4 。。

立00止0 0 

者皆
100 
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凶88 m層における樹木花粉と草本花粉 ・胞子の割合を示す分布図

. スギ属物カバノキ属・…キ属 .コナラ属コナラ蹴

圃コナラ廊アカガシ蹴 櫨 タリ属国トチノキOi Uその他

図89 m層における主要樹木花粉の分布図

図90 m層における主要草本花粉の分布図
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ー・樹木花粉

図91 V層における樹木花粉と草本花粉・胞子の割合を示す分布図

カバノキ属.ハンノキ属 園 コナラ以コナラ断

固コナラ腕アカガシ蹴 鰭 クリ属 l闘トチノキ属 し」その他
図92 V層における主要樹木花粉の分布図

図93 V層における主要草本花粉の分布図
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個-14，2叩個である。キピ族機動細胞珪酸体は8試料。ト4①、 S-6①、N-1②、 N-2②、 s-2 "" 5②) 
から産出しており 1，300-2，8∞個である。ウシクサ族機動細胞珪酸体は5試料。ト2①、N-3①、S-4①、

N-3@、S-5②)で産出しており、 1，300-1，400個である。それ以外では、棒状珪酸体制-4①)やポイ

ント型珪酸体 (S-l②)の産出が見られた。

4 水田跡の検証

水困層と考えているE層とV層でプラント・オパ}ノレ分析を行ったが、 N-4①においてイネ機動細胞珪

酸体の産出が確認できた。また、N-4①の花粉分析結果では、水田雑草を含む分類群であるサジオモダカ

属やオモダカ属、イボクサ属なども産出している。よって、 N-4①において水田稲作を行っていた可能性

があると恩われる。さらに、水田雑草を含む分類群であるサジオモダカ属やオモダカ属、イボクサ属、ミ

ズアオイ属、キカシグサ属に注目すると、N-4①の他には8-2①とS-4①、S-6①で産出しており(図87)、

これらの試料はイネ科花粉の産出率も比較的高い(図 90)0N-4①と S-2①、 S-4①、 S-6①はいずれも

E層であり、調査区西側に位置するため、 E層堆積時の調査区西側で水閏稲作が行われていた可能性があ

る。

ところで、今回は水困層で試料摂取を行ったのにも関わらず、プラント・オパ}ル分析ではイネ機動細

胞珪酸体がほとんど産出していない。唯一、イネ機動細胞珪酸体が産出したN-4①での産出量ば糊19

当たり 1，4∞個である。イネ機動細胞珪酸体については、試料19当り 5，(ゆ0個以上検出された地点の分布

範囲と、実際の発掘調査で検出された水田遺構の分布がよく対応する結果が得られており(藤原， 1984)、

試料19当り 5，000個が水田土壌か否かを判断する目安とされている。 N-4①のイネ機動細胞珪酸体の量

は、この固安と比べても低い値である。イネ機動細胞珪酸体がほとんど産出しない原因についてはいくつ

かの可制全が考えられる。例えぽ、今回の分析試料では、機動細胞珪酸体が産出していない試料(N-1①、

S-3①)もあり、イネ機動細胞珪酸体のみならず、その他の機動細胞珪酸体の産出量が総じて少ない点を

考慮すると、遺跡周辺の土壌に含まれるケイ酸が少なかったため植物珪酸体が形成されにくかった、ある

いは土壌のpHが高く、植物珪酸体が溶解してしまったなど、土壌の化学的特性が影響している可能性が考

えられるのではなかろうか。または、洪水の影響も考えられるであろう。例えば、 E層ではイネ機動細胞

珪酸体や水田雑草を含む花粉の産出が認められたが、 V層ではそれらが一切産出していない点を考慮する
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と、 V層を覆う洪水堆積層 (N層)によって、耕作士 (V層)が削られたために水回稲作の痕跡が確認で

きなかった可能性が考えられる。その他にも、稲作が行われていた期聞が短かった可能性や、士層の堆積

速度が速かった可能性などがある。いずれにしろ、今回の花粉分析やプラント・オパール分析の結果から

明確な水田の痕跡を捉えることは難しい。

5 古植生について

V層における地点聞の樹木花粉と草本花粉の産出割合や、樹木花粉の組成を見ると、多少のばらつきが

あるものの特異的な産出順向は見られない(図 92・図 93)。このことは、 V層の樹木花粉は局地的な植生

を反映したものではなく、遺跡周辺の広範囲から飛来した花粉が均一に堆積した状況を示していると恩わ

れるロ樹刺E粉で産出の目立つ分類群はスギ属やハンノキ属、プナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属ア

カガシ亜属、クリ属、トチノキ属などがある。遺跡周辺のやや標高の高い場所にはプナ属が、その下部に

はコナラ属コナラ亜属、夕日属などからなる落葉広葉樹林が広がっていたと恩われる。プラント・オパー

ル分析ではササ属型機動細胞珪酸体の産出が目立つが、プナ属やコナラ属コナラ亜属などの落葉広葉樹林

の林床に生育していたササ属型のササ類(スズタケなど)から供給されたものであろう。さらに標高の低

い場所にはコナラ属アカガシ亜属を主体とし、シイノキ属マテパシイ属を伴った照葉樹林が広がっていた

と恩われる。また、丘陵地にはスギ林も存在しており、低地にはハンノキ属を主体とした湿地林や、河川

周辺にはトチノキ属を主体としたf可畔林なども存在していたと思われる。 V層の草本花粉では、地点聞に

おけるぱらつきが大きく、局地的な植生を反映している可能性がある(図93)。例えば、 N-1②と N-2②、

N-4②地点においてカヤツリグサ科の産出が多く、 V層の時期には調査区の北側付近にカヤツリグサ科が

多く生育していたと恩われる。さらに、プラント・オパール分析ではV層においてネザサ飾型やキピ族、

ウシクサ族の機動細胞珪酸体も産出している。ネザサ飾型機動細胞珪酸体については、遺跡周辺の明るい

場所に生育していたネザサ飾型のササ類(ゴキタケなど)から供給されたと恩われる。キヒ放については、

栽培種や野生種があるが機動細胞珪酸体の形態で栽培種か野生種を見分けるのが難しい。いずれかのキピ

族が遺跡周辺に生育していたと恩われる。ウシクサ族機動細胞珪酸体については、湿地的環境に生育する

種や乾燥的環境に生育する種があるが、いずれかのウシクサ族が遺跡周辺に生育していたであろう。

E層の時期においても、基本的にはV層の時期の植生とは相違はなかったと恩われるが、地点、聞の樹木

花粉と草本花粉の産出割合のばらつきが大きくなり、草本類の産出が目立ってくる(図88)。上述したよう

に、 E層では調査区の西側付近で水田稲作が行われていた可能性があるため、水田稲作に伴うイネ科花粉

の増加などが影響しているのであろう。また、 N-l①と N-2①では樹木花粉でカバノキ属が、草本花粉で

カヤツリグサ科が多く産出しているため(図89・図90)、N-1①と N-2①付近にカバノキ属やカヤツリグ

サ科が局地的に生育していた可能性がある。ちなみに、 N-1とN-2より北側では畦畔が見られなくなり、

この付近を境に土地利用が異なる。カバノキ属やカヤツリグサ科の多産と土地利用との関係は不明である

が、土地利用が異なる地点において特異的な花粉組成を示す点を指摘しておしさらに、 N-3①と N-4①

ではヨモギ属の産出が多く(図90)、畦畔が見られない地点では、ヨモギ属が分布を広げていたと思われる。

引用文献

藤原宏志 (1984)プラント・オパル分析法とその応用先史時代の水田祉探査.考古学ジャ ナ

Jレ， 227， 2-7. 
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第3節木製品の樹種同定

1 はじめに

北方京水遺跡で出土した水制遺構の構造材などの木製品について、樹種同定を行なった。分析は、斎串

を植村明男(株式会社文化財サービス)、それ以外の木製品を小林克也(株式会社ノ4レオ・ラボ)が担当し

た。

2 試料と方法

試料は、土坑である SD37から 1点、 SN59東畦畔の水田畦畔内から1点、水制遺構である SR1から 41点、

同じく水制遺構である SR2から 15点の、計58点の出土木材である。いずれの遺構も鎌倉時代の遺構と考

えられている。各試料について、切片採取前に木取りの確認を行なった。

樹種同定では、材の横断面(木口)、接線断面(板目)、放射断面(柾目)について、カミソリで薄い切

片を切り出し、ガムクロラールで封入して永久プレパラートを作製した。その後乾燥させ、光学顕微鏡に

て検鏡および写真撮影を行なった。

3 結果

同定の結果、針葉樹のモミ属とヒノキの2分類群と、広葉樹のヤナギ属とクリ、スダジイ、プナ属、コ

ナラ属アカガシ亜属(以下アカガシ亜属と呼ぶ)、エノキ属、ケヤキ、シキミ、サカキ、ヒサカキ、モモ、

キハダ、カエデ属、ムクロジ、カキノキ属、エゴノキ属、トネリコ属シオジ節(以下シオジ節と呼ぶ)の

17分類群の、計19分類群が産出した。他に、種不明の広葉樹と、草本類と考えられる双子葉植物がみられ

た。

アカガシ亜属とシキミが7点、エノキ属が6点、スダジイが4点、モミ属とヒノキ、ヤナギ属、クリ、

モモ、カエデ属、シオジ節が各3点、ケヤキと広葉樹、双子葉植物が各2点、プナ属とサカキ、ヒサカキ、

キハダ、ムクロジ、カキノキ属、エゴノキ属が各1点であった。同定結果を表30に、一覧を表31に示す。

次に、同定された材の特徴を記載し、写真 13~写真 16 に走査型電子顕微鏡写真を示す。

(1)モミ属 Abi田マツ科写真13 1a-1c (No. 56) 

仮道管と放射組織で構成される針葉樹である。晩材部は厚く、早材から晩材への移行は緩やかである。

放射組織は単列で、 1~5細胞高となる。分野壁孔は小型のスギ型で、 1 分野に 2~4個みられる。また、

放射組織の末端壁は、数珠状に肥厚する。

モミ属には高標高域に分布するシラピソ、オオシラピソ、ウラジロモミ、低標高域に分布するモミなど

があり、いずれも常緑高木であるロ材はやや軽軟で、切削その他の加工は容易、割裂性も大きくて、保存

性に優れる。

(2)ヒノキ Cb担脚CYl祖risobtusa (Siebo1d et Zucc.) End1. ヒノキ科写真13 2a-2c (No. 52) 

仮道管と放射組織人樹脂細胞で構成される針葉樹であるロ晩材部は薄く、早材から晩材への移行は急で

ある。放射組織は単列で、高さ 1~15 列となるロ分野壁孔はトウヒ~ヒノキ型で、 1 分野に 2個みられる。

ヒノキは福島県以南の暖温帯に分布する常緑高木の針葉樹である。材はやや軽軟で加工しやすく、強度

に優れ、耐朽性が高い。

(3)ヤナギ属 Salixヤナギ科写真13 3a-3c (No. 6) 

小型の道管が単独ないし2~3個複合し、やや密に散在する散孔材である。道管は単穿孔を有し、道管放
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射組織問壁孔は円形の単昼孔状となる。放射組織は上下端 1~3列が直立する異性で、単列となる。

ヤナギ属にはタチヤナギやパッコヤナギなどがあり、水湿に富んだ日当たりのよい土地を好む落葉大高

木~濯木の広葉樹である。材は軽軟で強度が強く、切削加工などは容易である。

(4)クリ C8stanea crenata Siebold. et Zucc プナ科写真13 4a-4c (No. 24) 

年輪のはじめに大型の道管が 1~3列並び、晩材部では徐々に径を減じた道管が火炎状に配列する環孔

材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は単列で同性となる。

クリは北海道の石狩、日高以南の温帯から暖帯にかけての山林に分布する落葉中高木の広葉樹である。

材は重硬で、耐朽性が高い。

(5)スダジイぬstanopsiscuspidata (Thunb.) Schottky プナ科写真13 5a-5c (No. 13) 

年輪のはじめに大型の道管が断続的に並び、晩材部では径を減じた道管が火炎状に配列する環孔材であ

る。軸方向指E織はいびつな線状となる。道管は単穿孔を有する。放射組織は同性で、単列となるロ

スダジイは暖帯からE熱帯に分布する常緑高木の広葉樹である。重さと強さは中庸で、やや耐朽性があ

るが、切削加工は困難でないロ

(6)ブナ属 Fagus プナ科 写真 13・写真14 6a一也c(No. 49) 

小型の道管が単独ないし 2~3個複合して密に散在する散孔対である。道管は単穿孔を有する。放射組

織は向性で、幅 1~10列となる。

プナ属にはプナとイヌブナがあり、冷温帯の山林に分布する落葉高木の広葉樹である。代表的なプナの

材は、重硬で強度があるが、切削加工は困難でない。

(7 )コナラ属アカガシ亜属 Quercus subgen. Cyclobalanopsis プナ科 写真 14 7a-7c(No.21)、

8a(No.35)、9a(No.45)

厚壁で丸い大型の道管が、放射方向に配列する放射孔材である。軸方向柔組織はいびつな線状となる。

道管は単穿孔を有する。放射組織は向性で、単列のものと広放射組織がみられる。

コナラ属アカガシE属は、中林目織の観療では道管の大きなイチイガシ以外は種までの同定ができない。

したがって、本試料はイチイガシ以外のアカガシ直属である。アカガシE属にはアカガシやツクパネガ‘ン

などがあり、暖帯に分布する常緑高木の広葉樹である。材は重硬、強靭で耐水性があり、切削加工は困難

である。

(8)エノキ属 Celtis ニレ科写真 14 10a-10c(No.23) 

年輪のはじめに大型の道管が数列並び、晩材部では徐々に径を減じた道管が多数複合して斜線状に配列

する環乳Mである。軸方向柔組織は周囲状となる。道管は単穿孔を有し、小道管の内壁にはらせん肥厚が

みられる。放射革国哉は上下端 1~3列が方形となる異性で、幅 1~5列となる。放射車国載には鞘細胞がみ

られる。

エノキ属にはエノキやシダレエノキなどがあり、代表的なエノキは本州から九州にかけての温帯から暖

帯に分布する落葉高木の広葉樹である。材はやや硬い。まとまって生育することはなく、現在では薪炭材

などに利用される程度であるロ

(9)ケヤキ Zelkovaserrata (百1Unb.)Makino ニレ科写真14 11a-11c (No. 18) 

年輪のはじめに大型の道管が1:JiIJ並び、晩材部では急に径を減じた道管が多数複合し、接線方向に配列

する環乳対である。軸方向柔組織は周囲状となる。道管は単穿孔を有し、小道管の内壁にはらせん肥厚が
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みられる。搬す組織は上下端 1列が方形となる異性で、幅 1~6列となる。放射粧織の上下端には、菱形

の結晶がみられる。

ケヤキは、温帯から暖帯にかけての肥沃な谷間などに好んで生育する落葉高木の広葉樹である。材はや

や重くて硬いが、切削などの加工はそれほど困難ではない。

(10)シキミ l1ici四割isat四 L シキミ科写真14・写真15 12a-12c (No. 31)、13aー13c(No.33)

小型の角張った道管が単独ないし2~3個複合し、やや密に散在する散乳対である。道管は 40段以上の

階段穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放射組織は上下端 1~4列が直立する異性で、幅 1~3

列となる。

シキミは宮城県、石川県以西の本州、四国、九州などに分布する、常緑小~中高木の広葉樹である。材

の強度は中庸で、加工性も中庸である。

(11)サカキ ιleyerajaponica Thunb ツバキ科写真15 14aー14c(No.22)

小型の道管がほぼ単独で密に散在する散乳対である。道管は、 20~30 段程度の階段穿孔を有する。搬す

組織は上下端2~4列が直立する異性で、幅 1~2列となる。

サカキは日本海側で新潟県、太平洋倶IJで関東以西の本州、四国、九州などの温帯から亜熱帯に分布する

常緑高木である。材は強靭、堅硬で、切削加工は困難である。

(12)ヒサカキ Euryajaponica Thunb ツバキ科写真15 15aー15c(No. 15) 

小型の道管がほぼ単独で密に散在する散乳対である。道管は、 40段以上の階段穿孔を有する。放射組織

は上下端5列以上が直立する異性で、幅 1~4列となる。

ヒサカキは岩手県・秋田県以南の本州、四国、九，J刊に分布する、常緑小高木の広葉樹である。材は強靭、

堅硬で、切削加工は困難である。

(13)モモ Prunuspersica (L.) Batsch パラ科写真15 16aー16c(No. 4) 

年輪のはじめに中型の道管が数列並び、晩材部では徐々に径を減じた道管が単独ないし 2~3個複合し

てやや密に散在する半環乳対である。軸方向柔鮒曹は短接線状となる。道管は単穿孔を有し、内壁にはら

せん肥厚がみられる。放射品回裁は平伏、方形、直立細胞が混在する異性で、幅 1~5列となる。

モモの原産地は中国北部で、平安時代には果実を食用や薬用として利用するために日本列島でも栽培さ

れていた樹木である。材は重硬で、切削加工等は困難である。

(14)キハダ Phel1odendron amurense恥.pr. ミカン科写真15 17a-17c(No.50) 

大型の道管が年輪のはじめに 1~3列並び、晩材部では急に径を減じた道管が多数複合して接線または

斜線状に配列する環孔材である。道管は単穿孔を有し、小道管の内壁にはらせん肥厚がみられる。放射組

織は同性で、幅 1~4列となる。

キハダは園内各地の河川!など水湿の多い所に多く分布する落葉高木の広葉樹である。材はやや軽軟で比

較的水湿に強く、切削加工等は容易である。

(15)カエデ属 Acer カエデ科写真15・写真16 18a-18c (No. 2) 

中型の道管が単独ないし 2~3個複合して疎らに散在する散孔材である。木部繊維の壁の厚さの違いで

雲紋状の文様が木口面にみられる。道管は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥厚がみられる。放射組織は向

性で、幅 1~6列となる。

カエデ属にはイタヤカエデやワリハダカエデなどがあり、代表的なイタヤカエデは各地に普通にみられ
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る落葉高木の広葉樹である。材はやや重硬で、切削加工はやや困難である。

(16)ムクロジ Sapindusmukorossi Gaertn. ムクロジ科写真16 19a-19c (No. 9) 

年輪の始めにやや大型の道管が 1~2列並び、晩材部では急に径を減じた道管が数個複合して配列する

環肘オである。軸方向柔組織は周囲状、連合翼状~帯状となる。道管は単穿孔を有し、内壁にはらせん肥

厚がみられる。放射車閣議は向性で、幅 1~4列となるロ

ムクロジは関東、新潟県、宮山県境以西の本州、四国、九州に分布する落葉高木の広葉樹である。材は
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中庸ないしやや重硬である。

(17)カキノキ属 /)iospyrosカキノキ科写真16 20a-20c (No. 25) 

中型で厚壁の道管が単独ないし 2~3個複合し、疎らに散在する散乳対である。道管は単穿孔を有する。

放射組織は上下端 1~3列が直立する異性で、幅 1~3列となる。また、放射組織は層階状に阻列する。

カキノキ属には栽培種のカキノキや野生種のトキワガキなどがあり、日本に自生するトキワガキは関東

以西の本州、四国、九州、沖縄に分布する常緑の小高木~高木の広葉樹である。材はやや重硬で靭性があ

る。

(18)エゴノキ属 Styraxエゴノキ科写真 16 21a-21c(No.34) 

小型の道管が単独ないし 2~4個放射方向に複合してやや密に散在する散孔材である。軸方向柔組織は

晩材部で線状となる。道管は1O~20 段程度の階段穿孔を有する。放射組織は上下端 1~4列が直立となる

異性で、幅 1~4列となる。

エゴノキ属は温帯から亜熱帯の低山地、原野に分布する落葉小高木の広葉樹である。材はやや重くて靭

性があるが、切削加工などは容易である。

(19)トネリコ属シオジ節斤"axinussect. Fraxinusterモクセイ科写真16 22a-22c(No.44) 

年輪のはじめに大型の道管が 1~2列並び、晩材部では急に径を減じた厚壁の道管が 1~3個複合し、

疎らに散在する環孔材である。道管は単穿孔を有する。放射組織は向性で、幅 1~2列となる。
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表31 北方京水遺跡出土木材の樹種同定結果一覧
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トネリコ属シオジ節にはシオジとヤチダモがあり、現在の植生ではシオジは関東以西の温帯に分布し、

ヤチダモは中部以西の亜寒帯から温帯の、 f可岸や湿地などの肥沃な湿潤地に分布する落葉高木の広葉樹で

ある。材の性質は、シオジとヤチダモともに中庸ないしやや重硬で、乾燥は比較的容易、切削加工等は容

易である。

(20)広葉樹 Broadleaf-wood 写真16 23a (No. 16) 

小型の道管がほぼ単独で散在するが、年輪界がみられないため道管の配列が確認できず、広葉樹までの

同定に留めた。

(21)双子葉植物 Dicotyledoneae 写真16 24a (No. 7) 

向軸側の木部、背軸制IJの筒部で構成される維管束が等間隔で環状に並ぶ、草本の双子葉植物の茎である。

維管束の配列は真正中心柱となる。草本の双子葉植物は対照標本が少なく、同定までには至っていない。

4 考察

SD37で出土した火付け木はヒノキであった。壷晴樹は広葉樹と比較して着火性が高いため、ヒノキを火

付け木として利用していたと考えられる。

SN59東畦畔から出土した杭もヒノキであった。ヒノキは加工性が良いほかに、木理通直で真っ直ぐに生

育するという材質を持つため(伊東ほか， 2011)杭材として利用されていたと思われる。

SR1から出土した斎串もヒノキであった。ヒノキは割軍基性・耐水性が高く、加工が容易であることから、

加工性や耐水性を考慮した木材利用が推定される。同じく SR1で出土した杭および横材では、多様な広葉

樹がみられた。杭対では、極めて堅硬なアカガシ亜属が比較的多くみられたが、軽軟で再i朽性が弱いヤナ

ギ属など、杭にはあまり向かない樹種もみられTこ。またSR1では、ヤナギ属やキハダ、シオジ節といった、

水湿を好んで生育する樹種に、遺跡周辺の平地~正陵下部に生育が可能な落葉広葉樹と常緑広葉樹がみら

れた。花粉分析の結果でも同様の傾向を示しており(花粉分析の項参照)、遺跡周辺には落葉・常緑広葉樹

の混交林が広がっていた可能性が高く、 SR1出土の材は遺跡周辺の樹木が無作為に伐採され、利用されてい

たと考えられる。また、 SR1では、栽培植物であるモモと、栽培植物のカキノキを含むカキノキ属がみられ

た。カキノキ属には野生種であるトキワガキも含まれるため、栽培については深く言及できないが、モモ

の原産地は中国北部で日本国内には自生していないため、遺跡周辺でモモが栽培されていたと考えられる。

SR1の敷藁および藁は、いずれも面的に敷かれた状態で出土しており、小検伏の広葉樹と双子葉植物であっ

た。

水制遺構である SR2でも多様な広葉樹がみられた一方、杭では針葉樹のモミ属が3点みられた。モミ属

は加工性が良く、木理通直で真っ直ぐに生育する、正陵のやキ標高の高い場所に生育する樹種である。ま

た、広葉樹のプナ属もモミ属と同様に丘陵中~上部に見られる樹種である。その他にも SR2ではヤナギ属

やキハダ、シオジ節といった水湿性の樹種、スダジイやカエデ属といった落葉・常緑広葉樹がみられた。

SR2には、湿地および平地~丘陵下部の樹木の他に、丘陵中~上部の樹木も利用されていた可能性が高い。

参考文献

伊東隆夫・佐野雄三・安部久・内海泰弘・山口和穂 (2011)日本有用樹木誌.238p，海青社.
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la-lc.モミ属(No.52)、2a-2c.ヒノキ(No.56)、3a-3c.ヤナギ属(No.6)、4a-4c.クリ (No.24)、5a-5c.スダジイ (No

a:横断面(スケーノレ=250μm)、b:接線断面(スケーノレ=100μm)、c:放射断面(スケール=1-2:25lJm' 3-5:100μm) 

写真13 北方京水遺跡出土木材の光準顕微館写真 (1) 
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6b-6c.ブナ属(No.49)、7a-7c.コナラ属アカガシ亜属(No.21)、8aコナラ属アカガシ亜属(No.35)9a.コナラ属

アカガシ亜属(No.45)、10a-10c.エノキ属(No.23)、lla-11c.ケヤキ(No.18)、12a-12c.シキミ (No.31) 

a:横断面(スケーノレ=250μm)、b:接線断面(スケーノレ=100μm)、c:放射断面(スケーノレ=6-11:10011m. 12:50μm) 

写真14 北方車水遺跡出土木材の光学顕微餓写真 (2)
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13a-13c.シキミ (No.33)、14a-14c.サカキ(No.22)、15a-15c.ヒサカキ(No.15)、16a-16c.モモ(No.4)、17a-17c.

キハダ(No.50)、18a.カエデ属(No.2)

a:繊断面(スケーノレ=25011m)、b:接線断面(スケール=100μm)、c:放射断面(スケール=14-17:100μm・13:50μm)

写真15 北方京水遺跡出土木材の光掌顕微館写真 (3)
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18b-18c.カエデ属(No.2)、19a-19c.ムクロジ(No.9)、20a-20c.カキノキ属(No.25)、21a-21c.エゴノキ属

(No. 34)、22a-22c.トネリコ属シオジ節(No.44)、23a.広築樹(No.16)、24a.双子葉植物(No.7) 

a:横断面(スケーノレ=25011m)、b:接線断面(スケール=100μm)、c:放射断面(スケーノレ=10011m) 

写真16 北方車水遺跡出土木材の光学顕微接写真 (4)
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第4節鉄津成分分析

1 はじめに

北方京水遺跡A地区から出土した鉄棒について、走査型電子顕微鏡観察およびX線分析を行った。分析

は、竹原弘展(株式会社ノ号レオ・ラボ)が担当した。

2 鼠料と方法

分析対象は、中世の遺構SK43より出土した鉄津1点である

懐 32、写真17-1)。磁着が認められ、観察・測定面は比較

的峨着の強い箇所を選んだ。写真 17-1に採取部位を示す。

表32分析対象

各試料の断面プレパラートを作製し、観察、分析を行った。プレパラートの作製には、包埋樹脂に注型

用高透明エポキシ樹脂を使用し、試料の一部を岩石カッターで切り取った後包浬した。包埋試料は、ディ

スコプランで研磨した後、コランダムの枠3000、ダイヤモンド粒子の1μmの順で研磨し、観察、分析面と

した。試料は、採取断面について蛍光X線分析(エスアイアイ・ナノテクノロジー株式会社製SEA1200VX，

照射径lmm:以後 XRF分析)を行い、採取部位の化学組成を調べた。走査型電子顕微鏡(日本電子株式会

社製 JSM-5900LV、以後 5醐による反射電子像の観察および付属するエネルギー分散型X線分析装置(同

jED-22∞、以後EDS)による鉱物組織の定性分析を行った。

3 分析結果および考察

XRF分析による半定量値を表33に酸化物の形で示す。また、 SEM反射電子像を写真17-2・3に、 S聞反

射電子像 (X4∞)に示した a~c のポイントの EDS によるスベクトノレを図 95-1~3 に、検出元素を表 34

に示す。

XRF 分析では、鉄が 7側近い高い割合で検出された。 SEM 反射電子像では、写真 17-2~3 のような結晶

組織が観察された。金属鉄は確認されなかった。EDS分析結果と併せると、明色の樹枝状ないし粒状組織(写

真17-3のa)では鉄 (Fe)と酸素 (0)が主に検出され、ウスタイト (FeO)とみられる。中間色木ずれ状

組織(同写真b)では鉄とケイ素 (Si)と酸素が検出され、ファイヤライト (2恥0・Si02) とみられる。こ

れらが、基質となる暗色ガラス質(同写真c)上に晶出している。

一般に砂鉄製錬の場合、原料中にチタンが多く含まれており、さらにその製錬津にはチタンが濃縮され、

チタンを含む結晶鉱物が晶出する。今回の鉄棒の鉱物組織の定性分析結果では、チタンが検出されず、ま

たウスタイトが多くみられるため、鍛冶に伴う鍛冶津である可能性が高いと考えられる。

表33 蛍光X線分析による半定量値 (wt%。
噌 031 Si02 1 P20， 1 SO， 1 K20 1 

表34EDS分析結果
I ，.9 ~、， ， 検出元素 | 所見

0， (Si)， Fe 
O，Si，Fe 
O，Al，Si，K，Ca，Fe 
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写真17 擦取部位(1)とSEM反射電子像 (2・3)
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第5章総括

第1節遺物・遺構から見る遺跡のまとめ

1 遺物から

主な出土遺物は、灰紬陶器、中世土師器、山茶碗、中近世陶磁器類である。特に、山茶碗が 45.5%と遺

物全体の半数近くを占める(表4)。

灰紬陶器は、美濃窯産の大原2号窯式から丸石2号窯式併行期 (10世紀代)のものが比較的多くみられ

るが、この時期の遺構は確認されていない。中世土師器はロクロ土師器皿、土師器皿、伊勢型鍋がある。

土師器皿の割合が多いが、多くが表土からの出土である。山茶碗は尾張型山茶碗第5型式 (12世紀後半か

ら13世紀前半)のものがほとんどで、第4型式と第6型式のものが少数ある。第3型式のものも見られる

が、ごく少数である。中近世陶磁器類は、古瀬戸・大窯が少数みられ、ほとんどが登窯 (17世紀以降)で

あるが、現代水路からの出土である。中国製陶磁器も確認されている。

山茶碗の中には、内面や外面が黒化しているものが確認された。若干黒く感じるものだけでなく、煤な

どが付着して著しく黒くなったものも存在する。口縁部が欠けた部分にも煤などの付着が認められる。観

察の結果、内外面が黒化した山茶碗は38点を数えた(表35)。黒化した部位は、口縁部 11点、体部13点、

底部14点で、部位による差は見られなかった。一方、黒化した面は、内面のみが24点、外面のみが2点、

内・外面が5点、内・割面が2点、外・割面が1点、内・外・害l面が4点と、内面が黒化したものが他の

ものと比べて多川頃向が見られた。大垣市教育委員会による北方京水遺跡の調査(以下、大垣市調査とす

る)や、当センターによる輿福地遺跡の調査でも、同様の山茶碗が確認されている。輿福地遺跡の調査で

は、内外面が黒い山茶碗は井戸や溝から出土しており、祭施行為の際に意図的に黒くした器を使用してい

ることが示唆されている。当遺跡でも、同様の祭施行為が行われていた可能性があるが、類例の増加を待

って検討したい。

大垣市調査では、出土遺物について計測を行い、土器幸町戎の検討を行っている(図96)。計測方法は破片

数計担u法(接合前)で、山茶碗、ロクロ士師器の碗皿類e非ロクロの士師器皿の(かわらけ)をあわせた

士師器供膳具、清郷型費や伊勢型鍋などの土師器煮炊具、鉢類(調理具)、費(貯蔵具)、輸入磁器に分類

している。そこで、今回の調査における出士遺物についても、同様の方法で計測を行い、土器組成の検討

を試みた(図96)。総破片数は 1，809点で、調査面積は2，650Irlである。土器組成は、山茶碗が82.6%、

土師器供膳具11.5%、輸入磁器0.6%、士師器煮炊具2.8%、鉢2.2%、費0.3%であった。大垣市調査と

比較的似た傾向が見られたが、山茶碗と士師器供膳具の割合に違いが見られた。今回の調査における土器

組成は、どちらかというと比較であげた曽根八千町遺跡の土器組成に近いといえる。その理由であるが、

今回の発掘区が中世集落域の周縁部にあたることを考えると、時代の差というよりは場所の差があげられ

るのではないだろうカ元土器組成において、士師器皿が高い割合をしめる遺跡は、経済的に裕福な居住者

が存在していた可能性があることが指摘されている。これらのことからも、大垣市調査の発掘区が、北方

京水遺跡における集落の中心部に近く、同じ遺跡の中でも士師器皿の割合が高くなっていると考えられる。

A地区から出土した遺物のうち、山茶碗と灰紬陶器、士師器皿について、グリッドごとの出土遺物点数
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を集計し、その多寡について4段階に色分けして図示し(図97"-'図99)、出土点数については表37"-'表39

に載せた。色分けの仕方であるが、母数が多い山茶碗は、点数が少ないものから0点"-'9点、 10点"-'19点、

20点"-'50点、 51点以上とし、母数が少ない灰軸陶器と土師器皿は、点数が少ないものからO点、 1点"-'5

点、 6点"-'10点、 11点以上とした。出土点数が多いものほど、色が濃くなっている。なお、計測方法は破

片数計測法(接合前)である。遺構から出土した遺物については、グリッドごとに明確に区分することが

できないため、グリッドをX軸方向に分割し、より広い面積を含む列のものとして出土点数を集計した。

どの種別も、北部に比べて南部の出土点数が多し沖頃向が見られ、共通して多かったのがQ9グリッドであ

った。ここでは総出土長数が多い山茶碗の分布に焦点を当てて、検討してみたい。山茶碗の出土分布では、

Q9"-'R9グリッドからの出土が多いことが分かる。X軸の列ごとの出土点数を見ても、 Q列とR列が多い

傾向が見られる。注目したいのが、 08""'P9グリッドの各出土点数よりも、 N8・N9グリッドの各出

土点数の方が多い点である。やはりX軸の列ごとに見ても、 0列やP列よりもN列の方が多いという同様

の傾向が見られる。 08""P9グリッドの各出土点数が少ないと見るか、 N8・N9グリッドの各出土点

数が多いと見るかは難しいところではあるが、ほぽ同面積のQ9グリッドの出土点数が 158点であるのに

衰弱山茶碗媒付着状況

内面のみ 外面のみ 内・外面 内・割面 外・割面 内・外・割面 合計

口i縁部 5 1 3 。 。 2 11 

体部 9 1 l 2 。 。 13 

底部 10 。 l 。 1 2 14 

合計 24 2 5 2 1 4 38 

表36 北方京水遺跡と曽根八千町遺跡の土器組成集計

山茶碗
土師器

輸入磁器
土師器

鉢 型 その他 合計
供膳具 煮炊具

北方京水遺跡
1，494 

(センター調査)
208 11 51 39 6 。 1，809 

北方京水遺跡
2，018 979 

(大垣市調査)
37 112 32 55 31 3，264 

曽根八千町遺跡
1，507 198 

(大垣市調査)
19 67 11 24 55 1，881 

その他

0.0骨 入
器
M
m

輸
磁

L

山茶碗
82.6世

土師様
供膳具

30.0事

北方京水遺跡(センター) 北方京水遺跡{大垣市) 曽根八千町遺跡(大垣市)

園96 北方京水遺跡と曽根八千町遺跡の土器組成
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園田 A地区山茶碗出土分布図

表37 A地区山茶碗出土点数集計

I J K L M N 。 P Q R 
10 。 。 1 。 。 。 。 。 。
9 。 3 7 15 17 43 16 13 158 175 

8 5 18 6 14 13 27 23 18 20 11 

列遺構 5 21 14 29 30 120 49 41 323 328 

合計 10 42 28 58 61 190 88 72 501 514 

ド附Mer也1、。m ， 
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11 -----/ 灰剰陶器
Y=-50550 

10 
Y=-50555 ~、
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制

Y=-50560 円、 包 fJ_0 

'''l墨E 
戸;円宍へ rJT -"  

8 正ミζご三コ (， 
M 

Y=-50565 

7 
。 1伽1

Y=-50570 (S=1/'制)

園田 A地区灰細陶器出土分布図

表38 A地区灰紬陶器出土点数集計

I J K L M N 。 P Q R 
10 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
9 。 3 4 3 8 3 3 21 10 

8 2 。 2 1 2 3 3 2 4 3 

列遺構 。 。 。 。 。 。 2 2 13 5 

合計 2 1 5 5 5 11 8 7 38 18 
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A地区土師器皿出土分布図園99

A地区土師器皿出土点数集計

I J K L M N 。 P Q R 

10 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
9 。 。 。 。 1 。 2 1 28 1 

8 。 。 。 。 。 。 。 3 4 2 

列遺構 。 。 。 。 。 。 。 。 25 10 

合計 。 。 。 。 1 。 2 4 57 13 

表39

対して、隣のP9グリッドの出土点数が 13点であるというのは少なすぎるのではないかと考える。そう考

えると、 08"'P9グリッドには出土点数が少なくなる何らかの理由があったと恩われる。その何かは判

然としないが、可能性として考えられるのが、 B地区第 1面のSMlとの関連である。東西方向の SMlをA

地区のある東側に延ばすと、ちょうど08"'P9グリッド上にあたる。 SMlは、約5mのl幅をもち、当時の

道路としての機能をもっていたと考えられることから、 08.......P9グリッドの遺物が少なくなるとは考え

られないだろうか。

遺構から

今回の調査で検出した遺構は、 12世紀末."'13世紀のものである。 A地区では、この時期の溝状遺構や土

坑、柱穴などが確認され、 B地区では第1面・第2面ともにほぼ全面に広がる水田遺構が確認された。 B

地区第1面の北側では、北西方向から流れる自然流路が確認され、それに伴うと考えられる 2基の堰を検

2 

出した。

A地区では、多数の溝状遺構や土坑と4基の柱穴を検出した。時期は、 12世紀後半から 13世紀前半のも

のが大半を占める。これらの遺構は、切り合い関係から大きく 3時期に分けることができそうだが、後世

の撹乱を受け、遺構の残存状況がよくないため、はっきりと時期細分することができなかった。検出した

遺構の多くが南部に位置しており、特にSD24・SD25よりも南側では遺構や遺物が多く確認された。溝の形

状が S字状となる理由は不明であるが、他の溝状遺構~比べて SD24 ・ SD25 の壁が立ち上がっていることか

らも、この構伏遺構を境にして南側が居住域、北側がその外と区画されていたのではないかと考えられる。

また、 SD24・SD25を西側に延ばすとB地区第1面の大畦畔の北側のSD39の位置とほぼ重なる。 A地区の南
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側では、平成15年に大垣市教育委員会が試掘・確認調査を行っている。調査の結果、溝状遺構や土坑、多

数のヒ。ット群左様々な出士遁物が確認され、12世紀後半から 13世紀にかけての集落跡であった可能性が高

いと結論づけられている。今回の調査結果と合わせて考えると、 A地区は中世の集落域の周縁部に当たり、

特にSD24・SD25の南側では、遺構・遺物が多く確認されるといえる。

B地区では、第1面・第2面ともにほぼ全面に広がる中世の水回遺構を中心に、溝状遺構、土坑、水制

遺構、自然流路を検出した。水田遺構については、第1面・第2面のどちらにおいても水田面を覆う洪水

堆積層が確認された。第2面では、洪水によって-11.回面が砂層に覆われた後、さらに、回面を大きく破

壊したことが確認された。当遺構では、この2面の水田遺構が機能していた期間にそれぞれ洪水によって

土地が大きく扶られたり、回面が砂層に覆われたりする被害を受けていた。第1面及び第2面の水田遺構

は、 12世紀後半から 13世紀前半に造られたものと考えられるが、この時期の水害の記録としては、 1199

年(元治元年) 9月に起こった洪水があげられる九

第1面と第2面の小区画水田の形状には違いが認められた。第2面の水田面は、 SM4よりも北側では、標

高8.1m程の土地が一段下がったところに水回が造られていた。また、 SM4よりも南側では、北西(標高8.3

血程)から南東(標高7.9m程)方向へゆるやかに傾斜する自然地形に合わせて水回が区画されているため、

小畦畔も湾曲している。一方で、第1面の水田面はほぼ等間隔偶 11m)に小畦畔を作り、条里地割に沿

った小区画水固となっている。また、第1面の水田を区画する際には、土地が低かった発掘区南東部に盛

士して、土地造成を行っていることも確認された(図的。小区画水田の中央部標高を比較する(図 100)

と、第1面では、北東から南西にかけて土地が緩やかに傾斜しており、第2面とは異なる水田面の傾斜を

造り出していると考えられる。このように、洪水後に第1面の水田を復旧させる際には、新たに生じたf可

道 (NR1)を利用することと合わせ、条里地割に沿った大がかりな造成工事が行われたといえる。

当遺跡の中心的な時期と考えられる 12世紀後半から 13世紀前半は、地域の有力者による墾田開発が各

地でさかんに行われた時代である。地域の有力者による墾田開発がさかんになるのは平安時代まで遡るが、

それは固から許可を得たものではなく、その権利は危ういものであったとされる。しかし、 12也紀以降、

荘園公領制により荘園と公領が同等に扱われるようになり、荘園が国家に組み込まれていくようになると、

地域の有力者が地元の宗教寺院と関係をもつことによって、国から土地を開発する許可を得るという新し

い秩序ができあがっていく。当遺構で確認された第1面の水田遺構は、畦畔の向きを北にあわせたE方位

条里地割水田であり、このような水田を開発するためには高度な測量技術が求められる。これらのことか

ら考えると、当遺跡において大がかりな造成工事が行われた背景には、それを主導する有力者が存在した

ことが想定できる。さらに、その背後には地域の宗教寺院が関わっていた可能性も考えられるへ

第1面の自然流路内では、自然流路に直交する方向で2基の堰が確認された。堰の盛士は「敷葉工法」

で構築されており、士の聞に藁敷(草敷)が挟まれていた。敷葉工法とは、丈夫な堤をつくる古代の土木

技術で、県内では柿田遺跡で同様に敷葉工法によって構築された堰が確認されている。なお、 SR1の盛士の

基底部では斎串が出土し、堰を構築する最初の段階で祭租を行ったと考えられる。

当遺跡では、第1面・第2面合わせて5条の大畦畔と多数の小畦畔が確認されたが、特筆すべきはSM1・

SM3・SM5の大畦畔である。第1面北側で確認された東西方向の大畦畔SM1は、幅は約5mで、すぐ北側に

はSM1に沿ってSD39が認められる。第1面で確認されたSM3!::第2面で確認されたSM5は唯一位置を変え

ない畦畔で、南西部で南北方向に検出したものである。特に第2面の畦畔については、幅広(約1m)で
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あること、目印となる置き石が2箇所確認されたこと、上から溝状に掘った後に木材が埋められていたこ

とから他の畦畔とは性格を異にするものであると考えられる。また、他の畦畔が地形に沿うのに対してSM5

だけは真北を向くことから坪境の畦畔であると考えられる。

注

1)対亘市2013i鎌倉時代の大井荘J~大垣市史通史編 自然・原始~近世』

2)宇野隆夫帝塚山大学教授のご教示による。

。

第1面第2面

8.20-8. 29m 

8.30-8. 39m 7.90目 7.99m

8ト 8.49m_ 8∞-8.09m
aω-8.59m_ 8ト 8.19m

sω-8. 69m _ 8. 20 -8. 29m 

sト 8.79m _ 8. 30-8.39m 

(S=1/80ω 

4~ 

園100 第1面・第2面小区画水田標高分布図

匝里ν
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第2節遺跡周辺の条里地割1)fこついての一考察

今回の調査では、 B地区第1面において、東西方向の SM1と南北方向の回目という 2つの大畦畔を検出

した。その規模キ様相から、どちらも、他の畦畔とは性格を異にすると考えられるもので、坪境に位置す

る大畦畔と思われる。 SM3については、 B地区第2面の調査でも岡崎置にSM5が確認できたことから、従来

から土地を区画する位置だったと言える。また、 SM1とSM3に固まれた範囲では、条里地割における 1町方

格の内部の様相がよく分かる。 SM3から東へは、約 11m(およそ 119mの10分の1)の間隔で南北方向に

2本の小畦畔が存在する(図 12)ことから、 1町方格の内部は長地型地割であったと十醐Jされる。また、

SM3の東へ約 55mの地点には、大垣市調査で検出された SD01が存在する。大垣市調査が行われた位置は、

調査で確認された集落跡 (A地区)の南部であり、ともに集落跡と考えられることから、 SD1は水固と集落

を区画するための土地の境となる溝である可能性が考えられる。

北方京水遺跡を含む大垣市北東部は、安八郡条里に属する地域である。歴史地理学の成果によると、安

八郡条里は、北は現荘の神戸町から池田町まで、南は大垣市割田町あたりまで延びるとされる。安八郡の

条里復元については、これまでも多くの研究の蓄積がある。安八郡条里の研究は、古代から中世にかけて

大垣市に存在したとされる東大寺領大井荘の研究史とほぼ同義と捉えられており、『大垣市史上巻~ (大垣

市 1930) と中村直勝氏論文(中村 1932) による大井荘研究に始まる。さらに、『新修大垣市史~(大垣市 1961) 、

『岐阜県史~ (岐阜県1971)が大井荘について大きく取り上げた。条里や四至については『新修大垣市史』

と水野時二氏(水野 1971)の復元案がある。足利健亮氏は、 1万分の1の地図上で小字を復元し、条里畦

畔をトレースした図を元に復元案を作成(足利 1997)し(以下、『足利案』とする。)、『大垣市遺跡詳細分

布調査報告書解説編u大垣市1997)において示している。近年の研究では、竹谷勝也氏(大野町教育委員
会)による研究成果があげられる。竹谷氏は、『大野の条里条呈編・解説編u大野町2011)の中で、『足
利剣で示された大井荘の領域に即し、永仁3年(1295)r大井荘実検馬上取帳案」の1条を安八郡条里13

条、同じく 1呈を安八郡条呈3里として、残存する畦畔を順に数え、条・里の交点を丹念に確認すること

で、復元案を示した。さらに、『大垣市史通史編 自然・原始~近世~ (大垣市 2013)の中で、安八郡条

里が美濃では例外といってよいほど旧村境との不一致がなはなだしい点や、安八郡のみ隣接郡との条界と

ずれている点について、保元の荘園整理の結果であろうという見解を示している。そして、大井荘北部に

ついては『足利案』の通りであるが、大井荘北限より北側の地域では、本来の安八郡条里の条界は『足利

案』より 1町北であったと考えられると結論づけた。詳細については、『大垣市史通史編 自然・原始~

近世』を参照されたい。これまで行われてきた研究は歴史地理学におけるものが中心であった。

今回は、竹谷氏の研究成果と発掘調査の成果を比較しながら、北方京水遺跡周辺の条里地割について検

討してみたい。図 101は、 1948年に米軍が撮影した空中写真 (1/5.000)である。空中写真では、北方京

水遺跡周辺の土地利用について正確に判別することは難しいが、今回の発掘区の周りには集落は存在して

いない。よく見ると所々に自然流路の跡も確認できることから、中世に限らず近代以降も河川の氾濫があ

ったと推測できる。東側に位置しているのが、現在の北方集落である。今回の発掘区について、図 101を

さらに拡大(1/800)したものが図 102である。今回の発掘区の遺構図と、大垣市調査の発掘区及びSD1

を重ね合わせたものである。重ね合わせる際には、調査で検出した現代水路が 1948年の写真でも確認する

ことができることから、発掘区の位置を設定するために現代水路の位置を基準として使用した。
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竹谷氏の復元案と今回の調査成果を順に比較する。図 103は、図 102に竹谷氏が坪境として示した畦畔

(黄色で表示。以下、『竹谷案』とする。)を重ね合わせたものである。まず、南北方向の大畦畔 SM3の位

置であるが、『竹谷案』が示した畦畔の延長上で確認された。次に、東西方向の大畦畔SM1である。こちら

は、『竹谷案』より約 20m北側で検出した。『竹谷案』の位置も発掘区になっているが、その位置では大畦

畔は検出されなかったo また、 SM1の位置は第2面においても地形の変化点であることが確認されており、

第1面で大畦畔が作られる位置として適当であると考える。

そこで、今回検出された SM1とSM3の位置を基点として、北方京水遺跡周辺の条里について検討を行っ

たものが図 104である。 1948年に米軍が撮影した空中写真 (1/5，000)上に、今回の調査で検出した現代

水路の位置を基準として使い、重ね合わせた。その上で、 SM1とSM3の交点を基点として、条里の1町(約

109m)方格ごとに区画の線(赤線)を置いた。すると、以下のようなことが見えてくる。

まず、 SM1を東側に延ばしたラインの位置に注目すると、ちょうど集落を区切る位置にきているのが分か

る。また、 SM1を西側に延ばしたラインやSM1の1町北側・ 2町北側に引いたラインの位置も、ともに太い

水路の位置にあり、今回の発掘区周辺においての東西方向のラインが適当な位置にきているといえる。

次に、「中山道」との位置闘係に注目したい。今回引いたラインは中山道の上には乗らず、北に約30mず

れる。特に西側では、『竹谷案』のラインの方が、より適当な位置にきている感じを受ける。しかし、東側

の安八郡三ツ屋集落周辺に焦点、を当てると、三ツ屋集落北側の水路の位置にちょうどラインがくる。また、

三ツ屋集落の背後よりー町北にも水路が設けられており、今回引いたラインもちょうどこのあたりにくる。

三ツ屋集落の背後から条里の区画を考えると、今回引いたラインが適当であると考える。

以上のことから、遺跡周辺、特に三ツ屋集落北側においては、今回引いたラインが、いずれかの時期に

おいて、土地の区画とされた可能性があるのではないかと考える。ただ、三ツ屋付近は、幅 20~40mほど

の東西方向の帯状の地割がいくつも設定されているため、いずれが坪境の畦畔カ申I断することが難しい地

域である 2)。様々な可能性が考えられるので、今後の調査を待ちたい。

最後に、 SM1の性格について検討してみたい。 SM1の位置は、先ほど述べた「本来の安八郡条里の条界は

これまでの復元案より 1町北であった」という竹谷氏の考えをとると、ちょうど安八郡条里の9条と 10条

の境の位置にくる畦畔、つまり条界の大畦畔ということになる。 SM1は幅が約5mで、道路として使われて

いたと考えられる剖ことからも、 SM1は条界の大畦畔であったと言ってもよいのではないだろうか。

今回の調査では、条里の1町方格を区画すると思われる大畦畔を南北方向、東西方向と同時に確認する

ことができたことで、当遺跡周辺の条里について検討することができた。条里については、まだ解決でき

ていないことも多く、安八郡条里についても同様である。今回、引いたラインはあくまで考察の 1つであ

り、現時点では課題は残ったままだといえる。今後、更に条里研究、及び発掘調査が進み、北方京水遺跡

周辺の条里地割についての全容が明らかになることを期待してやまない。

注

1)条里地割等の用語については、金田章裕「序章条里とは何カサ『大野の条里』にならった。

2)太田三郎・竹谷勝也2011r第4章第3節 4.東山道と条里JW大野の条里』大野町教育委員会

3)三重大学名誉教授八賀普氏のご教示による。
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1948年米..~の窓中写実

国101 1斜8年における発掘区周辺の土地利用状況
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